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それは国家機密です！　女装王子が愛らしい伯爵令嬢に一目ぼれしてしまいました
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序章












　その日、リベラリア王国の王城では新たな命が産声を上げた。

　現国王ステファノの即位から五年、待望の子宝に歓喜したのは国王夫妻だけではない。国王に直接仕える貴族たちから国民まで、皆が喜ぶのは当然のことだった。

　さらにめでたいことに、元気に泣き続ける子は二人――そう、王妃は双子を出産したのだ。

　昨夜から長い時間苦しみ続けていた妻の手を握りしめ、ステファノは胸の奥底から込み上げる感情に声を震わせる。

「ああ、パトリシア。よくやった……本当に、よくやってくれた……」

「ステファノ様……お、男の子……男の子は……？」

　疲労困憊で意識も朦朧としているだろう妻は、それでも赤ん坊の性別を気にかけている。

　結婚して長らく子宝に恵まれなかったことで、パトリシアにはつらい思いをさせた。

　世継ぎはまだかと急かされ、陰口を言われ……それでも健気に頑張ってくれた愛しい人を守るのは、ステファノの使命でもある。

「大丈夫だ。お前は世継ぎを産んだ。何も心配いらない。あとは皆に任せてゆっくり休みなさい」

　夫の言葉に、微かに頬を緩めたパトリシアはそのまま目を閉じた。

　昨夜から付きっきりで出産に立ち会ったステファノも疲れてはいるが、彼にはやることがある。

　世継ぎの誕生を待ち望んでいる貴族たちに、王妃が無事に出産したことを報告しなくてはならない。

　ステファノは助産師に妻と子の世話を頼むと、部屋を出た。

　外に控えていた側近とともに議会へ急ぐ。すでに開始時刻は過ぎているが、今日ばかりは遅刻も許されるというものだ。

（あの子たちは、きっとパトリシアに似て美しく成長するだろう）

　これで跡継ぎという大きな問題が解決した。あとは……

「陛下！」

「王妃様のご容体は？」

「陛下、お子は？」

　議会に足を踏み入れた途端、一瞬静まり返った議場はたちまち騒ぎになる。今までで一番白熱した議論の比ではないほど、皆が必死だ。

　期待に満ちた顔、不安そうな顔、鬼のような形相のような者までいる。

　特に、議会でも影響力の強いグラツィアーニ公爵とルケッティ公爵と言ったら……目を血走らせているではないか。

　二人ともすでに白髪で皺の刻まれた弱々しそうな姿だというのに、この迫力はいったい何なのだ。

（うう……この者たちはいつになったら引退するんだ……？）

　ステファノは幼い頃からこの二人のことが苦手だった。特にグラツィアーニ公爵は彼に対して当たりが強い。その理由は従兄を王位に推していたからだと聞いている。従兄本人にその気がまったくなく、結局目立った争いには発展しなかったのは幸いだった。

「あ、ああ……その、無事に生まれたよ。双子だ」

　ステファノがそう言うと、議会が歓喜に湧く。だが、割れんばかりの拍手が響く中でグラツィアーニ、ルケッティ両公爵だけは片眉を上げて厳しい表情を崩さない。

「ほう……めでたいですな」

　到底めでたいとは思えぬトーンのしゃがれ声は、グラツィアーニ公爵のもの。

「それで、お二人の性別は男女どちらなのですかな？」

　それに続く低い声はルケッティ公爵のものだ。

　こんなときだけ息の合った公爵二人に、ステファノの背に冷たい汗が伝う。同時に、議会場がシンと静まり返った。

　皆の興味は跡継ぎの誕生なのだから、それも当然だろう。

　ステファノはごくりと喉を鳴らした。

（もう十分すぎるほど心労をかけたというのに……）

　この跡継ぎ問題で、一番心を痛めることになるのはパトリシアだということは、火を見るよりも明らかだ。

　彼女を苦しめるだろう要因はできるだけ排除しなければならない。

　何よりも、この二人の公爵は怖い。

（老公爵たちに、争う理由を与えるわけにはいかない）

　虎視眈々と自分たちがのし上がる機会をうかがう目に、ステファノの呼吸が浅くなる。

　なんとか穏便に――

「双子は……男女……王子と王女だった。名前はアレッシオとフランチェス、カだ」

















第一章　王女の秘密












　キーラ・フェルレッティは今、十八年の人生で一番浮かれている。

　というのも、初めて王城でのパーティに招かれたからだ。

　キーラはずっとこの日を心待ちにしていた。理由はただ一つ――彼女の憧れている王女フランチェスカを一目見たいと熱望していたから。

　リベラリア王国には、美しい双子の王子王女がいる。妹のフランチェスカ・デ・リベラリアは美しく聡明で、誰もが憧れる王女だ。彼女の兄アレッシオも美形で人気が高いけれど、キーラは断然フランチェスカ派である。

　キーラは伯爵家の娘で、王族に直接お目にかかれる機会はほとんどない。あったとしても、国の祭典や式典行事などだが、せいぜい遠くから豆粒のような姿を拝見できるくらいだ。

　しかし、パーティとなれば話は変わってくる。噂によると、今日は双子の伴侶を探す催しだという。正式な発表があったわけではないのだが、招待客の顔ぶれを見るとそれもあながち間違ってはいないだろう。その証拠に、国王夫妻へ挨拶するために玉座の前にできた貴族たちの列には、親子の姿が多かった。

　双子の王子王女は二十歳を迎え、婚約者を決めるにはむしろ遅いと言ってもいい。キーラと同じように父親にエスコートされてきた娘たちは、皆そわそわしている。なんとか自分が見初められようと必死なようだ。

「いいか、スザンナ。くれぐれも粗相のないように。お前はグラツィアーニ公爵家の命運を背負っているのだからな！」

「はい、お父様」

　グラツィアーニ公爵家と言えば、古くから王家に仕え、貴族院のトップにいる由緒正しい家柄だ。間違いなく、彼女はアレッシオの婚約者候補筆頭となるだろう。

（すごいなぁ）

　気合いを入れている父娘の会話はキーラにとって他人事だった。隣にいる彼女の父、オリンドもそれは同じ。

　しかし、到底自分たちには関係のない話とはいえ、彼はこれから国王に挨拶しなければならない。オリンドはその緊張から微かに震えていた。

　キーラは頼りなさげな父にため息をつきつつ、玉座に視線を移す。

（遠くから見ても、本当にお美しいわ……）

　一方、キーラの目的はフランチェスカ王女のほうだ。

　すらりと背が高くてスタイルがよく、金色の長い髪がシャンデリアの下で輝いて素敵だ。派手すぎないドレスもハーフアップにした大人っぽい髪型もよく似合っている。

　あのフランチェスカの麗しい姿を目の前で見られると思うと、ドキドキが止まらない。そわそわして顔に熱がこもる様は、まるで恋する乙女のようだ。

（私も緊張しているのかしら？　それもそうよね。間近でフランチェスカ様を見られる機会なんて、きっとこれが最初で最後だもの）

　招待された以上、キーラもアレッシオ王子の婚約者候補として挨拶はしなければならない。

　だが、そもそも自分がアレッシオに釣り合うなどとは思っていなかった。彼の相手はグラツィアーニ公爵令嬢のようなもっと高貴な女性に任せておけばいいのだ。

　キーラの挨拶など形式的なもの――招待された以上は最低限の礼儀を通すだけである。向こうも伯爵令嬢など眼中にないだろう。

　そんなことより、キーラはなんとしてもフランチェスカの麗しい姿を目に焼きつけなければならない。彼女の目もまた、ある意味ではギラついていた。

「キ、キーラ。私たちもそろそろ行こう」

　ようやく覚悟ができたのか、それとも早く終わらせてしまいたいと思ったのか、父が会場に入って初めて声を出す。

　キーラは「はい」と元気よく返事をし、オリンドとともに玉座へ続く列に並んだ。

　一歩ずつ近づくごとに、フランチェスカの姿が大きくなる。

　凛とした立ち姿から、だんだんと優しい目元が印象的な整った顔立ちがはっきり見え始め、キーラは胸をわくわくさせた。

　美人なのは言うまでもないが、フランチェスカはとても賢く物腰穏やかな淑女だともっぱらの噂だ。才をひけらかすような自慢も、無駄なおしゃべりもしないけれど、常に笑顔で人々の心に癒やしを与える女神のような王女――キーラにはないものをすべて持っている。

（ああ、ドレスも素敵！　それに比べて私は……）

　自分のドレスに視線を落とし、キーラは王女との違いに落胆した。

　キーラは背が小さく、顔も童顔なので実年齢より幼く見えてしまう。一番の原因は目が大きいせいだと思っている。

　淡い茶色の長い髪を巻くと子供っぽさがやや薄れるけれど、顔の造形ばかりは変えられない。

　今回は、少しでも年かさに――せめて年相応に――見えるようにと大人っぽいドレスを注文したのだが、届いたのはいつも通りフリルたっぷりのピンク色だった。

　仕立屋はよかれと思ってキーラに〝似合う〟ように作ってくれたらしい。しかし、これではフランチェスカに近づくどころかどんどん遠ざかっている。

　その上、キーラの勝手な注文を知った母には、そもそも背中のざっくり開いた艶やかなドレスを着ても笑いものにしかならないと怒られてしまった。

（十八歳にもなって、こんな子どもっぽいドレス……それこそ笑いものにされないかしら？）

　フランチェスカは誰かを馬鹿にするような高飛車な王女ではない。

　仮にそういう性格を隠しているとして、それを表に出すことはないだろう。ただ、内心ではどう思っているのか。こればかりはわからないので不安である。

　憧れのフランチェスカには少しでもよく見られたい。

　王女に認識される機会は今日しかないかもしれないのだ。絶世の美女として印象に残ることはできずとも、せめて〝子どもっぽい〟とは思われないようにしたかった。

　とにかく、外見はもう仕方がない。努力ではどうにもならないこともあるものだ。あとは落ち着いて……

（しっかりご挨拶をして、淑女らしさを見せれば大丈夫よ！）

　キーラは気合いを入れるため、両拳を握って腕をグッと引き、小さく「よしっ」と呟いた。

　それが聞こえたからか、もしくはキーラの行動を見ていたからか……玉座に続く列の近くで雑談をしていた老夫婦がくすくすと笑う。

「あらまぁ、かわいらしいこと」

「アレッシオ様の御前に出るのに、緊張しているんだろうなぁ」

　すると、キーラの後ろに並んでいた父娘も笑みを零した。

「そんなに緊張しなくても大丈夫よ。頑張って」

　さほど年の変わらない娘に優しく諭すように言われ、キーラは羞恥で俯く。

　彼女も老夫婦も、キーラを馬鹿にしているわけではないのはわかる。純粋に、キーラの初々しさに温かい目を向けているだけ――だからこそ、キーラの劣等感を刺激した。

（うぅ……子どもっぽいってことよね……）

　貴族の娘たちにとって、この場ではキーラもライバルのはずだ。それなのに、「頑張って」と応援されてしまうなど情けない。

　アレッシオの婚約者に名乗りを上げるつもりはなかったけれど、こうも眼中にないと言われてしまうのも悲しかった。

（でも、ここで怒ったりしたら、それこそ子どもだわ。大人っぽく、大人っぽく……）

　キーラは心の中で呪文のようにそう唱えながら謁見を待つ。

　ツンと澄ました顔を作るよう努め、手足を動かすのも最小限にし、どうにかして落ち着いた大人に見られようと頑張った。

　そうしているうちに、いよいよキーラたちの番になり、彼女は父とともに玉座の前へ出た。ドレスのスカートを摘まみ、片足を後ろへ引いて膝を落とし、丁寧に頭を下げる。

（うん、完璧）

　何度も練習してきた礼がうまくいったこともあり、キーラは余裕の笑みを浮かべて顔を上げた。

　ここからが一番重要なミッション――いつでも思い出せるよう、フランチェスカの美しい姿を目に焼きつけるべし！

　キーラはさっそくフランチェスカに狙いを定める……と、彼女と目が合った。

（え！）

　ドキリと心臓が弾む。

　澄んだ空のような綺麗な青色の瞳がキーラを見つめている……？

　いや、まさか。勘違いも甚だしい。貴族が挨拶をしているのだ。目を合わせるくらい特別なことではない。

「こ、この度は……ご、招待いただき、あ、あありがとうございます」

　隣で始まったオリンドの挨拶はお世辞にも流暢とは言えず、普段のキーラであれば呆れていたことだろう。

　しかし、今日は違う。あがり症で頼りない父には感謝したい。緊張で言葉に詰まってしまう分、挨拶に時間がかかる―――フランチェスカを見つめる時間が延びるのだから。

　しかも、どういうわけか、キーラの勘違いや自惚れでないのならば……フランチェスカと目が合ったままだ。

　直接言葉を交わせるわけではない。話しかけられることはおろか、話しかけることなど滅相もないのだから。

　王女と視線を交わしているという奇跡的な状況に、キーラの興奮は最高潮に達していた。

　だが、それも〝目が合う〟というだけでは説明できない時間が流れると、興奮のドキドキが不安のドギマギに変わってしまう。

　もしかしたら、自分の装いが変なのではないか？　完璧だと思ったが、礼の仕方に粗相があったとか？

（でも、お気を悪くされたご様子はない……わよね？）

　何か失礼があったのなら、さすがに眉を顰めたり、目を逸らしたり嫌悪感を示すだろう。この距離であれば、それくらいの反応はキーラにもわかるはずだ。

　それとも、彼女が気づかない一瞬のうちにポーカーフェイスを決め込んだのだろうか。いや、もし不快だと思ったのなら視界に入れ続けることはないはずだ。

「オリンド・フェルレッティと申します。こちらが娘のキーラでっす。ど、どどどうぞ！　お見知りおきを」

　父が不自然な抑揚で話し終え、大きく息を吐く。

　緊張しているとはいえ、まだ国王陛下の御前だというのに……心の中でキーラが天を仰ぐ。それでも最後の瞬間まで視線を逸らすまいとフランチェスカを見つめ続けていると、キーラの視線の先で王女が口を開いた。

「キーラ？　かわ――」

「うぉっほん!!」

　突然、国王が大きな咳払いをしたので、キーラは驚いて思わず彼に視線を向ける。国王は片手を喉にやって、なんだか調子が悪そうだ。顔色も良くないように見える。

（え？　え？　急に、どうしたのかしら……いえ、それより……）

　キーラは困惑気味にフランチェスカへ視線を戻した。先ほどよりもさらにまじまじと……無礼だと言われてもおかしくないほどに凝視してしまう。

　今、確かに王女が喋ったと思った。だが、その声が彼女の外見とはかけ離れた……

（お声が……低くて……？　どういうこと？）

　そんなキーラの視線を気にした様子もなく、フランチェスカは目を細めて優しい眼差しを彼女に送っていた。

　しかし、肝心な口元には持っていた扇子を広げていて、キーラはますます混乱する。

（さっき……確かにフランチェスカ様が喋ったように見えたけれど……）

　女性でも声が低い者はいるが、今のはその範疇を超えていた気がした。風邪を引いていて声が嗄れているような、かすれた音や濁声でもない。むしろ、音としては綺麗な低音だった。

（そうなると……）

　キーラはアレッシオに視線を移す。

　すると、国王の咳払いがぴたりと止んで、キーラは不自然な間に再び国王を見た。彼が一瞬ビクッと肩を震わせたのは、また出そうになった咳を我慢したせいだろうか……

「んんっ！　失礼した。こら、アレッシオ」

　国王が息子に厳しい視線を送り、キーラも釣られて王子を見やる。なんだか目がくるくると忙しい。

「失礼。とてもかわいらしい方がいらっしゃったのでつい口に出てしまいました」

　アレッシオは眉一つ動かさず淡々と喋る。その声は先ほど「かわいい」と言いかけたものに似ていたが、キーラはどうにも腑に落ちず、再び王子の隣に立つフランチェスカに視線を移した。

　扇子で口元を隠し、優雅に微笑むフランチェスカと表情を変えないアレッシオ。何度か二人を交互に、そして国王夫妻を見る。彼らは貼り付けたような笑顔でキーラを見ていた。

　その真意がわからず、キーラが助けを求めるように隣の父に視線をやると、オリンドは文字通りまぬけな顔で国王夫妻と王子王女を見つめている。王子が娘を「かわいい」と言ったので、驚きすぎて口が閉まらないのだろう。

　もう挨拶は済ませたのだし、この場を辞したほうがいいと思われる。しかし、それにはオリンドが現実に戻ってくるか、国王に「下がれ」と言っていただくしかない。

　そして、望みがあるのは……キーラはおずおずと国王夫妻に顔を向け直した。

　その瞬間、なぜか彼らの頬がヒクついたように見えたのは気のせいか。眉間に皺を寄せるアレッシオとは対照的に、フランチェスカはおっとり――否、キーラの目がおかしくなければ〝うっとり〟と言ったほうが近いような表情だ。

　それぞれの反応がこうも違うと、どうしたらいいのかわからない。

「あの――」

「キーラ嬢、よろしければ別室に案内しましょう」

　キーラが思わず声を発したところに割って入ったのは、それまで静観していた側近の男性だった。

　真っ白な髪をかっちりと固めて紳士的な出で立ちだが、目のクマが濃く、やつれた印象を受ける。

「アレッシオ王子が貴女を気に入ったのなら、ゆっくり話をする場を設けるべきです」

「おお、それはいい！　二人とも、エドワールについていっておくれ。こちらの挨拶が済んだら、王子を向かわせよう。な、アレッシオ？」

　側近の計らいに安堵した様子でにこやかな笑みを浮かべる国王。父親に話を振られた王子は、こくりと頷いてキーラと目を合わせる。

　その視線の強さに、キーラは改めて背筋を伸ばした。敵意のような厳しさではないが、「逃がさない」と言われている気分だ。

「ええ、いい提案ですね。私もキーラと話したい。待っていてくれるか？」

「……はい」

　どちらにせよ、キーラたちに拒否権などない。

　キーラはなんとか喉の奥から声を出し、促されるまま側近についていくことしかできなかった。






　案内された部屋は、広々とした客室だった。

　側近エドワールが一度パーティ会場へ戻ると言って出ていき、一人になってしまったキーラは広すぎる部屋で所在無さげに立ち尽くした。

　オリンドは娘が王子に気に入られるというあまりにも予想外の出来事で足元すらおぼつかず、別室で休ませてもらっている。

　当のキーラも戸惑ってはいるものの、どうしても気になることがある。

　まず何よりもフランチェスカの声の謎だ。キーラの聞き間違いである可能性は十分にある。だが、そこで二つ目の謎――アレッシオの反応が到底キーラを気に入ったとは思えないものだったこと――が引っかかってくる。

　極めつけは、パーティの最中に別室に案内されたことだ。

　今夜のパーティは、王子王女の婚約者探しだというのはもっぱらの噂であるし、彼らが気に入る者が現れれば当然声がかかる。ただ、そこでわざわざパーティの最中に抜け出す必要があるかと考えると、甚だ疑問である。

　気に入った娘がいたとしても、初対面のパーティならばダンスでも踊って雑談する程度にしないだろうか。その後、日を改めて城へ招待するなりするものなのでは……？

　王族の婚約者にするには、家柄や周囲の人間などを調べる必要もあると思われる。「気に入った」というだけで、こんなふうに個別に会ってしまっては、王子側は今後動きづらくなりそうなものだ。

（かと言って、何か致命的な粗相をしたわけではない……と思うのだけれど）

　他に考えられるのは叱責を受けることくらいだが、心当たりがない。強いて言うならば、オリンドの挨拶がひどかったことだろう。とはいえ、そんなものをいちいち咎める時間が国王や王子にあるとは思えなかった。

（それに、陛下もアレッシオ様も怒っていたわけではなさそうだったわ）

　先ほどの彼らを思い出し、キーラは唸る。

　アレッシオは硬い表情をしていたが、彼はもともと無口で厳格な雰囲気の王子だ。国王も王妃も、怒りを我慢しているような表情ではなかったと思う。

（どちらかと言えば……焦っていた……ような？　でも、いったい何に……？）

　そんなふうに悶々と考えていると、突然客室の扉が開く。

「お待ちを！　ああっ!?　お待ちくださいと申してっ！　フランチェス――様!?」

　悲鳴のような声に驚いたキーラが顔を上げると、二人の男性の姿が目に入った。呆れ果てた顔のアレッシオ、側近のエドワールにいたっては両手を頬に当てて真っ青な顔をしている。

　だが、二人の表情が見えたのは一瞬で、キーラの視界はすぐに遮られてしまった。なぜなら、彼女は飛び込んできたフランチェスカ王女に抱きしめられたからだ。

「キーラ！　あ～！　小さい～、かわいい～、好き～！」

「えっ、あのっ？　フランチェスカ様!?」

　いきなり憧れの王女に抱きつかれ、キーラは目を白黒させた。

　フランチェスカはあわあわと両手をバタつかせるキーラにもかまわず、「かわいい」を繰り返す。

　急なことでまとまらない思考の中でも、「やっぱり」と「どうして？」という二つの言葉が回っている。

「えぇと……フランチェスカ様……？　あの、その、お声は……」

　先ほど挨拶のときに聞いたフランチェスカの声は、紛れもなく彼女のものだ。

　しかし、どうして女性である王女の声がこんなに低いのだ？　これでは、まるで――

「声？　ああ、それは私が男だからだよ」

「男性……！　やっぱりそうですよね。さすがに女性の声には聞こえなくて、驚きました。でも、確かにフランチェスカ様がお話しになったと思って……？」

　自分の目も耳も正常だったことにホッとしたのも束の間、キーラは違和感に気づいて首を傾げた。

「ふふ。驚いていたキーラもかわいかったよ。はぁ……かわいい……キーラ、かわいいよ」背の高いフランチェスカに抱きしめられると、頬が王女の胸に当たる。

　ぷにゅっとした感触は確かに女性のもの……？　しかし、キーラを抱きしめる腕の力は、女性にしては強いような……

（いいえ、フランチェスカ様のお声は男性の……ん？）

　はて、さて。

　どうやらキーラはまだ混乱しているようだ。

　キーラがパーティ会場で聞いた声は、男性のものだった。これは、フランチェスカ自身が認めたのだから間違いない。

（間違いない……？）

　フランチェスカの声、もとい、フランチェスカは――

「お、お、おおおお男!?」

「おい、フランチェスコ。いい加減にしろ」

　キーラが飛び退くのと、王女（？）が彼女から引き剥がされるのは同時だった。彼女（？）のチョーカーを掴んでいるのはアレッシオ王子だ。

「フランチェス……コッ？」

　思わずにわとりのような声が出た。

　キーラの表情は、驚愕で目が飛び出しそうになっているだろう。アレッシオはそんな彼女を見て、王女（？）のチョーカーをばちんと勢いよく離すと、片手を額に当てて長いため息を吐いた。

「これで俺たちに誤魔化すという選択肢はなくなったな」

　アレッシオは極めて冷静なようだ。まったく取り乱す様子もなく、それ以上は何も言わずソファに座った。この事態を静観することに決めたらしい。

「ああっ！　なんということを……」

　一方のエドワールは今にも泣き出しそうだ。やや疲れた様子はありつつも、パーティ会場では冷静で仕事のできる側近だったはずなのに……

「誤魔化す選択肢なんて、最初からなかったよ。キーラは私が喋ったことに気づいていたからね」

「それが！　不用心だと言うのです！　せっかく隠し通してきた秘密を、なぜあんな簡単に……これでは殿下の努力だって台無しなのですよ!?」

「仕方ないよ。キーラがかわいかったから」

　どうやら焦っているのはエドワールだけのようだ。

　アレッシオは興味なさげ、フランチェスカ（コ？）も悪びれた様子はなく、むしろ嬉しそうですらある。

　パーティ会場での出来事同様、皆の反応が違いすぎる。そして、やはりキーラは蚊帳の外にいるらしい。

「あの……いったい、これはどういうことですか？」

「ああ、ごめんね、キーラ。きちんと説明するよ」

　呆けているオリンドの代わりにキーラがおずおずと問うと、フランチェスカ（コ？）はキーラに向き直り、おもむろにドレスの胸元に手を入れた。

「フランチェスコ様!!」

　ごそごそと胸元を探る王女（？）に、エドワールがこの世の終わりのような声を出す。キーラも頬を真っ赤にして口をぱくぱくさせた。

「簡単に言うと、私は男。つまり、王女ではなく王子。私の本当の名は、フランチェスコ・デ・リベラリア――リベラリア王国の第二王子だよ」

　ぽと、ぽと、と彼女――否、彼――の手から落ちたのは、ドレスを着る際に胸の形を整えるための詰め物だった。

　キーラは目をまん丸にして、ふかふかの絨毯に転がったそれを凝視する。視線の端では、エドワールが床に座り込み悲壮感を漂わせていた。

（フランチェスコ、様……王子……男……）

　開いた口を塞ぐことができないまま、キーラはたった今フランチェスコと名乗った人間の足元から視線を上げていく。

　ドレスのスカートに隠れて見えない足は、女性のものか男性のものかわからない。腰のくびれはコルセットで誤魔化すことはできるだろう――胸の膨らみも然り。

（でも、首元は……）

　キーラの視線が自分の身体を観察していることに気づいたらしいフランチェスコが、チョーカーを取り払う。

　女性にしては太い首に、喉仏。顔は化粧の効果もあって、女性だと言われても違和感がない。もともと色白で、アレッシオも中性的な顔立ちなので、素材がいいのだろう。

　ここまで背の高い女性は珍しいが、いないわけではない。しかし、男性なのだと言われれば、そう考えるのが自然だと思える身長だ。肩幅も広い。

　先入観というのは、実に恐ろしい。

「あ……え？　王子……？　フランチェスコ、様……？」

「うん、そう。よろしくね、キーラ」

「王子、様……」

　憧れの人の笑顔を見て眩暈を覚えるのは、感動のしすぎだろうか。

「キーラ、危ないよ。大丈夫？」

　よろめいたキーラを抱きとめたフランチェスコの香りにもくらくらする。

　詰め物が取り除かれた胸の感触は硬く、現実を肌で感じさせた。広い胸に、力強い腕……ドキドキと鼓動が高鳴る。

「あ、ああ……ああああああああ！」

　そこで、エドワールが突然叫び出した。キーラは驚いて跳ね上がり、フランチェスコから離れる。

　エドワールを見ると、彼は涙目で雄叫びを上げながら白髪を掻きむしっていた。隙のない老紳士の取り乱しように驚いたキーラだったが、ふわふわと彼の髪の毛が床に落ちているのに気づいたら恐ろしい気持ちのほうが大きくなる。

「あの、ちょっと、エドワールさん……髪は……その、大切になさって――」

「キーラ嬢！」

「はひっ！」

　震える手をエドワールに伸ばしかけたところ、鬼の形相で睨みつけられて仰け反ってしまう。そんなキーラの身体を再び支えたのはフランチェスコだ。

「エドワール、落ち着いてよ。キーラが怯えているでしょう？　抜け毛もひどいんだから、気をつけるようにいつも言っているのに」

「よくもそんなことが……ッ！　抜け毛がひどいのは殿下のせいでしょう!!　ついでに私の髪がこんな早くにすべて白くなってしまったのもね!!　これが落ち着いていられますか!?」

　エドワールはそう捲し立てながら立ち上がり、キーラに近づいた。

「いいですか、キーラ嬢！」

　後ろからぎゅっと抱きかかえられる格好に戸惑う間もなく、キーラはエドワールに詰め寄られる。

　キーラが仰け反るのと同時にフランチェスコがひょいっと彼女の身体を持ち上げてエドワールから離すと、その分彼が近づいてきた。

「これは国家機密です」

「は、はい」

　エドワールの顔が目の前に迫っては身体が浮く。だが、床に足がつくと、エドワールはまた距離を詰めてきて、その度にキーラの身体が浮いて一歩後ろへ動いた。

「知られてしまったものはどうしようもありません」

「はい」

　妙な追いかけっこをしながら、キーラはエドワールの言葉に頷くことしかできない。

「ですが！　秘密はその命をかけて守っていただきますよ!!」

「はい!!　誓います！　このことは絶対に他言しません！」

　脅しにも似たエドワールの要求に背筋がピンと伸びる。しかし、そこでのんびりとした声が緊迫した空気を破った。

「まぁまぁ、そんなに怒らないでよ。命までかける必要もない。キーラは何も悪くないんだから」

　フランチェスコはキーラをソファに座らせると、自分も彼女の隣に腰を下ろした。

　エドワールとの攻防で、キーラはいつのまにかソファ周りを一周していたらしい。向かい側のソファにはアレッシオが座っている。

　フランチェスコは優雅に足を組むと、そばに立ったままのエドワールを見上げた。

「そもそも、エドワールは私がいつまでも王女のふりをしていることに反対していたじゃない」

「王女のふり……？　どうして、そんなことを……」

　キーラが首を傾げると、エドワールは肩を落とす。そんな彼を見かねて口を挟んだのはアレッシオだった。

「エドワール。フランチェスコがここまで言ってしまったんだ。きちんと事情を話し、その上で秘密を守ることを約束させるほうがいいだろう。お前も座ったらどうだ？」

　すると、エドワールは観念したようにため息をつき、向かい側のソファの端に座る。

「驚かせてすまない。だが、見ての通り……フランチェスコは男だ。俺の双子の弟ということになる。公に俺たちが男女の双子となったのには事情があってな。それをこれからエドワールが説明する」

　アレッシオが場を仕切ると、先ほどまで騒がしかった部屋の空気が変わった気がした。

　エドワールは落ち着きを取り戻し、キーラは背筋を伸ばして彼の言葉を待つ。

「フランチェスコ様が女装をすることになった原因は、簡単に言えば政治的なしがらみゆえです。グラツィアーニ公爵家とルケッティ公爵家は知っていますね？」

「はい。もちろん存じております」

　特にグラツィアーニ公爵家といえば、先ほどのパーティでアレッシオに見初められようと気合いを入れていた父娘のことが真っ先に思い出される。

　ルケッティ公爵家は彼らに並ぶ由緒正しい家柄だ。

「現在は目立って両家が争うことはなくなりましたが、ステファノ国王陛下が即位されて間もない頃……つまり、アレッシオ様とフランチェスコ様がお生まれになった頃はひどいものでした」

　議会では毎日のように意見がぶつかり合い、お互いの粗探しに命をかけているのかと思うほどひどかった。

　ただでさえ険悪な雰囲気の両家にこれ以上争う理由を与えることはしたくない。誰もがそう思っていたときに、双子の王子が生まれた。

「陛下は結婚後、長らく子に恵まれなかったことを気に病んでおられました。王妃殿下にさらなる心労をかけたくないとの一心で……」

「双子は男女だと嘘をついた。派閥争いを避けるためだ」

　エドワールが苦虫を噛み潰したような表情で口ごもったところ、アレッシオが彼の代わりに続ける。

「双子というのはやっかいだろう。兄と弟と区別はしているが、結局のところ一緒に生まれたわけだ。どちらが後継者にふさわしいか……生まれたときから比べられるのは必至。さらに馬の合わない公爵家――両家とも相手を攻撃できるなら理由なんかどうでもいい。どちらかが俺を推した時点で、もう一方はフランチェスコを推す」

　アレッシオはそう言って足を組み直した。

「これが本当に何年かの差で生まれた兄弟ならば、後継者問題はもう少しシンプルになる。なんだかんだ言っても、先に生まれたほうが継承第一位だからな。だが、同時に生まれてしまった以上、年は誤魔化せない。で、残った選択肢が片方を王女にすることだった」

　リベラリア王国は男子が王位を継承してきた。最近は女王をたてる国もあるが、伝統というものは簡単には変えられない。

　男児が生まれたならば、わざわざ前例にないことをやろうとするよりも、しきたりに倣うほうが何事もスムーズに進む。継承順位についても同じだ。

　だから、アレッシオがいる時点でリベラリア王国の次期国王は彼でほぼ決まり。よほどのことがない限り、フランチェスカ王女を無理やり即位させようとする者はまず出てこない。公爵家の当主が老齢――頭の固い昔の人間――ならば、なおのこと。

　心配そうにフランチェスコを見るアレッシオから弟の境遇を不憫に思う気持ちが見て取れて、キーラの胸が痛む。

　だが、次の瞬間、アレッシオははぁっと大きなため息とともに緩く首を振った。

「……というのは、建前だ。真実は、父上が公爵家のじいさんたちに俺たちの性別を聞かれて怖くなっただけだろう。後先考えずに『生まれたのは男女だ』と言ってしまった、ってところか」

「アレッシオ様!?　なぜそれを……！」

「なんだ、やっぱりそうなのか」

　側近の反応からアレッシオが納得したように肩を竦めると、エドワールは「しまった」という表情で口を噤んだ。

「気の弱い父上のことだから、そんなことだろうと思っていたんだ。エドワールの白髪も抜け毛も、元をたどれば父上のせいだな」

「そうだよね～！　父上ってば、さっきもあんなに引き攣った顔をしていたし。エドワールが助け舟を出さなかったらどうするつもりだったんだろう？」

「その原因はお前なんだから反省しろ」

　軽く賛同する弟に、アレッシオはぴしゃりと言う。

　フランチェスコは気にした様子もなく「ふふ」と楽しそうに笑った。

　そんな女装王子をエドワールが後悔の表情で見つめる。この短い間にさらにやつれた気がするが、大丈夫だろうか。

「しかし……経緯はともかく、陛下が平穏な日常を願ったのは確かです。ほとぼりが冷めたら、このことを公表するつもりでした。ところが……っ」

　エドワールの皺の刻まれた顔がくしゃりと歪み、彼は言葉を詰まらせた。次の瞬間には嗚咽が漏れ、やがておいおいと泣き声を出す。

　彼はかなり情緒不安定のようだ。

「公爵家の当主はなかなかその地位を子に譲りませんでした。もう少し、もう少し……そう言っているうちに、フランチェスコ様は成長されます。王子が六歳の頃でしょうか。ようやく両公爵家の当主が変わって対立もだいぶ落ち着きましたし、もう女装の必要はないと申し上げたのですが……」

「私は王女のふりをしたままでいることを望んだんだ」

　まったく悪びれる様子なく、フランチェスコがキーラに微笑む。

　とても綺麗な笑顔だが、その裏にどれだけの苦労があったのだろうかと思うと、キーラの胸はまた軋んだ。

「それは……どうして、ですか？」

「私がかわいかったからだよ」

「はぁ……」

　意味がよくわからないけれど、満面の笑みで自信満々に答える王子にはそれ以上何も言えず、キーラは曖昧に返事をするにとどめた。

（いいえ……こんなに憔悴しているエドワールさんが心配しないように、明るく振る舞っていらっしゃるのかもしれないわ）

　エドワールの顔色をうかがうと、彼はこれでもかというほど肩を落とし、猫も顔負けの丸まった背中で哀愁を漂わせている。

　これ以上は彼が耐えられない気がした。

「今になって思えば、王女であることに疑いを持たれないように、徹底的にかわいがってしまったのがいけなかったのです……自己肯定感というものは、本当に素晴らしいものです……それでも、さすがに思春期には自ら嫌だと言い出すと思いました」

　エドワールの疲れた笑顔に、キーラはすべてを察する。否、彼女の隣にいる女装王子が何よりの証明であり、事実だ。

　フランチェスコは思春期にも女装を嫌だと言うことなく、この年になるまで進んで王女のふりをしている。

「ですが、もう限界です。この体格で女性と偽るのは無理があります。二十年、ずっと王女として公の場に立っていましたから、誰もがそういうものだと思っているでしょう。一種の刷り込みです。が!!　冷静になって見てください。王妃様譲りの中性的な顔立ちはともかく、首の太さ、身長、声！　どこをどう見ても男ではありませんか!?」

「そう……ですか、ね？」

　つい先ほどまでフランチェスコのことを完全に王女だと思っていたキーラは、エドワールの意見に寄り添うことができず、なんだか気まずい。

　よく見れば、手も筋肉質で女性にしては太いかもしれない。

　だが、足はドレスで隠れるし、首や手はフリルのついたチョーカーや手袋で誤魔化せる。高身長の女性も存在しないわけではないし、喋らなければ声もわからない。

　声を出す場合は意識して高く発声するなど対策はあるだろう。アレッシオも無口だし、淑やかな王女ならば公の場では適度な相槌と微笑みで十分やり過ごせると思われる。

　現に、キーラはそんな王女に憧れていたのだ。

「ええ、わかっています。フランチェスコ様の人生を狂わせたのは紛れもなく私たちです。あのとき、断固としてこの計画を阻止していれば……ああ、お願いです。私はどんな罰でも受けますから、フランチェスコ様！　どうか、どうかあるべき姿に……」

「うんうん。だからさ、王子に戻るっていう話をしにきたんじゃない」

「はい……？」

　しまいには神に祈りを捧げるかのように両手を握りしめて懇願するエドワールに、フランチェスコはまたもあっさりと返事をする。

　エドワールの嗚咽がヒクっという変な音を最後に止まり、目が点になった。

「かわいい子を見つけたから、つい『かわいい』って声に出ちゃったんだ。それは間違いじゃない。でも、私はそこまで迂闊じゃないよ」

　フランチェスコはそう言うと、キーラの手を取った。

　彼女の小さな手は、温かくて大きな手にすっぽりと包まれてしまう。

「キーラ。私は貴女に一目惚れした。実は、私たちに挨拶する前から私の目は貴女に釘付けだったんだ。緊張してそわそわしていたのも、気合いを入れていた仕草も愛らしかったから」

「まさか、ご覧になっていたのですか!?」

　あの姿を見られていたとは、なんという失態だ。穴があったら入りたい。

「もちろん見ていたよ。かわいくて目が離せなかったんだ」

　だが、フランチェスカがキーラに向ける感情は、あのときの老夫婦や貴族令嬢とは違うようだ。

（一目惚れ？　目が離せない？　それって……）

　キーラは自分の手を握るフランチェスコを見つめた。

　青い瞳が真っすぐ自分に向けられている。

「ねぇ、キーラ。私は貴女を妻にしたいんだ」

　しっかりとキーラの目を見て言うフランチェスコの雰囲気は、今までの軟派な態度とは違って真剣だった。

　突然のことですぐに返事ができず、固まってしまったキーラを見てくすっと笑い、フランチェスコはエドワールに顔を向ける。

「つまり、王子に戻るってことだよ」

　ぽかんとするエドワールの横で、アレッシオはため息を吐く。双子の兄も、弟には振り回されているようだ。

「フランチェスコは婚約発表と同時に、自分の秘密を皆に公表すると言っている。実は王子だった、キーラと婚約する、と。俺にはクラリッサがいるし、正式に結婚してしまえば公爵家も黙るしかなくなる」

「うん、そういうこと」

　さすがは双子。アレッシオはフランチェスコの思っていることを的確に説明した。

「本当ですか？　あんなに渋っていたのに？　本当に王子として国民の前に立つと？」

　今まで王女のふりをやめると言ったことなど一度としてなかったフランチェスコのあっさりした決断に、エドワールは喜ぶよりも疑っているらしい。

「うん。でも、それはキーラの返事次第だね」

「え？　返事、ですか……？」

「そうだよ。キーラは私の妃になってくれる？」

　フランチェスコに見つめられ、キーラは唾を呑み込んだ。

「え……えぇと、私は……あの、急なことで……どうしたらいいのか……その、今すぐには答えが出せなくて……」

　これはかなり重大な案件である。一国の王子からの求婚なのだから、伯爵令嬢の自分に断る権利はないだろう。しかし、だからといって二つ返事で了承はできなかった。

　それに、キーラはまだ混乱している。ずっと憧れていた王女が男性だった――いくら確固たる証拠を見せつけられても、すぐに「はい、そうですか」と受け入れられるものではない。

　キーラが口ごもっていると、いち早くこの状況を理解したエドワールが声を上げた。

「何を言っているのですか、キーラ嬢。フランチェスコ様の秘密を知った以上、貴女に拒否権はないと思いなさい」

　フランチェスコが直接キーラに語りかける様子を見て、疑いは消えたようだ。的確に自分の立ち位置を把握し、これ幸いとこの機会を逃さんとしている。さすがはやり手の国王側近だ。

「フランチェスコ様も、そんなうかがいを立てる必要などありません。彼女の父親には私から説明いたします」

「エドワール、私はそんなふうに命令してキーラを従わせるつもりはない」

　フランチェスコはやんわりと首を横に振る。

「キーラが困惑するのは当然だ。考える時間も必要だろうし、今夜はひとまず私が男だと……知ってほしい」

　王子はふふっと笑うと、キーラの手を持ち上げてその甲にキスを落とした。

　見た目は王女のままのフランチェスコにキスをされ、心臓が大きく脈打つ。憧れの王女を意識しているのか、それとも本来の姿である王子を意識しているのか……

（ドキドキして、苦しい……）

　キスされた場所からじわじわと痺れのような熱が身体中に広がっていく。

「エドワール、馬車を用意してあげて。アレッシオに呼びつけられた後にパーティに戻るのは酷だ。私のことも口外しないと約束してくれたのだし、今日はこのまま帰ってゆっくり休んでもらいたい」

「……かしこまりました」

　エドワールはため息交じりにそう言うと、すぐに客室を出ていった。

「キーラ。近いうちに改めて城へ招待するよ」

「はい……ありがとうございます」

　フランチェスコに促され、キーラはゆっくり立ち上がる。

「フランチェス……コ様、秘密は絶対に守ります。誰にも言いませんから、心配しないでください」

「ふふ。ありがとう、キーラ」

「感謝する。フランチェスコとエドワールが迷惑をかけて悪いな」

　フランチェスコに続いてアレッシオも礼を言う。兄王子は弟の奔放さについて謝罪までする律儀な人のようだ。キーラは恐縮して「とんでもないです」と慌てて首を横に振った。

　突然のことで驚いてはいるが、迷惑などとは思っていない。ただ、彼の秘密はどこか現実離れしているような気がした。

　フランチェスコに見送られて馬車に乗ってから、キーラは今夜の出来事を反芻する。

　別れ際、王子はキーラの父オリンドにも丁寧に挨拶し、娘と自分の結婚を真剣に考えてほしいと伝えていた。

（お優しい方なんだわ）

　フランチェスコの言葉が父の頭にどれほど入ったかは謎だったけれど、王子の礼儀正しさにキーラは安心感を覚えた。

（フランチェスコ様……）

　ずっと王女だと思っていた人が本当は王子で、自分に求婚してきた。衝撃の事実はキーラの思考に霧をかけるようで……ぼーっとしてしまう。

　左手の甲に触れると、そこはまだ熱を持っているように感じられた。
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　パーティが終わり、夜も更ける頃。

　自室に戻ったフランチェスコはシャワーを済ませ、寝支度を整えながら、一人思い出し笑いしていた。

　くりくりした目をさらにまん丸にして驚いていたキーラ。王子が娘を気に入ったと言い出して驚き唖然としていたオリンド。

　アレッシオは相変わらず冷静沈着だったけれど、客室で取り乱したエドワールはなかなか見応えがあった。

　それに、何と言ってもフランチェスコが「かわいい」と呟いてしまったときの父王の慌てぶりと言ったら……

　息子と側近が客室に向かう前、頭を抱えてあたふたしていた国王――冷静さを失い、威厳とは程遠い父の様子は、フランチェスコたちにとっては日常だが、貴族や国民たちは想像もできないだろう。

　あの父から、よくアレッシオのような落ち着いた王子が生まれたものだ。

（反面教師、というやつかな？）

　フランチェスコは鏡台に向かい、たっぷりの保湿クリームを塗り始める。

　目元や口周りは特に念入りに。首筋、デコルテ、そして手にもしっかりと……

（キスをしたら、キーラは真っ赤になっていたっけ。手も小さくてかわいかったな）

　手だけではない。エドワールから引き離そうと持ち上げたキーラの身体は、小さくて軽かった。

　みずみずしい真っ白な肌、大きな目、淡く染まった頬、小さな唇……人形のような彼女に一目惚れしたのは本当だ。

　フランチェスコに熱い視線を送ってくれていたキーラは、とても純粋な瞳をしていた。惹かれないほうがおかしい。

　もっとも彼女は〝フランチェスカ王女〟に憧れていたようだが……それが少し悔しくて、自分が男だと主張したくなってしまったわけだ。

　フランチェスコの求婚に「今すぐには返事ができない」と口ごもっていたのも、好感が持てた。普通ならば、王子との結婚は喉から手が出るほど欲しい〝出世〟だろう。伯爵家ならば、なおさらだ。

　しかし、彼女の父は自分の出世や利害関係を瞬時に考慮、判断できる器を持っているとは到底思えなかった。

　なにせ、フェルレッティ伯爵の慌てぶりは、父王に引けを取らないものだったのだから。

　玉座に挨拶に来たとき、アレッシオが娘を気に入ったという思いがけない状況についていけず、緊張の表情のまま固まっていた。

　そのまぬけな表情を思い出し、再びくすっと笑いが漏れたとき、部屋の扉がノックされた。すぐに返事をすると、「俺だ」と声が聞こえる。

　この部屋に入ることが許されているのは、両親と兄、それにエドワールと王宮で雇っている医師だけだ。以前は乳母にも許可が下りていたらしいが、彼女はずいぶん前に役目を終えて引退している。

　念のため部屋でも女性用のガウンを羽織っているものの、王女の私室を訪ねる者など彼ら以外にいない。いたとしたら暗殺者くらいなので、返り討ちにする。秘密を知って帰れる人間などいないのだ。

「どうぞ、お兄様」

「邪魔をする」

　高めの声で返事をすると、アレッシオが苦々しい顔で入室し、フランチェスコは鏡台からソファへ移動した。アレッシオも向かいに座って足を組む。

「キーラは無事に帰ったそうだ。特に追っ手やその他怪しい行動などはなかったようだな」

「それはよかった。フェルレッティ伯が公爵家に出入りしているというのも聞いたことがないしね」

　オリンドが誰かに取り入るなどという裏工作ができるとは考えにくい。

　無欲なのか、ただ気弱でぼんやりしているだけなのか……どちらにしても、フランチェスコにとっては都合のいいことだ。

「本当に、キーラと結婚するつもりなんだな？」

　念を押して確認する兄に、フランチェスコは笑みを零した。

「うん。私はキーラを気に入ったよ。ずっと決めていたんだ。結婚するならば、私よりかわいい女の子とって」

「はぁ……」

　これを言うと、いつも微妙な反応をされるのだが、なぜかはよくわからない。

　同じ顔のアレッシオも、女装すればフランチェスカ王女になれるのだから、気持ちはわかるはずだろうに。

「それに、キーラは私の秘密を知っても取り引きを持ちかけたりしなかった。それどころか絶対に口外しないと約束してくれたんだ。とても優しい子だと思わない？」

「ああ、そうだな。かわいそうなくらいに素直な娘だ。キーラはお前が政治的争いを避けるために王女のふりをしていると思っていたようだからな」

「うん？　そうだけど……別に間違っていないよね？」

　おかしなことを言うアレッシオに首を傾げると、彼は眉間に人差し指を当てた。

「間違っている。確かに始まりはそうだったが、お前は今、自分の意志で女装をしている。決して、キーラが同情するような理由からではない」

「そんなことないよ。昔も今も、政治的理由は存在する」

「……まぁいい。ならば、俺がお前を訪ねてきた理由もわかるな？」

　アレッシオはふぅっとため息をついて座り直し、声を低くする。

「グラツィアーニ公爵家とルケッティ公爵家の問題を片付けなければ、キーラに負担がかかる。正式に婚約発表をするまでは、その秘密は守り通せ」

　アレッシオは真剣な面持ちで女性ものの夜着を着た弟を指差す。

「それは忠告？　それとも、協力の申し出？」

「茶化すな。グラツィアーニ公爵家を探るつもりなんだろう？　ここ数年の金回り……お前が目をつけていたところだ」

　真面目な話に入ったところで、フランチェスコは肩を竦めた。これ以上ふざけると、怒られる。

　王女としての公務は多くない。アレッシオが次期国王として父親について学び、表に立つ一方で、フランチェスコは王女として参列すべき公務以外、裏方に徹している。

　主に貴族たちの動向を見て、必要に応じて手を回す監査のような役割だ。

「隣国との往来が以前より盛んになって、彼らが融資している貿易ルートが増えたのは事実だけどね。でも、今日の挨拶で見たでしょう？　ここにきてアレッシオに取り入ろうとしてきた。いろいろ握りつぶしてほしいことがありそうだよね～」

　フランチェスコが説明すると、アレッシオは「だろうな」とあっさり頷く。結局、彼も同じことを思っていたのだ。

　グラツィアーニ公爵家とルケッティ公爵家の抗争は、代替わりを機に落ち着いたように見える。だが、グラツィアーニ公爵家は引退した前当主がまだ健在で、幅を利かせているのが現状だ。

　反対に、ルケッティ公爵家の前当主は亡くなっており、方針も変わったらしい。傲慢だった父から解放された現当主は活き活きとしている。裏工作やら脅しやら、汚い手を使わなくてよくなったのを喜んでいるかのようだと、フランチェスコは感じていた。

「それで、お兄様はすでに手を打ってくださっているのでしょう？」

　うふふ、と扇子の代わりに片手で口元を覆いながら聞くと、アレッシオは顔を顰める。その表情で答えがイエスなのだということがわかってしまう。否、聞く前からわかっていたという方が正しい。

「エドワールに詳しく調べさせることにした」

「大変だなぁ、エドワールも。抜け毛が増えないといいけどね」

「抜け毛の心配より、お前はキーラに首を縦に振らせる方法を考えろ」

　アレッシオはそう言って立ち上がり、扉へ向かう。

「あとはお前次第だ」

「ありがとう、アレッシオ」

　フランチェスコが礼を言うと、アレッシオは振り向いて微笑んだ。そうしてすぐに踵を返し、片手を挙げてから部屋を出ていった。

　フランチェスコは扉に鍵をかけ、文机に向かう。

　そして、マーガレットの絵が描かれた特注の羊皮紙に「キーラへ」と文字を書き始めた。

　アプローチするためには、まず彼女に会うことから始めなければ――

















第二章　王子の求愛












　数日後。

　キーラは再び城の門をくぐった。

　フランチェスカ王女から茶会の招待状が届いたのだ。

（フランチェスカ王女のお話し相手に、ということだったけれど……）

　パーティの日、フランチェスカ王女が男だということは確かにこの目で見たはずなのだが、このような形で王女の名を出されると、それは夢だったのではないかと思える。

　実際は、手紙が他の人の手に渡った場合のことを考えて王女の名で記してある、といったところだろう。

　手紙を持ってきた従者がフランチェスコの名を出すこともなかったが、おそらく彼は知らない人間だ。

　そういえば、誰がこの秘密を知っているのかを詳しく聞いていなかった。エドワールの慌てぶりや女装の理由を考えると、かなり限られた人数だと推測できる。

（アレッシオ様とエドワールさん、それに国王ご夫妻と……私たち？）

　何にせよ、大変な秘密を知ってしまったのだ。

　門番に案内されて城のエントランスに足を踏み入れたキーラは、ぶるっと身震いしてエントランスホールの高い天井を見上げた。

「キーラ様、お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

「あっ、はい！」

　迎えにきていたメイドに声をかけられ、キーラはハッとして彼女の後ろについていく。

　長い廊下を進むと、一度外に出た。渡り廊下の先に男性が立っているのが見える。メイドとともに近づくと、彼がエドワールだとわかった。

　彼はメイドを下がらせると、恭しく礼をする。

「ご足労いただきありがとうございます。キーラ嬢」

「いいえ！　こちらこそ、お招きいただきありがとうございます」

　先日とはまったく違うエドワールの対応に恐縮しつつ、キーラは慌てて頭を下げた。

「ここから先は、限られた者しか入れない棟になっております。どうか、ご内密に」

「……はい」

　内密という言葉に、キーラはごくりと唾を呑む。

　エドワールは彼女の緊張などおかまいなしに、奥の扉へと歩を進めた。彼が突き当たりの扉を開けると、そこにはとてもかわいらしい部屋があった。

　淡いピンクの壁紙で明るい部屋の家具は白で統一され、テーブルとソファは猫足。棚に飾られているかわいらしい人形は……フランチェスコの趣味なのだろうか。窓には花柄のカーテンがかかっており、その向こうにはバラがたくさん咲いているのが見えた。

　この乙女ちっくな空間では、エドワールがかなり浮いた存在に映る。

　ここでフランチェスコを待つのかと思いきや、エドワールはさらに歩を進めた。奥の部屋と言えば寝室か浴室だと思っていたキーラは疑問に思ったが、次の瞬間ぽかんと口を開けて驚く。扉が外に繋がっていたからだ。

　石畳の道が続いている先には、ガラスの扉がある。バラの垣根に囲まれた建物は、まるで秘密の園のようだった。

　エドワールに続いて石畳を歩きながら、キーラはきょろきょろと周りを見渡す。

　咲いているバラは綺麗ではあるが、手入れは少し雑なように見えた。城の中庭というには小さな場所なので、ここは別の庭なのだろう。

　渡り廊下を通ったキーラの現在地は別館であり、この庭は城の敷地の端に位置しているはずだ。

「どうぞ、中へ」

「失礼します……わ、すごい」

　扉だけかと思ったら、建物自体がガラス張りの温室のような造りになっていた。

　バラの垣根に囲まれているので、どこを見ても外はバラの花。もっと暗いのかと思ったが、太陽の光はよく届いている。

　茶会に招かれたキーラが連れてこられたことから考えても、ここはフランチェスコ――表向きはフランチェスカ王女――専用のサロンなのだとわかった。

　中には簡易的なキッチンがあり、紅茶くらいならば淹れられそうだ。カートが端に寄せてあるので、食事は城の厨房から持ち込むのだろう。

　中に置いてある家具は白いテーブルとイスが四脚だけだ。

　その一脚に座っていた青年は、すぐにキーラに気づいて立ち上がった。

「キーラ！　いらっしゃい！」

「フランチェスコ様……？」

　ラフな白シャツにグレーのベストとズボン……完全に男性の姿だ。

　化粧はしていないので、顔立ちはアレッシオそっくりなものの、表情がにこやかなので雰囲気がだいぶ違う。金色の髪は一つに束ねていて、声も作っていない。

　ドレスのような飾りがほとんどついていない装いのせいか、王女姿のときよりも背が高く感じられる。

「会いたかった！」

「わわっ!?」

　フランチェスコはキーラに駆け寄り、そのまま勢いよく抱きついた。そのせいでバランスを崩したキーラは、転びそうになって思わず王子にがしっと掴まる。

「あっ、申し訳ありません」

「謝ることないよ。抱きついてくれて嬉しいし」

　密着したまま喋られると、彼の声が身体に響く気がして恥ずかしい。

「っ！　あの、もう大丈夫で――きゃっ」

　キーラがフランチェスコから離れようとしたところ、ふわりと身体が浮いた。そのせいで、再び彼にしがみつく体勢になる。

　しかも、今度は横抱きにされているではないか。

「あっ！」

　軽々とキーラの身体を持ち上げた腕力と、少しもふらつかない体幹が彼の男らしさを知らしめる。

　キーラは口をぱくぱくさせた。顔が真っ赤になっているのがわかる。

　フランチェスコは恥ずかしがって慌てふためくキーラを見て目を細めた。

「ふふ、かわいい」

「――っ」

　会った瞬間からこれでは、心臓が持たない。背中に回された彼の腕にまで鼓動が伝わってしまいそうなくらい、キーラはドキドキしていた。

　フランチェスコはキーラを抱く時間を堪能するようにゆったりと歩を進め、彼女を椅子に座らせる。

　ホッとして胸に手を当てるが、しばらくこの鼓動は収まりそうにない。

　鼻歌交じりに向かい側に座った王子は、やはりうっとりとした目をキーラに向けた。

　中性的な顔立ちと言えど、化粧をしていなければやはり男性だとわかる。特に目元がキリっとした印象だ。おそらく、王女姿のときは目を大きく見せ、睫毛もフェイクをつけているのだろう。

　シャープな輪郭、高い鼻、薄い唇……整ったパーツが、これまた絶妙なバランスで配置されている。こんなに見目麗しい王子が二人も生まれたことは、奇跡にすら思えた。

　そんな完璧な王子の澄んだ青い瞳に自分が映っているのだと思うと、羞恥でいたたまれない。

（こんなに動揺するなんて……）

　パーティで王女の正体を知り、求婚までされたのだ。今さら驚くことはないというのに。

　招待状が王女の名で届いたから、どこかでフランチェスカ王女とお茶をできると思っていたのかもしれない。

　そう思うと、少し残念な気持ちにもなって、キーラはちらりとフランチェスコに視線を向けた。

　当然、キーラを見つめていた彼とばっちり目が合う。

　憧れの王女に限りなく似ているフランチェスコ。似ているもなにも本人なのだから当たり前だが、実はそっくりさんでした……と言われたような気がするのは、キーラの身勝手な感情だ。

　憧れとは、恋に近い気持ちなのかもしれない。キーラには、フランチェスカ王女への未練があるのだ。

「なあに？　キーラ。もしかして、私が〝フランチェスカ王女〟じゃなくて、落胆している？」

「そういうわけでは……！」

　図星を突かれたものの「はい、そうです」とは言えなくて、キーラは首を横に振った。

「ふふ。本当の姿で会うのは初めてだし、まだ実感が湧かないよね。だから、今日は親睦を深めるために招待したんだよ」

　特に気にした様子もなく、フランチェスコはエドワールに声をかける。

　いつのまにかティーポットやカップが運び込まれていて、エドワールが紅茶を淹れてくれた。

　三段のケーキスタンドがテーブルの中央に置かれ、取り皿とカトラリーもセットされる。一口サイズの菓子やサンドイッチ、スコーンはどれも美味しそうだ。

　その他にもチョコレートやフルーツなどが盛られた皿がところ狭しと並べられる。これは食べきれなさそうだ。

「紅茶はオリジナルブレンドです。リラックス効果がありますので、どうぞ」

「ありがとうございます」

「それでは、私は外におりますのでごゆっくり。何かありましたら、お声がけを」

　必要最低限の会話のみで、エドワールは静かに退室する。

　パーティの夜とは正反対の対応には、同一人物かと疑ってしまうほどだ。まさか彼も双子だということはないだろうが、そう言われても納得してしまいそうなくらい態度が違う。

「エドワールのことが気になる？　あれでも、国王直属だからね。本来はあの通り冷静で隙のない人だよ。ただ、ちょっと精神的負荷がかかりすぎると……ね？」

「そうなんですか……」

　片目を瞑って言う内容ではないような気がしたが、フランチェスコがそう言うのならばそれが事実なのだろう。

　キーラは彼がカップに口をつけるのを見て、自分も紅茶を啜った。

　すっきりとした味だが、あとからほんのりと苦みが感じられる。普段、ミルクティーばかり飲むから慣れていないせいもあるだろうけれど……

　まさか王族の方に出された飲み物にケチをつけるわけにはいかない。まして、オリジナルブレンドだと言われたのだ。

「あ、ミルクと砂糖もあるよ？」

　フランチェスコがテーブルに置いてある砂糖の瓶とミルクピッチャーを差し出そうとする。キーラのなんとも言えない表情を読み取ったらしい。

　キーラは慌てて笑顔を作った。

「いいえ、このままで美味しいです。香りはしっかりしているのに、すっきりとした味で飲みやすいですね」

「……そう？　気に入ってくれたのならいいけど」

　多少の間はありつつも、すぐに引き下がってくれたフランチェスコにホッと息をつく。

「はい。あの、こちらもいただいてもよろしいですか？」

「もちろん、好きなだけ食べて。こっちのチョコレートは少し苦いかもしれないから、気をつけて」

「そうなんですか！　チョコレートは好きなので嬉しいです」

　サンドイッチを取り皿に移しながら、次はビターチョコレートを食べようと目星をつける。

　甘いケーキは食べないようにすると心に決めていた。

（フランチェスカ……じゃなかった、フランチェスコ様の前で子どもっぽい振る舞いはできないわ）

　ようやく成人し、城にも招かれた――一人の女性として認められたのだから、それに見合うよう行動すべきだ。

　甘いものばかりを好んで食べるのは、大人の女性にふさわしくない。

「たくさん食べて。キーラが美味しそうに食べているかわいい姿を見たいからね」

　フランチェスコは穏やかな笑みを浮かべつつ、じっとキーラを見つめてくる。食べる姿を見たいとは言っても、これではなんだか観察されているようで緊張するというものだ。

「フランチェスコ様……そんなに、見つめられると……」

「ふふ。ごめんね。かわいくて、つい……じゃあ、私もいただこう」

　フランチェスコはケーキスタンドの一番上に載っていた苺のタルトを取った。カスタードクリームと生クリームの上にハート型の苺が三つ飾られたかわいらしいタルトだ。

　それを綺麗な所作で食べて紅茶を飲む姿は、キーラが想像していた憧れのフランチェスカ王女の姿そのものだった。

　ぽーっと見惚れていると、フランチェスコが彼女の視線に気づく。

「キーラ？　そんなに見つめられると恥ずかしいな」

「あっ！　ごめんなさい」

「冗談だよ。謝らないで。でも、私の気持ちもわかってくれた？」

　キーラにとっては神々しいと言っても過言ではない彼の姿と自分では比べ物にならないと思いつつ、彼女はこくこくと一生懸命に頷いた。

「う～ん、でも、キーラはなんだかフランチェスカ王女の姿を重ねていたように感じる……妬けるな～」

「そんな……でも、お二人……というか、その、どちらもフランチェスコ様ですから……どちらのお姿でも素敵です……」

「そう！　そうなんだよ～」

　キーラの言葉に、フランチェスコはパンッと音を立てて両手のひらを合わせる。そして手を組んで頬に寄せ、首を傾げた。

「なんでも似合う私、かわいい私、かっこいい私……どれも私なんだ。だから、外見はあまり関係ないんだよ」

「関係ない、ですか？」

　男と女では、身体つきがかなり変わってくるし、やはり外見の印象は人との関わりにおいて大切な気がする。

「そう。私はどんな姿でいても私。フランチェスコ……リベラリア王国の第二王子だ。それは事実で、不変でしょう？　それがわかっていれば、何も怖くない」

　フランチェスコはにっこり笑うと、再び紅茶に口をつけ、カップをソーサーに戻した。

　そうして微かに広がる紅茶の波紋を、じっと見つめながら続ける。その愁いを帯びた様子に、キーラはドキリとした。

「私が王女のふりをする経緯は、パーティのときに話した通りだよ。父上の咄嗟についた嘘から始まったんだ。エドワールと父上は限界が来たら公表しようと話していたみたいだけど……私が嫌がる日は来なかった。普通は反抗するものなのかな？」

　王子の笑顔は、この複雑な問題には似合わない気がした。その裏に隠されている彼の気持ちを思うと言葉が出てこない。

「でもね、私は自分が何者なのかちゃんとわかっているつもりだよ。物心ついた頃から、母上は何度も私が『フランチェスコ』であることを教えてくれた。王女として皆の前に立つ理由も、それを拒む権利があることも、全部」

　国を守るため、無用な争いに巻き込まれないよう王女の姿をしていても、フランチェスコは男でありリベラリア王国の王子であることに変わりはない。

「私が女装を嫌がらないことを、父上やエドワールは悲観していた。まぁ、それは彼らが発端の話だから仕方ないと思うけどね。アレッシオと同じ王子教育を受けながら、自ら王女としての作法も習得した。周りの反応は……キーラも想像できるでしょう？」

　そのときのことを思い出したのか、フランチェスコは可笑しそうに肩を震わせた。

「でも、母上は私がそうあることを望むのなら、秘密は秘密のままでもかまわないとおっしゃった。ここまで隠し通せたのだから、これからも大丈夫だって。私もそう思うよ。だって、私はかわいいからね」

　フランチェスコは楽しそうに話してくれるが、キーラの胸はざわついている。

「フランチェスコ様は、お優しいのですね」

　優しくて、強い。

　彼は、幼い頃から自分の立場と自分を取り巻く環境を正確に分析、把握する才能があったのだ。それが良くも悪くも、フランチェスコの今に繋がっている。

　自分を犠牲にして国王と議会の衝突を避け、周囲の心労を軽減する。王女のふりをさせているという彼らの罪悪感すら、自分は好きで女装をしているのだと笑って見せて……

（本当は、おつらいこともあるに決まっている）

　本来ならば不要な心配を――秘密を抱えて生きるのは、簡単ではない。キーラはつい先日知ってしまったばかりなのに、この王家の秘密を守ることの責任は重大だと感じているのだ。

　生まれたときからそうであるフランチェスコは、キーラには計り知れない葛藤の中で生きているに違いない。

「も～、そんなふうにしんみりしないで、キーラ。言ったでしょう？　私は嫌々やっているわけではないんだよ。むしろ、楽しくて仕方ないんだ。化粧をして別人のようになると、自分は何にでもなれるような気がするんだ。あれ？　これって矛盾してる？」

　どんな姿でも自分は自分。

　姿を変えると、自分は別人。

　相反するように聞こえるけれど、真実なのかもしれない。

　根幹にしっかりと〝自分〟があれば、別人を演じていても揺らがないし、本来の姿に戻ってこられる。

　そして、フランチェスコはそのすべてを楽しんでいる。

　母親に〝フランチェスコ〟個人を認められ、確固たる意志を持っているから。その上で派生させる人格だからこそ、フランチェスカ王女は誰にも疑われることなく本物としてそこに存在する。

「言葉だけだと、矛盾しているように聞こえますね。でも、なんとなくわかるような気がします」

「そうでしょそうでしょ！」

「はい。フランチェスコ様は、王女のときも今日も、活き活きされていますから」

　それが手放しに喜べることなのか、キーラにはわからない。

　だが、彼が楽しいというのならば、キーラもその気持ちに寄り添うべきではないか。いや……

（義務じゃ、ないわ……私が寄り添いたい。私は……フランチェスコ様のお気持ちを尊重したい）

　優しい王子に、同じように優しくしてくれる人はどれくらいいるのだろう。

　フランチェスコの両親やアレッシオは良い関係にありそうだけれど、血の繋がりのない貴族たちは……？

　キーラも貴族だが、もっと位の高い人たちには利害関係があって、純粋にフランチェスコを見ている者はいない。そもそも、彼らはフランチェスコの存在を知らないのだから。

　父王は王子が性別を偽ることになった原因を作った張本人だ。事情があったにせよ、彼らの間には壁があるのかもしれない。

　だとしたら、本当の姿を知る数少ない人間として、キーラはフランチェスコに向き合いたい。

　キーラは膝の上でぎゅっと拳を握り、しっかりと顔を上げて王子を見据えた。

「フランチェスコ様……！　私、フランチェスコ様のお力になりたいです！　ただの伯爵家の娘に何ができるかと言われると、わかりませんが……何か困ったことがあったら、相談してくださいね！　必ずお力になると誓います!!」

　力強く宣言すると、フランチェスコは小首を傾げたが、すぐに「ありがとう」と笑顔になる。

「なんかちょっと噛み合わない気がするけど、まぁいっか！　ねぇねぇ、それよりさ、『活き活き』は褒め言葉じゃないよ。かわいいって言ってほしいな～」

「えぇと、かわいい……ですか？　でも、フランチェスコ様はかわいいというより、かっこいい……あっ、王女姿ならば、美しいっていう言葉が似合うと思います」

「え～？」

　不満そうに唇を尖らせるフランチェスコに、キーラは思わずふき出した。

「キーラ、笑うのはひどいよ」

「ごめんなさい。フランチェスコ様がそんなお顔をなさるのが……意外で」

　謝りつつも笑いが引っ込まず、キーラは涙を拭う。

「でも、そうなんだよね。最近……数年前くらいからかなぁ。みんなが『かわいい』って言ってくれなくなったの」

　かわいらしいドレスやアクセサリーを選んでも、化粧の色を淡いピンクにしても、揃って「綺麗」「美しい」と言われるのだという。

　キーラにしてみれば、それは当たり前の反応だと思うのだが、本人は真剣らしい。

　ため息をついて「どうしてだろう？」と悩むフランチェスコは、彼の言う通り「嫌々やっている」わけではなさそうだ。

　そのことに無性に安堵を覚えて、キーラはチョコレートを口に入れた。

「あっ、それ、一番苦い種類じゃない？」

「そうなんですか？　美味しいですよ」

　内心汗を掻きつつ、無理やり飲み込んだチョコレート。

　甘くコーティングされているように見えて、苦々しい味を隠すビターチョコレートに、キーラは努めて笑顔を向けた。
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　鼻歌交じりに浴室から出ると、大量の書類を机に広げてしかめ面をするアレッシオがソファに座っていた。

「アレッシオ、来ていたの？」

「ああ。ずいぶん機嫌がいいようだな」

「ふふふ……！　それは仕方ないよね～」

　フランチェスコは聞かれる前に、今日の茶会でキーラがどれだけかわいかったかを熱弁する。

　初めて訪れるフランチェスコのサロンに驚き、抱き上げられて照れ、真剣に自分の話を聞いていた。

「全部かわいい!!」

　きゃ～っとその場でくるくる回ると、濡れた髪から雫が飛び、アレッシオが嫌そうな顔をする。

　そんなことはおかまいなしに、フランチェスコははぁっと天井を見上げて今日の出来事を思い出した。

　キーラは緊張しているようだったので、リラックスしてもらおうと紅茶を出したのだが……

「キーラってば渋い顔をしていたんだ。まぁ、それもかわいかったけど」

「いや、俺は知らないが」

「気を遣わせちゃったかな～」

　苦そうにしつつも、すぐに笑顔を作り、「美味しい」と言ったキーラは、優しくて思いやりのある娘だ。

「おい、人の話を聞け」

　アレッシオの苦言も気にすることなく、フランチェスコは喋り続ける。

「確かに改めてよく味を見ると、ちょっとキーラには苦かったかなって反省したんだ。次からは甘いものを出そうかな。フルーツティーがいいかもね。あ～、好みを聞くの忘れちゃったな」

　フランチェスコのことを認め、力になると宣言したときの凛々しい表情と一生懸命さが愛おしくて、どうでもよくなってしまった。

　すると、そこでアレッシオが盛大なため息をつく。

「……お前、また儚げな王女を演じたのか？」

「今日は王女じゃなかったけど？」

「そこは重要じゃない。化粧しなくても、元の顔が一緒なら同じことだ！　お前が物憂げにしていると、同情を集めるんだ！」

　アレッシオの言葉に、フランチェスコは小首を傾げた。

「物憂げじゃなくて、反省していたんだよ」

「わざとじゃないのが質悪い！　キーラはお前が話の途中で『紅茶の味が苦すぎたと反省』したことを知らない。つまり、女装をしていることに対して後ろ向きな感情があるのではないかと思ったんだろう。あんなに真っすぐ秘密を守ると約束する素直な娘だからな」

「そっか。なるほど。何か誤解があるなと思っていたら、そういうことか」

　あのとき覚えた違和感の正体がわかり、すっきりする。

　アレッシオはなにやら片手で顔を覆い、悩ましそうだけれど……

「まぁまぁ、恋に多少のすれ違いはつきものでしょう？　これから親睦を深めるうちに、きっと私の本当の気持ちにも気づいてくれるよ」

「そうだといいが……同情は恋心とは違うからな。それに、お前は王女だと思われていたハンデがある」

「そうだね。もっと異性として意識してもらわないと……かな？」

　鏡台の前で保湿クリームを塗りながら、キーラの王子になるための方法を考える。

　今まではどうやってかわいくなれるかを考えるのが楽しくて仕方なかったのに、正反対のことを考えている自分が可笑しい。しかし、そんな自分も嫌いじゃない。

（かわいい担当は、キーラになったからな～）

　今日の彼女は、淡い茶色の髪を巻き、ハーフアップにしていた。それもかわいいことには違いなかったが、フランチェスコは彼女にはストレートが似合うと思う。

（今日のドレスも、シンプルだったな）

　パーティ用と普段用の豪華さが違うのは当然であるものの、それにしても落ち着いた色合いのシックなデザインだった。キーラにはもっと鮮やかな色がいいと思う。

　苦い飲み物や食べ物を我慢するいじらしさもかわいいけれど……

（そのまま……素直なキーラのままが一番かわいいのに）

　キーラがなりたい理想の人物像を持つことはいいことだ。ただ、それはキーラ自身の魅力を十分に知った上でのこと。

　どんな姿でも自分であり、同時に別人である――矛盾したことを言った自覚はあるが、言葉で説くのは難しい。

　キーラはわかる気がすると言ってくれたし、それは嘘じゃないだろう。ただ、言葉として理解するのと、自分の中にそれを落とし込むことは違う。

　彼女は素直な心の持ち主だ。きっと、フランチェスコと一緒にいたら感じ取って、言葉をかみ砕くことができるだろう。

　そのためには、もっと彼女に会う機会を増やさなければ。

「フランチェスコ。いつまでも自分に見惚れていないで、手伝え」

「はーい」

　アレッシオに急かされ、フランチェスコは保湿クリームを片付け、ソファに移動した。
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　一度目の茶会から数日も経たないうちに二度目、さらに三度目と招待を受け、キーラは足繁く城に通っていた。

　今日は五回目の訪問になる。パーティから二週間ほどしか経っていないので、かなりの回数だ。

　フランチェスコの王子姿にも、彼と話すことにも、だいぶ慣れてきた。

「この紅茶、とても美味しいです！　マスカットですか？」

「当たり」

　二回目の茶会から紅茶はフルーツティーに変わった。フレーバーは毎回違うけれど、キーラも無理をせず飲めるようになり、ホッとしている。

　菓子や軽食も毎回種類を変えてくれているらしく、ビターチョコレートも出てこなくなった。

（たくさん食べていたら、好物だと思ってくれそうなものなのに……）

　同じものを続けて出さないことは理解できる。しかし、片付ける際に他に比べて減っているものがあったら、城の者ならば察してくれそうなものだ。

　毎回とは言わずとも、そろそろ同じものを出してくれてもいい気がする。

　それなのに……

（気のせいかしら？）

　キーラがたくさん食べていたものは、狙い定めたようにことごとくテーブルの上から消えた。代わりに出されるのは、逆にキーラが避けていたもの――見た目がかわいらしい甘い菓子ばかりである。

　意識的にそれらを避けているから、そう思えるだけかもしれないけれど。

「キーラ、パンケーキも食べなよ。キャラメルソースとチョコレートソース、どちらがいい？」

「ありがとうございます……」

　今日はサンドイッチがなくなって、パンケーキが出てきてしまった。しかも、生クリームとイチゴジャムがたっぷり盛りつけられている。粉砂糖までかかっている上に、ソースまでかけたら……

　どちらがいいか聞かれているのに、断ったら失礼だろうか？　それなら、より大人っぽい選択はどちらだろう？

　キーラが究極の二択に迷っていると、フランチェスコがフォークを置く。

「キーラ。無理していない？」

「えっ！」

　驚いて顔を上げると、真剣な顔のフランチェスコと目が合った。

「キーラ……本当は、甘いものが大好きでしょう？」

「いえ、嫌いではありませんが、そんなにたくさんは……私は、甘さ控えめのほうが好みで……」

「嘘」

　間髪入れずに言われ、キーラはビクッと肩を跳ねさせる。

「キーラはずっと、意図的に甘そうなケーキやお菓子を避けているように見えた。その割に、甘くないチョコレートやケーキは紅茶で流し込んでいたし、初日の紅茶も砂糖やミルクを入れるのを我慢して……一口が少なかった。違う？」

　すべてを完璧に言い当てられてしまい、キーラは視線を泳がせた。

「どうして無理に苦手なものばかり食べるの？」

「それは……」

　言いかけて、口を噤む。こんなことを正直に告白するのは恥ずかしい。

　だが、すでにすべてお見通しらしいフランチェスコに対して嘘を重ねる意味はなく、キーラは観念して口を開いた。

「子どもっぽいと……思われたくなくて」

　母には散々呆れられているが、それでもやめられない背伸びは、キーラの意地のようなもの。バカバカしいと思われただろうか。

　たったそれだけのために、無理やり好みを変えようとして、空回りして……

「そっか。キーラはまだ成人したばかりだもんね。大人になりたいと思うのは自然なことだ」

「え……？」

　しかし、フランチェスコはキーラの予想に反し、うんうんと頷きながら納得した様子を見せる。

「でもね、キーラ。貴女は自分の魅力をわかっていないよ」

　王子はそう言って立ち上がり、キーラのそばへ歩み寄った。椅子の背に片手を置き、かがんで彼女と目線を合わせる。

　爽やかな笑みが目の前に迫ってきて、キーラの鼓動が速くなった。

「キーラはかわいいよ。髪……いつも巻いているけど、私はストレートのほうがキーラに似合うと思う。お洒落を否定はしないが、せっかくの綺麗な髪が傷んでしまうのは悲しいし」

　フランチェスコはもう片手でキーラの髪を一房すくい、ちゅっと音を立ててキスをする。そうして髪を戻しつつ、耳に触れた手が頬に添えられた。

「白い肌……滑らかだね」

「あ――」

　つぅっと頬骨の辺りを彷徨う親指は熱くて、鼓動が加速する。

　フランチェスコの指は、そのままキーラの目元をなぞり、鼻の横を通って唇へ……

「睫毛長いね……瞳の色も綺麗。小さい鼻と唇もかわいくて、食べちゃいたい」

　色っぽい囁き声がキーラの身体を震わせた。

「私が好きになったキーラ。今も十分、素敵だよ？　ずっと貴女のことを考えているくらい、夢中になっている。それじゃ、嫌？」

「嫌じゃ……」

　感じたことのない甘い疼きに、キーラがハッと息を漏らしたのと同時に、彼の手が顎へかかる。

「……っ！」

　それはほんの一瞬で、声を上げる間もなかった。唇に触れた感触は柔らかくて熱い。

　フランチェスコの綺麗な顔が迫ってきて、自分が瞬きをしたかどうかもよくわからない。気づいたときには離れていた王子はいたずらに成功した少年のような笑みを浮かべていた。

（今……今……！）

　ぶわっと、全身の毛穴が開くような感覚が駆け巡り、顔が火照る。

　キーラは両手で口を押さえ、目を白黒させた。
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　真っ赤になって「あ」とか「う」とか意味のない音を発するキーラ。フランチェスコは彼女から離れると、ふふっと笑う。

「大人の階段、昇っちゃったね。かわいいキーラ。次のデートでは貴女の魅力を余すことなく教えてあげる」

　王子はいつにも増して機嫌がよさそうだ。

　しかし、キーラはそれどころではない。

　フランチェスコとキスをしてしまったのだから――






　　　＊＊＊






　数日後。

　再び城に招かれたキーラは、ドギマギしながらフランチェスコが来るのを待っていた。

　いつもはサロンへ案内されるのに、今日はサロンへ続く部屋で待機するよう言われている。エドワールもどこかへ行ってしまったし、少し不安だ。

　普段と違うと言えば……

（どんな顔をしてお会いしたらいいの……！）

　気を抜くと先日のキスを思い出してしまい、キーラは両手で頬を叩いてその光景を振り払う。

　王子はどうしてキスをしたのだろう。

　求婚されたくらいなので、好意を持たれていることは承知していたものの、まさかの不意打ちに困惑を隠せない。

　初めてのキスは、作法もわからぬまま終わってしまった。自分は変じゃなかっただろうか。

　変じゃないと言えば、キーラは王子に対して怒りや嫌悪を感じていない。

　普通あんな形でファーストキスを奪われたら、怒る人が多いのではないか。しかし、キーラはただただ恥ずかしくて、自分がどんな表情をしていたのかが気になるだけ。

（王子様だから……？）

　相手が身分のある人だから逆らえないという気持ちがあるのだろうか。いや……それならば、キーラはもっと暗くてやるせない気持ちを抱えているはずだ。

（とにかく、今日をどうやって乗り越えるかは自分で考えないと）

　ここまで来て、今から考えるのでは遅い。というよりは、ずっと考えていたけれど、答えがわからなかったという方が正しい。

　ほんの一瞬とはいえ、王子と唇を重ねてしまったなんてことは誰かに相談できるはずもなく、キーラは一人で悶々とするしかなかったのだ。

　キーラが頭を抱えていると、扉がノックされ、すぐに開く。

「キーラ、いらっしゃい！　待たせてごめんね」

「いえ！　え……？　フランチェス、カ……様？」

　王子に声をかけられて、飛び跳ねるように立ち上がったキーラの目に映ったのは、薄紫色の上品なドレスを着た王女姿のフランチェスコだった。

　彼は両手に大きな荷物を抱えて鏡台まで歩いていく。後ろからついてきたエドワールは色とりどりのドレスが吊されたハンガーラックを押していた。

「これは……？」

「言ったでしょう？　次はキーラの魅力を教えてあげるって」

「それは、覚えていますが……あの……」

　キーラは王子の言う意味がわからず立ち尽くす。

　鏡台の上に荷物の中身――どうやら化粧道具のようだ――を出すフランチェスコを見て、キーラは困惑した。

「エドワール、お湯はここに。あとはこちらでやるから」

「かしこまりました」

　サロンへ続くのとは別の扉の奥へ消えたエドワールはすぐに桶を載せたカートを持って戻ってくる。

「フランチェスコ様、くれぐれも、間違いのないように。いいですね？」

　そう王子に詰め寄ったエドワールの目は血走っていた。

　今日は精神的に不安定な日なのだろうか……

「も～、それ何度目？　わかっているってば」

「何度でも言います！　返事が軽いのです！」

「わかった、わかった。どうせ外に待機しているつもりでしょう？　何か起これば、聞こえるよ」

　返事が軽いと言われてもなお、あしらうように片手を振るフランチェスコ。

　エドワールはがっくりと肩を落として、キーラに向き直った。

「キーラ嬢。身の危険を感じたら、すぐに大きな声を出すように。いいですね？」

「はい！」

　キーラの返事を聞き、エドワールは軽く礼をして部屋を出ていく。

　フランチェスコは唇を尖らせて「心外だなぁ」と不満そうだが、キーラと目が合うとすぐに笑顔になった。

　彼はキーラに鏡台の椅子へ座るよう手で示す。

「さぁ、さっそく始めようか」

「え？　あ、えぇと、はい。フランチェス……カ、様？」

「フランチェスコでいいよ。ドレスや化粧道具を受け取るのに城内に顔を出す必要があったから、この姿でいるだけなんだ」

「そうなんですね。わかりました」

　キーラはおずおずと歩を進め、椅子に腰を下ろした。

　鏡越しに目が合うと、フランチェスコはキーラの肩に両手を置いて、耳元に唇を寄せる。

「少しホッとした？」

「えっ」

「キーラ、私がこの姿で安心したようだった。緊張していたの？」

　顔が熱くなったのは、彼の吐息が耳をくすぐったせいか、図星を突かれたせいか……

　女装をして外見を変えてくれたおかげで、キスの件を意識しすぎずに済みそうだと思ったのだけれど、そうは問屋が卸してはくれないようだ。

　答えられずにいるキーラにくすっと笑い、フランチェスコは彼女から離れる。

「意識してくれるのは嬉しいな。でも、からかうのはこれくらいにしておくよ」

「う……はい。そうしていただけると……」

「ははっ、キーラってばかわいいね。それじゃあ、始めよう。化粧でどれだけ見た目が変わるかは、私を見てわかると思うけど……今日はキーラにも体験してもらいたいんだ」

　大量のドレスも化粧道具もキーラを変身させるために用意してくれたようだ。

　キーラも化粧はするが、薄く白粉をはたき、頬と唇に紅を差すくらい。こんなに種類の豊富な化粧道具を用意され、どんな大がかりな化粧になるのかと緊張してきた。

　フランチェスコは桶の一つで手を洗い、タオルで水気をふき取ってからキーラの背後に立つ。

「髪、触るね」

　フランチェスコは断りを入れると、丁寧にキーラの前髪をピンで留めて額を露わにさせた。

「まずはスキンケアから」

　フランチェスコは小さな箱からタオルを取り出し、桶の湯につける。丁寧にそれを絞り、キーラの肌に優しく当てた。タオルはほんのり温かくて気持ちいい。

　顔全体を温めた後、石鹸を泡立てて顔を洗う。濡れたタオルで泡をふき取ったら化粧水をたっぷりつけ、保湿クリームを塗りながらマッサージ。

　その優しい手つきに、キーラは自然と目を瞑っていた。

「下地は……キーラの場合、薄くていいね。あっ、化粧に使うものは、私専用に特別に作らせているものだよ。今日使うのは、キーラのためにすべて新しく取り寄せたものだし、肌にも優しいから、安心して」

　フランチェスコはそう説明しつつ、肌色のクリームを顔全体に伸ばしていく。キーラの肌色より少し明るめだろうか。

　ムラがなくなって肌が艶めいて見えるようになり、鏡の中の自分が驚いた顔になる。ここまででもすでに何種類もの化粧品を使ったが、肌に刺激もなく自然な仕上がりだ。

　その上に白粉を乗せ、眉は整える程度に描く。

「キーラに似合う色はこれ」

「あ……！」

　そう言って瞼に乗せられた色を確認すると、淡いピンク色で、キーラは思わず声を上げた。

　一番避けたい色なのに……そう思ったけれど、さすがに文句を言うわけにはいかず口を噤む。

　フランチェスコはキーラの何か言いたそうな様子に気づいたようだったが、彼女がそれ以上何も言わないので、化粧を続けていく。

　濃淡の違うピンク色を瞼全体に塗り、下瞼にも少し乗せる。目頭の辺りにシルバーを足すと、すっきり見えるようになった。

　アイラインは茶色でくっきりと引き、頬の高い位置に淡いピンク色を足す。

　他にも目の周りや鼻筋、顎にブラシで明るい色を入れられたが、キーラはフランチェスコの手の動きを追うだけで精一杯だ。

「はい、できたよ。どう？　かわいいでしょう？」

　自分の顔がいつもとまったく違う。

　もちろん、土台は同じだし、別人のように見えるということはないのだが……コンプレックスである童顔が気にならない。幼さが前面に出ることなく、すっきりとした仕上がりとでも言えばいいのだろうか。

（私、かわいいかも……って、私は何を思っているの！）

　ぽかんと口を開けた自分と鏡越しに目が合って、キーラはハッと首を横に振った。

「そうでしょう？　いつもかわいいけど、もっとかわいくなった」

「うえっ!?　私、口に出して……」

　フランチェスコに同意され、キーラは恥ずかしくて両手で顔を隠そうとした……が、今しがた化粧してもらったばかりであることに気づいて、顔から少し離れたところで手を止める。

「口には出ていないけど、顔に書いてあった。本当のことなんだからいいでしょう？　自分に自信を持つのは大切なことだ。ほら、次はドレス選びだよ」

　キーラはフランチェスコに手を引かれ、ドレスのラックの前まで歩く。

　ラックには普段着用のドレスがたくさん並んでいる。「普段」とは言え、フランチェスコの見立てだ。最高級の布や飾りが使われているのは明らかだったし、パーティ用ほどではないにしてもデザインに凝ったものが多い。

「これこれ！　キーラに似合うと思っていたドレス。さっそく着替えよう」

「はい……って、えっ、脱ぐのですか？」

　キーラのドレスの留め具に手を伸ばすフランチェスコ。あまりにも自然な動作だったので反応が遅れたが、フランチェスコはキーラの着替えを手伝うつもりだ。

「脱がなければ、着替えられないよ？」

「そうですけど……あの、他のメイドさんとか……」

「悪いけど、この別館にはメイドを呼べないんだ」

　そういえば、ここはフランチェスコの秘密の館。メイドの案内はいつも渡り廊下までだし、ここでの世話は必ずエドワールがしている。

　多忙であるはずの側近がわざわざ執事の仕事をしているのは、もう一人の王子の存在を隠すためなのだ。

　これまた気づくのが遅くなり、キーラは自分の浅はかさを心の中で罵った。無意識にデリケートな問題に触れてしまい、申し訳なくなる。

　だが、フランチェスコは特に気分を害したり落ち込んだりする様子もなく、にっこりと笑う。

「今は王女姿だし、心配ないよ。下着までは脱がせないし」

　エドワールが心配していたのはこのことだったのかと、ようやく理解した。

　しかし、せっかくキーラのためにここまで用意してくれたのに、これ以上わがままを言えない。

（だからって、さすがに着替えを見られるなんて……）

　キーラにも恥じらいと言うものがある。

「あの、でも……」

「ほらほら、キーラ。早くしないと」

「あ！」

　もじもじするキーラのドレスを、否応なく脱がせるフランチェスコ。

　キーラの身体をじろじろと見ることもなく、あくまでも作業的な王子に、恥ずかしがっているほうがおかしいような錯覚に陥りそうだ。

　いずれにせよ、キーラは一人でドレスを着ることができない。後ろの留め具に手が届かないのはもちろん、リボンなども綺麗に結ぶのは難しいのだ。

　キーラはすでに足元へ滑り落ちてしまったドレスを見て観念した。いまだ羞恥で動きがぎこちない彼女とは対照的に、フランチェスコは脱がせたドレスをラックにかけることも忘れない。

　そうしてテキパキと新しいドレスを着せられた。

　肩から胸元にかけてと袖にパステルピンクのフリルが付いた、ピンクブラウンの花柄ドレス。ハイウエストの切り替え部分には茶色のリボンを結ぶ。スカート丈の中央辺りにはまたフリルが施され、そこから裾が三段になっている。ボリュームは抑えつつもかわいらしいデザインのドレスだ。

　着替え終わったら、再び鏡の前で髪を整える。ストレートの髪をハーフアップにしてリボンとレースのついたヘッドドレスをつけ、フランチェスコは満足そうに頷いた。

「やっぱり、キーラはかわいいものが似合うね」

　普段なら嫌だと思うフリルもピンク色も、なぜかとても自分に馴染んで見えて驚く。

　ストレートの髪も、この格好にはとてもよく似合う。

「すごい……！」

「無理して大人びた装いをすることはないよ。かわいすぎるのが嫌というのなら、化粧を少し変えるだけでもずいぶん印象が変わるんだ。どう？　気に入った？」

「はい！　とても素敵です。私じゃないみたい」

「大げさだよ。この化粧のやり方は、キーラの魅力を引き立てるだけのアクセント。キーラ自身がかわいいから似合うんだ」

「そんなに褒められると……照れてしまいます」

　フランチェスコから視線を外し、キーラは髪を指に絡める。

　出会ったときからそうだが、王子はキーラを褒めすぎだ。そう思いつつも、やはり前向きな言葉をかけられると悪い気はしない。

（かわいいって言われるのが嬉しいなんて……）

　かわいい＝幼いと言われているようで嫌だったのに、こんなに気持ちが変わるとは……自分でも驚いている。

「さて、次はキーラの好きなものを選んで」

　フランチェスコはドレスラックを手で示す。

「え、また着替えるのですか？」

「そうだよ。キーラには〝なりたい自分〟があるのでしょう？　私が手伝うから、どんな姿が似合うのかやってみよう」

　そう言われて、もう一度鏡を見やる。

（せっかく気に入っているのに……もったいない気がするわ）

　こうしてかわいく仕上げてもらうと、〝かわいい〟というのが一番自分には似合っているように思えるのだから、現金なものだ。

　もちろん、これまでずっと憧れていた大人っぽい衣装に興味がなくなったわけではない。

　キーラは後ろ髪を引かれつつ、ドレスラックを振り返った。

　フランチェスコが次はどんなふうに変身させてくれるのか、知りたい気持ちもある。

　キーラはラックに近づいて、気になる色のドレスを手に取ってみた。

　憧れは、今フランチェスコが着ているような紫色の大人っぽいドレス。だが、深紅も捨てがたい。金色の刺繍が豪華だし、肩の薔薇飾りが素敵だ。

「それじゃあ……これを」

「うん、とてもいいね。じゃあ、まずは化粧を直そう。一度、こちらのガウンに着替えてくれる？　私はお湯を換えてくるね」

　フランチェスコは慣れた手つきでドレスを脱がせて白いガウンを手渡すと、桶を持って隣室へ向かった。

（フランチェスコ様……まさか、いつもお一人で着替えていらっしゃるのかしら？）

　秘密を知っている人間が身内とエドワールのみならば、その可能性は高いが、それにしてもとても手際がいい。

　女であるキーラ以上にお洒落研究に余念がなく、化粧品にもこだわっている王子には本当に感心してしまう。

　キーラが鏡台の椅子に座って間もなく、フランチェスコが戻ってきた。

「それじゃ、もう一度最初からやるね」

　一度、薄い綿に油のようなものを垂らし、顔を拭かれる。それから新しいタオルで先ほどと同じ工程へ。

　下地までは同じだったが、眉は先ほどよりも上向きに補正して描かれた。瞼に乗せる色も落ち着いたブラウンを多めに、アイラインは目尻の際をしっかりと。

「色味を抑えるだけでだいぶ違うよ」

「すごいです」

　あまり言葉が出てこない。かろうじて言えるのは〝すごい〟ということだけだ。

「さあ、着替えて」

「はい！」

　恥じらいはいつのまにか薄れ、キーラは躊躇なくガウンを脱いだ。今は羞恥よりも新しい自分になれることへの期待と楽しみのほうが勝っている。

　深紅のドレスを纏うと、一気に上品で洗練された雰囲気になった。今までのキーラではなれなかった姿だ。

「こういう色も似合うんだね。綺麗だな。大人っぽいキーラも素敵」

　後ろから肩に手を置かれ、フランチェスコが耳元で囁く。

　ドキッと心臓が跳ねるのと同時にぞくりと甘い刺激が身体の奥まで届き、キーラは頬を染めた。

「ありがとうございます……」

　キーラは鏡の前でくるりと回ったり、鏡に近づいて自分の顔を観察したりして気恥ずかしさを誤魔化す。

　ひとしきり一人ファッションショーを楽しんだ後、フランチェスコが口を開いた。

「せっかくだし、他にも試してみる？」

「はい！　ぜひ、お願いします！」

　キーラはフランチェスコの提案に興奮し、何度も首を縦に振る。

　その後、二人は時間が許す限り衣装替えをした。

　フランチェスコの技術は素晴らしく、キーラは飽きることなく着せ替えを楽しむ。

　露出が多めのドレスは、まだ自分には早いと感じられたものの、それ以外は彼の化粧のおかげで違和感なく着こなせた。

　そうして最後、キーラは自分のドレスに着替え、タオルで綺麗に化粧を落としてもらいながらため息をつく。

「なんだか、魔法が解けてしまったみたいな気分です」

　いつもの自分が鏡に映ると、この素敵な時間が名残惜しくなってしまったのだ。

「魔法は練習すれば、いつでも使えるようになるよ。今度はキーラが自分でできるように教える時間を作ろうか」

「本当ですか？　嬉しいです」

　キーラが笑顔になると、フランチェスコもにっこり笑う。

「もちろん。でも、これだけは覚えておいて。キーラはそのままの姿でもかわいいということ……前にも言ったでしょう？　どんな姿でも自分は自分だって。外見はいくらでも変えることができるけど、本物の自分を偽ることは正しいとは思わない。無理やり何かを変えるべきではないよ」

　以前の茶会で、フランチェスコは「自分が何者なのかちゃんとわかっているつもりだ」と言っていた。それはよく覚えている。

「……なんて、王女のふりをしている私が言ってもあんまり説得力はないかな」

　やや間をおいて王子が発した言葉に、キーラはぎゅっと胸を締め付けられた。

　やはり、王子は本音では女装をしたくないのではないか。そんな思いが拭えない。

「フランチェスコ様……」

「そんな顔しないで、キーラ。私はこの女装を楽しんでいるよ。化粧も所作も自ら研究しているくらいだ」

　フランチェスコがあっけらかんと笑う隣で、キーラはなんとか口角を上げる。

　自分が泣きそうになっているのが鏡に映ったからだ。

　キーラに同情されても、王子は嬉しくないだろう。彼が感じている重圧はキーラには理解できない。

「幸い好きになったから続けているわけだし、そういう自分が変だとも思わないよ。好きなものは好きでいい」

　こんなふうに自分を犠牲にしてまで周囲を思いやれる人間は、どれだけいるだろう。

　いくら王子という立場にあるからといって、自ら選んで生まれてきたわけではないのに。

　ましてや、自分の知らない間に権力争いという歪んだ問題に巻き込まれた。政治的な混乱を避けるために王女のふりをすることになったのだ。

（それに比べて私は……）

　幼い外見が嫌で、半ば反抗するかのようにドレスを勝手に注文し、怒られて拗ねていた。

　大人っぽく見られようと、無理をして苦手な菓子や紅茶を「美味しい」と言って……そのくせ、演技はうまくできなくて、フランチェスコを心配させてしまう始末。

（う……考えれば考えるほど、恥ずかしい。そういうところが、子どもなんだわ）

　改めて自分の行動を振り返ると、大人っぽくなりたくて空回りしてばかりだ。むしろ、その考えがすでに幼稚で浅はかである。

　フランチェスコのような覚悟もなく、ただのわがままで周りを振り回している。

「ごめんなさい……」

「どうして謝るの？」

　情けない自分を痛感し、出てきた言葉は謝罪だった。

　それを聞いて鏡の中のフランチェスコが驚く。

「私のわがままで、ご迷惑を……特に、お茶会のことは、お恥ずかしい限りです。私、本当は甘いものが大好きなのに、あんなにたくさん残したりして……」

　嘘をついて、見栄を張っていた。

　その上、せっかく出されたものをわざと食べないなんて、失礼にもほどがある。それに今さら気づいた自分も愚かだし、とにかく失態だらけだ。

「そんなに気に病むことはないよ。もともと食べきれないほどの量を出しているのはこちらだし、どちらにしろ残っちゃったと思うよ。もっと少なくていいっていつも言っているんだけどねぇ」

　その辺りはさすがに王子でも変えられないらしい。

　客を招いておいて、足りないとなったら彼の顔に泥を塗ってしまうことになるのだから当然だ。

「でも、甘いものが好きなら、次からはたくさん食べてほしいな。好きなものを我慢する必要はないよ。キーラは堂々としていればいい」

「はい」

「ほら、その笑顔。かわいい」

　フランチェスコに褒められて、キーラは頬を染めた。

「キーラの素直なところ、好きだな」

「好き……ですか……」

　さらりと告白されて、ますます照れてしまう。

　パーティで突然求婚されたときは驚きのほうが強かったけれど、こんなふうにさりげなく「好き」と言われるのはくすぐったい。

　それに、今は王女姿のフランチェスコにそう言われると、ずっと憧れていた人に認められた気がして嬉しかった。

「……キーラ、私が男だってことを忘れていない？」

「え――っ！」

　珍しくムッとした表情になったフランチェスコは、キーラの頬にちゅっとキスを落とす。

「好きっていうのは、恋しているという意味だよ？」

　キーラは触れられた頬を押さえ、真っ赤な顔で口をぱくぱくさせた。

　フランチェスコはキーラの手に自分のそれをかぶせ、手首を優しく握る。親指で手の甲をゆっくりと撫でられると、甘い痺れが伝った。

「王女姿だと、キーラの反応が違う気がする。妬けちゃうな……」

「そんなことは……」

「ない？」

　ドギマギして目が泳いでしまう。

　確かに、気づけば着替えも抵抗なくできていたし、先日のキスも意識しなくて済むとどこか油断していた部分がある。

「キーラ」

「……っ」

　いつになく艶のある声で名を呼ばれ、身体の奥に響く。

　フランチェスコはキーラの前に跪き、彼女を見上げた。澄んだ青い瞳がだんだんと近づいてくる。

（え……嘘、キス……!?）

　またキスをされるのだ。

　目の前に迫った美しい顔――その綺麗な瞳に自分が見えた瞬間、キーラは思わず目を瞑った。

　すると、フランチェスコがくすっと笑う。

　それから柔らかくて温かな唇が触れたのは……額だった。

「今日はここまでにしておくよ。私は男としてキーラをドキドキさせたいからね」

　フランチェスコはキーラの頭をポンと優しく叩き、立ち上がる。

（勘違い……！）

　キスをされると思って目を瞑った自分が恥ずかしくて、顔から火が出そうだ。

　しかも、離れていってしまう温もりを寂しく感じている。

「さて、今日はたくさん肌を刺激してしまったから、よくお手入れしてね。この化粧水とクリームをあげるよ。それから、今夜は入浴後にはちみつパックをしてね。ここにすべて入っているから」

「は、はい」

　キーラはうろたえつつ、フランチェスコに差し出された箱を受け取った。

　すでに何事もなかったかのように肌の手入れの話に移ってしまった彼を、恨めしく思う。

（もう、ドキドキさせられっぱなしなのに）

　キーラを「かわいい」と褒め、優しく間違いを正し、そして求愛も忘れない。

　陽気な王子の真剣な告白には、翻弄されっぱなしである。キスをされたり、甘く触れられたり、キーラの心臓はフランチェスコに支配されてしまったかのようだった。






　　　＊＊＊






　その後も、キーラは茶会に招待され続けた。

　フランチェスコと一緒にいることが日常になりつつあること以外は、キーラの生活に変化はない。

「ねぇ、キーラ。たまには外に出かけてみない？」

「外ですか？　中庭でしたら、着替えるのを待っていますよ」

　向かいに座っていたフランチェスコの提案に、キーラはすぐに返事をする。

　いつもサロンにこもって茶を飲むだけではつまらないと、これまでも中庭を散策することが何回かあった。

　城の皆が出入りできる庭なので、フランチェスコは必ず王女姿になる。

「着替えはするけど、違うよ。外って言ったら、城下町でしょう？」

「んぐ――ッ、けほっ」

　驚きのあまり飲んでいた紅茶を吹きそうになり、キーラは手で口を押さえた。なんとか飲み込んだものの、少し咽る。

「キーラ、大丈夫？」

「は、けほっ……はい。え、城下町って……それはさすがにまずいのではありませんか？　フランチェスコ様のお姿ではアレッシオ様に間違われますし、フランチェスカ王女の姿でも混乱を招きます」

　どちらにしろ、堂々と城下町を歩くのは危険だ。ただの伯爵令嬢と一緒では、いろいろと噂にもなってしまうだろう。

　差し出された手拭きで口元を拭いつつ、キーラはフランチェスコを嗜める。

「それは大丈夫！　とにかく着替えてくるから待ってて。ね？」

「え？　あ、ちょっと――フランチェスコ様！」

　キーラの心配をよそに、楽天的なフランチェスコはサロンを出ていってしまった。

（本当に大丈夫かしら？）

　ご機嫌だったフランチェスコの様子を思い出し、キーラはため息をつく。

　とはいえ、こうなれば待つしかない。

　キーラは諦めにも似た気持ちで、改めて紅茶に口をつけた。

　もし支障があるのならば、エドワールが止めるだろう。外で彼らが揉めている声は聞こえないので、何か秘策でもあるのかもしれない。

　そんなことを考えつつ、待つこと数十分――着替えにいつもより長くかかっているな、とキーラが思い始めた頃。

「キーラ！　お待たせ」

　勢いよくサロンに入ってきたのは、背の高い茶髪の女性だ。鮮やかな青色のドレスが瞳の色とよく合う。吊り目でキリっとした表情で気の強そうな印象もあるが、とても色っぽい。

　ぽかんとするキーラに、フランチェスコも首を傾げた。

「キーラ？」

「え!?」

　その声を聞き、キーラは目を見開く。

　いや、先ほどサロンに入ってきたときに声は聞いていたのだが、あまりにも姿が違うので結びつかなかった。まるで、パーティの日のフランチェスカ王女を見たときのようだ。

「フランチェスコ様!?」

「ダメダメ！　アリシアって呼んで」

　フランチェスコは人差し指を左右に振る。

「アリシア様、ですか？　えぇと、そのお姿は……」

「外見はいくらでも変えられるって言ったでしょう？」

　いたずらっぽく笑ったフランチェスコに、キーラは目をぱちくりさせた。

　変えられるとは聞いたし、自分自身で体験した。しかし、これは「変える」という次元を超えているような気がした。

「髪の毛はウィッグだよ。顔はかなり厚塗りなんだけど……目の横幅を強調して、鼻の形をちょ～っと大げさにすると、こんな感じ」

　フランチェスコは両手を広げて「どう？」と問う。

　なるほど、いつもより時間がかかった理由は化粧らしい。

　自信満々で得意げな王子を見て、キーラは思わず笑ってしまった。

「ふふふ……すごいです。別人みたい。これなら誰もフランチェスコ様だなんてわかりません」

「そうでしょう？　さ、今日はこの姿で楽しもう」

　フランチェスコはキーラの手を引いて、堂々と城内を歩いていく。

「馬車はすでに用意させてある。私がお忍びのときに変装することは、みんなが知っているから大丈夫だよ。護衛もつく……残念ながらね」

　フランチェスコの言う通り、廊下ですれ違うメイドやエントランスにいたドアマン、御者も護衛兵も彼を〝フランチェスカ王女〟だと認識しているようだった。

　驚いた素振りは一切見せず、礼をしたり「フランチェスカ様」と呼んだり、通常通りだ。お忍びの格好はいつも同じなのだろう。

　用意されていた馬車は、お忍びらしく貴族たちがよく使うような箱だった。もちろん、王家の紋章や飾りは一切ついていない。

　馬だけは育ちの良さが出てしまっている気がしたけれど……それはキーラが隣にいる女性の正体を知っていることからくる先入観かもしれない。

　キーラには馬の良し悪しを見極める能力はないのだから。






　目的地は近く、馬車に乗り込んですぐに着いた。

　高級専門店街の入り口で馬車を降りると、貴族たちが好んで利用する服飾店やカフェがある通りは若い娘たちで賑わっている。

　そういえば、パーティ以来、貴族が集まる場所へ来るのも初めてだ。

　アレッシオに気に入られた伯爵令嬢ということで、好奇の目を向けられるだろうか。

　急にそんな不安が出てきて、きょろきょろしてしまう。むしろ、こんな挙動不審な行動を取ること自体が注目を集めてしまいそうだが、周りにキーラを気に留める者は誰もいないようだった。

（相手にされていないのかしら……？）

　所詮は伯爵令嬢。いざとなれば、婚約者の座は簡単に奪えると思われているのかもしれない。

　それに、城に招かれてはいるが、フランチェスカ王女の話し相手という名目であり、アレッシオと二人で一緒にいたこともなかった。

　パーティの日にたまたま声をかけられただけで、その後仲が進展した様子もないのであれば、噂にもならないだろう。当然といえば当然だ。

「キーラ？」

「あ、ごめんなさい。少し緊張して……その、人がたくさんいると思ったら、フラ……アリシア様のことも気づかれないか、今さら心配になってしまって」

「みんな自分たちのことに夢中で、私たちのことなんか見ていないよ。ほら、行こう」

　フランチェスコの言う通り、誰も二人を気にする様子はない。

　ホッと胸を撫で下ろしつつ、キーラは彼の後についていく。こそこそと隠れる素振りもなく、顔を上げて背を伸ばし、大通りを歩くフランチェスコには怖いものはないようだ。

　逆に、人目を避けようとするほうが怪しく思われてしまうのかもしれない。

「キーラ、こっち」

　ただ、一つだけフランチェスコが気にしているのは、声のようだった。キーラを呼ぶときも、女装に合うよう高めの声を出しつつ、大声にはならないようにしているらしい。

　城下町の喧騒に紛れるくらいの小さな声では聞き取りにくいが、フランチェスコはキーラにぴたりとくっついて歩いてくれたので、それほど問題はない。

「いつも、ここでドレスを買うんだ。入ろう」

「はい」

　王子が気に入っている店はどれほど高級な場所なのかと震えたキーラだったけれど、入ってみると彼女がいつもドレスを注文する店と変わりなさそうだ。

「まぁ、アリシア様。こんにちは。本日は――あら、ご友人ですか？」

　カウンターで帳簿をつけていたらしい店員が、扉の開いた音で顔を上げる。

「ええ。今日は時間がないから既製品を見せていただくだけにするわ」

「かしこまりました。では、奥へどうぞ」

　案内されて店の奥へ進むと、たくさんのマネキンがあり、色とりどりのドレスが展示されていた。

「わぁ……かわいい！」

「こちらは見本なので、細かなデザインはお好みでお仕立てできますよ。装飾品はこちらの棚にございます。試着もできますので、なんなりとお申し付けください」

「ありがとうございます」

　初めての店で緊張するが、店員は物腰柔らかで安心する。

　数あるドレスに目移りしてしまい、うろうろと部屋の中心を行き来するキーラにも嫌な顔一つしない。

　ひとまず端から順番に見ようと移動した。どれも素敵で見ているだけで楽しい。

　先日、フランチェスコが一番に着せてくれたドレスに似たデザインを見つけ、立ち止まる。最近は少しずつ化粧の練習もしているので、ドレスを新調するのもいいかもしれない。

（普段は無理しないで……パーティのような特別なときに、少しだけ大人っぽさを意識したらいいかも）

　そんなふうに自分に似合う範囲でそのときどきに合うデザインを探していると、フランチェスコが真剣に装飾品を見ていることに気づいた。

「フ……アリシア様？　何かお気に召したものがありましたか？」

　フランチェスコは近づいてきたキーラに微笑み、花の髪飾りを差し出す。それを彼女の耳元に持っていき、満足そうに頷いた。

（似合う……ってことかしら？）

　あまり喋らないのは店員がいるからだろう。いくら声を作っていても、必要以上に聞かれてしまうと疑いを生みかねない。

「かわいいですね」

　小さな花のブーケのような髪飾りは、パーティなどで使えそうだ。

　フランチェスコはネックレスやイヤリングも同じようにキーラに当てる。真剣に悩んでから頷いたり、すぐに笑顔になったり、反応は様々だ。

「あの……アリシア様、私ばかりではなくて、ご自分の見立てもなさっては？」

「では、ぜひ」

　フランチェスコは棚にある装飾品のすべてをキーラに似合うかどうか確かめそうな雰囲気だ。さすがにキーラが声をかけると、彼は嬉しそうにキーラに向き直った。

　彼は近くにあった椅子に座り、目で「どうぞ」と伝えてくる。

「ええっ？　私が……ですか？」

　まさかと思ったのだが、フランチェスコはこくりと頷いた。

　期待に満ちた目がうずうずしている王子の気持ちを表している。

　キーラは苦笑いで棚に並んでいる装飾品に目を向けた。

（えぇと……今のフランチェスコ様は、かっこいい女性という雰囲気だから……）

　白いバラモチーフなどが似合うのではないだろうか。

　白と青の小さなバラとシンプルなラッセルレースを組み合わせたチョーカーを手に取り、キーラはフランチェスコに歩み寄る。

「こういうのはどうですか？　アリシア様の瞳の色とも合うと……思います」

　今までフランチェスコのセンスに脱帽してばかりだったので、彼以上の見立てができる自信はない。

　だが、おずおずと彼の首元に当ててみると、キーラにしてはいい選択をしたのではないかと思えた。

「あ……似合います！　今日はドレスも青だから、とっても！」

　なんだかキーラのほうが嬉しくなってしまう。

　フランチェスコは今にも踊り出しそうな彼女を目を細めて見つめ、そっとチョーカーを受け取った。

　そして、先ほどキーラに試していた花の髪飾りと一緒に店員に差し出す。

「こちらを」

「かしこまりました」

　店員が店先のカウンターへ戻っていくと、フランチェスコは立ち上がった。

「購入したものは、馬車へ持っていってくれるようになっているから、私たちは行きましょう」

「え！　購入!?」

「そう」

　キーラが驚くのを不思議そうに見るフランチェスコ。チョーカーを気に入ってくれたのならよかった。だが、気になるのは髪飾りのほうだ。

「一応聞きますが……髪飾りって……」

「キーラのだよ」

「そう、ですよね……」

　あれはキーラに試していたものだったのだから、当然だ。

「あっ、いや、そうではなくてですね！　あんな高価なもの……」

「気にしないで。私にチョーカーを選んでくれたお礼だから。ほら、あまり時間がないから次に行こう」

　フランチェスコはキーラの手を取って足早に店を出ていく。

　キーラは店員への挨拶もそこそこに、彼についていくので精一杯だ。

「あった。あれ、食べてみたかったんだ」

　城下町を歩いて広場に出ると、ようやくフランチェスコが足を止める。

　キーラが彼の視線のほうを確認したところ、そこはカフェテラスだった。外からも商品を購入できる窓口がある。

　この広場は高級店が並ぶ一画と一般的な店が並ぶ一画の間にあるため、客層は幅広い。カフェには休憩に来ている商人や庶民が多いようだ。貴族は物珍しさに……と言ったところか。

　カフェから漂う甘い匂いに、キーラの腹が鳴る。

「ここのクレープが美味しいと評判なんだ。買ってくるから、キーラはそこのベンチで待っていて」

「わかりました」

　キーラが言い終わらないうちに、フランチェスコは早足でカフェに向かって行ってしまった。

　ずいぶんこの店に来ることを楽しみにしていたらしい。

　今日は色気のある女性姿で、落ち着いて見える王子。そんな外見とは対照的にクレープにはしゃいでいる様子がかわいらしい。

（無理やり変える必要はないって、言っていたものね）

　どんな姿でも自分は自分。

　姿を変えると、自分は別人。

「外見はいくらでも変えることができるけれど、内面は繕うことができない」という意味で言ったのではないだろうか。

　内面はたとえ表面上は偽ることができても、そこには苦痛が伴う。

（矛盾なんてしていないわ）

　フランチェスコは矛盾しているかもしれないと笑っていた。キーラも、そのときはうまく理解できていなかった気がする。

（素敵な方……）

　キーラはクレープを買うフランチェスコの背を見つめた。遠目にも彼のウキウキした気分が伝わってきて、自然と頬が緩む。

　王女のふりをしたり、女装がうまくなったり……そんな彼の背景にあるものを知ると、複雑な気持ちにもなる。だが、フランチェスコは自分がどんな人間なのかよく理解し、自らこの状況を楽しんでいるのだ。

　明るくて、優しくて、本当に素敵な男性だ。彼の妃になる女性は幸せだろう。

（羨ましいわ……って、なんで、私……！）

　そう思って、キーラは慌てて立ち上がった。

　意味もなくドレスのスカートを叩き、その場で足踏みする。

　とてもむず痒い。

　この表現できないほどの恥ずかしさを内に秘めておくのは無理だ。

　キーラがあわあわと一人で妙な行動をしていると、ふっと影が近づいて止まった。大きな日傘を差したドレスのシルエットに顔を上げると、訝しげな表情をした女性が立っている。

「何をなさっているのかしら？　貴女も一応貴族の端くれでしょう？　はしたないわよ」

　まるで自分以外は庶民だと言うような口調に感じ、今度はキーラが顔を顰めた。

　それが気に入らなかったのか、彼女は鼻を膨らませる。

「まぁ、貴女。私に向かってその態度は何ですの？　身分の違いもわからないなんて、本当に嫌になるわ」

　キーラは彼女の機嫌をたいそう損ねてしまったらしい。

　さすがにまずいかと思ったけれど、初対面の相手にこんな高圧的な態度を取るほうも失礼ではないか。

（そもそも、貴女様はいったい誰な……ん？）

　そういえば、どこかで見たことがある。友人は少ないほうなので、知り合いではなさそうだが……いや、そもそもこんな威張り散らした人間は周囲にいない。いたとしてもお近づきにはなりたくない。

　ということは、ただ見かけたことがあるだけの可能性が高い。パーティのような、大勢が集まる場所で――

「あ……！　グラツィアーニ公爵家の命運を背負っている……スザンナ様……？」

　気の強そうな顔立ちに、目元の黒子が艶やかさを足している。真っ赤な口紅は、思い返せばパーティのときと同じ。赤褐色の髪は三つ編みにして結い上げている。

　こんなに特徴的な人を忘れるというのも変な話だけれど、あの日のキーラはフランチェスカ王女にしか興味がなかった。その上、彼が王子だったという衝撃的な事実を知ったのだ。

　その他のことを覚えていなくても仕方ないだろう。

「あ、貴女ねぇ！」

「はっ、申し訳ありません」

　パーティの夜を思い出そうとするあまり、余計なことを言ってしまった。キーラは慌てて頭を下げる。

　スザンナは呆れたように肩を落として、わざとらしいため息をついた。

「まぁいいわ。ちょっとアレッシオ様に気に入られたからって、いい気になって……滑稽なことね。その後はいかが？」

　くすくすと嫌な笑いで馬鹿にされ、キーラは拳を握る。

「城には何度も呼ばれているみたいだけれど、アレッシオ様が公務に穴を開けたことは一度もないわ。貴女、いつも待ちぼうけなんじゃなくって？　そろそろ夢を見るのはやめたらどうなの？」

　夢ではない。

　フランチェスコは今もキーラを気に入ってくれている。「かわいい」と囁き、デートもするし、キスだって……

（何も知らないのに！）

　言い返してやりたいのに、真実を知らない彼女には何も言えない。

　スザンナにとって、キーラはパーティでアレッシオに呼び出されたものの、何の進展もなく放置された哀れな令嬢なのだ。彼女だけではなく、社交界のほぼ全員がそういう認識でいるはず。

「キーラに何かご用？」

　そこへ声をかけてきたのは、両手にクレープを持ったフランチェスコだった。

「フ……アリシア様！」

　慌てて彼に駆け寄ったのは、声が低かったからだ。

「こちらの方は、お知り合い？」

「え……と、知り合い、と言いますか……その……それより、声を変えるのを忘れていますよ」

　キーラは最後のほうをこっそりと耳打ちをする。

　スザンナが目が飛び出そうなほど驚いているので、ハラハラしてしまう。

「知り合いでもなく、用もないのなら遠慮してくれる？　今、私たちはデート中なんだ」

「ひえ――っ」

　とても上品な笑顔のはずなのに、後ろに吹雪が吹き荒れているかのような寒気に襲われ、キーラは思わず引き攣った声を出した。

　今のフランチェスコはどこぞの貴族令嬢にしか見えない。キーラと一緒に街中にいれば、だいたい同等の身分だと思うのが普通だろう。そんな彼が公爵令嬢に「遠慮しろ」などと言ったら……

　案の定、スザンナは顔を真っ赤にして怒りに震えていた。

　こんな街中に、しかも伯爵令嬢と一緒にいるのが王族だとは思うまい。つまり、スザンナは公爵令嬢――それも国で一、二を争う名家出身である自分より身分の高い人間がいるなどこれっぽっちも考えていないだろう。

　これはまずい。

　非常にまずい。

　何がまずいって、スザンナが本人の知らないうちに不敬を冒してしまうやもしれないことだ。

「スザンナ様、ごめんなさい。あの、今日はアリシア様のお供をしているので、そのお話はまたいずれ……いいえ、お話しするまでもありませんよね！　私がアレッシオ様と婚約なんて滅相もありません！　パーティでのことは、気の迷い……いえ、ちょっとした余興のようなものでですね！　えっと、えっと……」

　アリシア――もとい、フランチェスコの身分が高いことを暗に伝えたくて「様」「お供」という言葉を強調した。

　とにかく二人を引き離すことを考えていたので、後半は何を喋っているかもわからないまま口から出まかせだ。

「アリシア？　どこの家の娘……いいえ、息子なのかしらね？　そんな格好をして、気持ち悪い。汚らわしいわ」

　しかし、キーラの努力も虚しく、スザンナが虫けらを見るような目でフランチェスコを睨みつけた。

「ちょっと待ってください。そんな言い方はないのではありませんか？　事情も知らず、外見だけで人を判断しないでください」

「事情って、ただの女装趣味にどんなたいそうな理由があるっていうのよ。それに、貴女の品性も疑うわ。こんな変態と一緒にいるなんてね。まったく、貴女のような呑気な人が王家に入るだなんてことになったら大変よ。冗談でも笑えないわ」

「っ、スザンナ様！　それ以上は――」

　キーラが一歩前へ出ようとするのを遮って彼女の前に立ったのは、フランチェスコだ。

「そんなに噛みつかないでよ。それとも、噛みつきたくなるほど私が美しい？　ふふ……いいんだよ？　女性である自分より綺麗な男がいたら、嫉妬してしまうよね」

　フランチェスコはいつも通り軽い口調だ。「私よりかわいい人を妃にする」と言っていたときと同じくらいの軽さ――つまり、嫌味ではないようなのだが、逆にそれが怖い気もした。

「な、な、な、なんて失礼な方なの！　私がグラツィアーニ公爵家の娘だと知っての物言いでしょうね!?　貴女、いったいどこの誰なの？」

「さあ……誰かな？　ふふ。私が誰かなんて、貴女にはわからないでしょうね」

「誤魔化さないで名乗りなさいよ！」

　あくまでも落ち着いた態度のフランチェスコに対し、スザンナはどんどんヒステリックになっていく。

「……貴女のような人に教える名は持ち合わせていないと言っている」

　一段と低く、その場を凍りつかせる声は、その場の空気を一気に変えた。

　スザンナは迫力あるフランチェスコの最後の言葉に言い返せずにいる。

　かと言って、引き下がることもプライドが許さないらしい。なぜか自分が不利な状況に納得がいかないのだろう。肩を上下させ、フランチェスコを睨んだままだ。

　キーラはおろおろと二人を交互に見ることしかできない。

「フン……女装趣味の変態が跡取りの家なんて、私が手を回さずともすぐに消えるわよね。時間の無駄だったわ！　同類だと思われたら迷惑だもの」

　スザンナは負け惜しみの一言を吐き捨てて踵を返した。

　すると、フランチェスコは何事もなかったかのようにキーラに笑顔を向ける。

「遅くなってごめんね、キーラ。いろいろな種類があって迷っちゃって……結局、詰め込めるだけ詰め込んでもらったよ」

　差し出されたクレープを見ると、彼の言う通り、生クリームやフルーツが溢れんばかりに生地の中に詰まっていた。その上にチョコレートソースまでかかっている。

「こんなに……」

「早く食べよう」

　フランチェスコはベンチに座り、キーラにも隣に座るよう視線で促す。

　スザンナとのやりとりなど存在しなかったかのような空気に戸惑いつつ、キーラは腰を下ろした。

　ここで話を蒸し返すのはよくないだろうか。

　フランチェスコが気を遣ってくれているのはわかるのだが、キーラは何か声をかけたほうがいい気がして、もやもやする。

「キーラ、気にしたらダメだよ。私は貴女がちゃんとわかってくれているって知っている」

「でも……私、何も言い返せなくて……」

「それは当然でしょう？　キーラは秘密を守ると約束したんだから。言い返すよりも大事なことだ」

　クレープを受け取って、キーラは視線を落とす。

　フランチェスコは優しい。嫌な相手をあしらう方法も知っているし、スザンナを咎めることもしないだろう。

　知っていたはずなのに、よりによってスザンナの心配をしてしまうなど……

「私は怒っているんです！　失礼な発言をしたスザンナ様にもですが、そんな彼女の心配なんかした自分にです！　私はフランチェスコ様の助けになりたいのに……味方で、ありたいのに……」

「なっているよ。私はキーラが怒ってくれて嬉しいよ？　それにしても、典型的な『虎の威を借る』令嬢だったねぇ」

「もう、笑い事ではありませんよ……」

　なぜか肩を震わせて笑うフランチェスコに、キーラは顔を顰めた。

　すると、王子は彼女の眉間の皺に人差し指を当てる。

「皺は癖になるからダメだよ。大丈夫！　プンプン怒ってばかりだったあの子より、キーラのほうがかわいいから」

「何が大丈夫なのかわかりません」

「かわいいは正義なんだよ。だから、大丈夫。キーラが正義！」

　よくわからない理屈だが、フランチェスコは真面目な顔でそう言って、人差し指をくるくるっと回して空へ向けた。

　そうしてクレープにかじりつく王子に、キーラはなんだか毒気を抜かれてしまう。

　楽観的なフランチェスコを見ていると「まぁいいか」という気持ちになって、キーラもクレープを頬張るのだった。
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　その日の夜。

　フランチェスコが城へ戻り、化粧を落としていると、エドワールが彼の部屋を訪ねてきた。

　側近は王子のドレス姿に苦虫を噛み潰したような顔をし、大きくため息をつく。

「フランチェスコ様、もう変装はやめてください。口すっぱく申し上げておりますが、殿下はもう立派な男性に成長されました。今までの努力があるから、なんとか王女のふりは続けられています。しかし、他の女装は無理があるのです。せめて男性の姿の変装にしてはいかがですか？」

「あっ!?　あああああ――！　私としたことがっ」

　フランチェスコは思わず床に膝から崩れ落ち、横座りで絨毯の模様を見つめた。

　なんということだ。

　どうして気がつかなかったのだろう。盲点だった。

「いったい何事ですか？」

　急におかしくなった王子にドン引きし、エドワールは後ずさりつつ問う。

「そうだ、そうなんだ……男の姿でよかったじゃないか！」

「はぁ……今さらお気づきになったので？」

　珍しく真っ当なアドバイスをするエドワールにも驚いたが、何の疑問もなく女装してキーラと出かけた自分が恨めしい。

「キーラとのデートなのに、わざわざ令嬢に変装するとは……私はなんてまぬけなんだ！　いや、待てよ……しかし、私が男の姿ではキーラは王子に見初められながらも他の男を連れ歩く女だと噂になってしまうのでは？　なんだ、やっぱりエドワールはダメだな」

　取り乱して損をした。

　フランチェスコは気を取り直して立ち上がり、ソファに座る。

　側近を見上げると、彼は頬をヒクつかせて怒りの滲んだ笑みを浮かべていた。

「ごめんごめん。でもさ、今日はグラツィアーニ公爵家のスザンナ嬢とばったり会ってしまったんだよ。結果的には女装でよかったってこと。それで、何か用だった？」

「殿下の『よかった』というのも不安ですが……まぁ、いいでしょう。そのグラツィアーニ公爵家のことです」

　エドワールはため息とともに脱力したが、次に顔を上げたときにはすでに優秀な側近の表情に戻っていた。

「何かわかったの？」

「はい。彼らが融資している――実質掌握している貿易路の商品に、不審な点がありまして」

　貿易は外交において重要な取り引きだ。

　すべてのルートは中央で把握しているし、新たな交易をする場合は許可が必要である。輸出入の商品管理も徹底している。

「輸入品が店へ卸されていないことがあるのです。グラツィアーニ公爵家と懇意にしている者が買い取っているようなのですが、記録だけ……なんですよね」

「実際の商品はどこへ？」

「それはまだ調査中です。本当に買い取らせている場合もあって、なかなか巧妙にやっていますね。改ざんされた報告書が受領されているとなると、こちら側にグラツィアーニ公爵家の息のかかった者がいるということにもなります」

　賄賂を受け取っている者がいるほうが国家としては問題だが、今は泳がせてグラツィアーニ公爵家の不正の証拠を掴むのが優先だろう。

「スザンナ嬢の様子からすると、グラツィアーニ公が娘をアレッシオに嫁がせたいのはまず間違いない。王家の外戚という『信頼』を得て、もっと中枢に入り込みたいということなのかな」

「揺さぶってみますか？」

　エドワールの提案に、フランチェスコは唸った。

「王太子妃の座をチラつかせて、喋らせるってこと？　そこまで油断してくれるかな？」

　餌には食いつくだろうが、それだけで気を大きくして口を滑らせることはないと思われる。

「いいえ、逆です。キーラ嬢をアレッシオ様の婚約者にするのです。幸い、パーティではアレッシオ様が彼女を気に入ったことになっています。噂を立てるのなら、そちらのほうが信憑性は高い」

「いや、でも……」

　エドワールの最優先はグラツィアーニ公爵家の不正を暴くことだ。手段を選ばないのは、優秀な側近である証拠でもある。

　だが、フランチェスコとしてはキーラに危険が及ぶような作戦は避けたい。

「人間、ボロが出るのはいつだって余裕がなくなったときです。伯爵令嬢が自分たちを差し置いてアレッシオ様を射止めた……となれば、まず間違いなくグラツィアーニ公はこの婚約に首を突っ込んでくるでしょう。彼の注意がこちらに向いていれば、私たちも動きやすくなります」

　不正の真相を究明できる可能性は高くなる。

「ダメだよ、エドワール。キーラはこの件に関係ない」

「殿下と婚約し、将来妃になるのなら、キーラ嬢にも関係のあることではありませんか？」

「それは私の望みだよ。キーラからはまだ返事をもらっていない」

　フランチェスコが首を横に振ると、エドワールは呆れたような表情になった。返事をもらっていないことがどうしたとでも言わんばかりだ。

　王子はすかさずこの話題を打ち切ることにする。

「とにかく、グラツィアーニ公爵家のことは、こちらでなんとかするべきことだ。いい？　余計なことは絶対にしないで」

「もちろん、余計な手出しはいたしません」

　エドワールが素直に引いたので、フランチェスコは表情を曇らせた。

　あまり信用できない返事だが……ここでしつこく食い下がっても仕方ない。

「引き続き、調査は続けて。グラツィアーニ公爵家の屋敷に潜入できそうな機会があれば、逃さないように」

「かしこまりました」

　エドワールは頭を下げて部屋を出ていく。

　閉まった扉をしばらく見つめた後、フランチェスコはソファの背もたれに体重を預けた。

（キーラにも護衛をつけたほうがいいかな……）

　今までもフェルレッティ伯爵の屋敷への送り迎えはしていたし、城内はもちろん厳重に警備が敷かれている。伯爵家にもある程度の警備体制が整っているのは確認済みだ。

　だが、偶然とは言え、スザンナと直接対決のようなことになってしまったことを考えると、彼女のそばに常に護衛を置くべきだと思えた。

（まだ、返事を聞いていない……）

　初めの頃のような緊張した様子は薄れたが、フランチェスコをどれだけ男として見ているか……キーラの気持ちがどれほど変わったのかは、正直あまりわからない。

　一方、フランチェスコの気持ちはキーラに一直線である。知れば知るほどかわいくて優しい彼女が愛おしい。

　大人っぽく見られたくて背伸びをしていたときも、かわいいものを素直に楽しんでくれるようになった今もかわいくて仕方がない。フランチェスコのためにスザンナに立ち向かってくれたことも嬉しかった。

　だんだんと独占欲が強くなる自分を感じている。

〝フランチェスカ王女〟ばかり気にしていたキーラに、キスをしてしまったのも嫉妬からだった。

（自分に嫉妬してどうするんだ……）

　キーラの態度からして嫌がられた様子はないけれど、ファーストキスをあんな形で奪ってしまったのはよくなかっただろう。

　できることならばやり直したい。

（仕切り直しは、もっとロマンチックに……月明かりの下で、とかがいいかなぁ）

　ともあれ、それはキーラの気持ちを聞いてからだ。

　そろそろすべてのことに決着をつけなければならない。そのために、早急にグラツィアーニ公爵家の調査を進めなければ――

















第三章　王子と王女












　数日後。

　キーラはいつものようにフランチェスカ王女専用の部屋へやってきた。

　今日は茶会だと聞いてきたのだが、エドワールはキーラを部屋のソファに座らせる。

「あの、エドワールさん？　フランチェスコ様をお待たせしているのでは？」

「ええ……ですが、少し折り入ってお話がございまして」

「私に、ですか？」

　エドワールから話があるというのは珍しい。というより、初めてだ。

　パーティの日は不測の事態だったけれど、それ以降、エドワールがキーラと必要以上の会話をすることはなかった。

　キーラは背筋を伸ばしてエドワールの言葉を待つ。

「単刀直入に言います。アレッシオ様の婚約者のふりをしていただきたいのです」

「えっ？」

「実は、グラツィアーニ公爵家には貿易記録の改ざんと密輸の疑惑が持ち上がっています」

　急に秘密を告げられたのは二度目だ。

「アレッシオの婚約者のふりをしろ」という要求に困惑しているところに追い打ちをかけるようでもある。

　政治のことに明るくないキーラでも、それが重大な秘密であることはすぐに理解できた。名家に不正の疑いがあるなどと露顕したら、国の大問題なのだから。

「待ってください。それと、アレッシオ様の婚約者のふりをすることと、何の関係が……？」

　二つが結びつかず、キーラは疑問を呈する。

　そもそも、キーラはフランチェスコと婚約するかどうかを決めるために城に呼ばれているのだ。アレッシオとはあれ以来会ってもいないし、彼女は政治の場に顔を出すような身分でもない。

「グラツィアーニ公爵家は、アレッシオ様との婚約を成立させたいようです。おそらく、王家の内側に入って不正の証拠を握りつぶせるようにしたいのでしょう」

　結婚をしたからといって不正の証拠がなくなるわけではないだろうに……キーラは政治的な利害関係がいまいち理解できず、首を傾げた。

「まったく、王子がまだ若いからと舐められたものです。あちらがその気ならば、不正ごとすべてを潰して差し上げようという配慮ですよ」

　エドワールの恐ろしい笑顔を見て、キーラの全身に鳥肌が立つ。

　この側近にはいくつもの顔があるらしい。

　とはいえ、エドワールの怒りはもっともだ。グラツィアーニ公爵は王家を甘く見ている――馬鹿にしていると言ってもいい。

「いいですか、キーラ嬢。貴女は現在、表向きはアレッシオ様に気に入られたことになっています。ですが、パーティ以降の進展がないことで、あの日のことは何かの間違いだったのではとも囁かれ始めている。そこで、アレッシオ様との婚約がもう少しで成立しそうだと噂を立てていただきます」

「あの、それって……つまり、囮ですよね？」

「ええ。婚約の時期が近いと知れば、グラツィアーニ公は手を打たざるを得ない。彼らの注意が貴女に向いている間に不正の証拠を押さえます。隙をつくには、彼らを動揺させるのが一番いいからです」

　エドワールの作戦は理に適っているように思える。

　だが、キーラにそんな重要な役割が果たせるだろうか。

「これは、国のため……ひいてはフランチェスコ様のためです。王子があるべき姿に戻るためには、抗争の火種を少しでも消しておく必要がある。貴女がフランチェスコ様とともに歩むためにも、必要なことです。やってくれますね？」

　グラツィアーニ公爵家の不正をただし、強くなりすぎた権力を削げば、フランチェスコが余計な争いに巻き込まれなくて済む。そのために、エドワールはキーラに一芝居打つように頼んでいる――否、命じているのだ。

（私は、フランチェスコ様のお力になると約束したんだもの）

　フランチェスコはずっと王女として国民の前に立ってきた。自分が望んでいるわけではないのに、国の平和のために本来の姿を変えてまで……

　本当は、王子――本来の自分として生きたいに決まっている。

　フランチェスコのその望みが叶うのならば、当然キーラは協力したい。不安はあるけれど、断る理由はないのだ。

「……わかりました。婚約者のふりを引き受けます」

　キーラが承諾したのとほぼ同時に、サロンへ続く扉が乱暴に開かれた。

「キーラ！」

　姿を現したフランチェスコは、こちらも珍しく怒った表情をしている。

「遅いと思ったら……エドワール！　余計なことはするなと言ったはずだよ」

「はい。余計なことは何も。これは必要なことですから」

　エドワールが涼しい顔でそう言うと、フランチェスコはグッと唇を噛み締めた。

　普段は王子に従うべき側近が独断で動いたことを止められず、悔しそうだ。

「それに、キーラ嬢は自らの意志で引き受けるとおっしゃいました。決して無理強いはしていません」

「エドワールから頼むこと自体が強制力を持つ。こんなのは無効だ。私が許さない」

　フランチェスコが断固として反対する。

「いいえ！　エドワールさんの言う通りです。私はフランチェスコ様のお力になりたいのです。以前、何か困ったことがあったら相談してほしいと申し上げましたよね？　今、フランチェスコ様は困っていらっしゃるのですよね？」

「キーラ。困っていると言っても、これは私個人の話ではないんだよ。もっと大きな問題で……」

「国の問題はフランチェスコ様にも関係があります。王女のふりをやめるのなら、少しでもそれらを解決しておくべきではありませんか？　特に、公爵家はフランチェスコ様が女装することになった直接の原因です」

　キーラがそう言うと、フランチェスコはじっと彼女を見つめた。

　何も喋らなくなった王子の真っすぐな視線――キーラの背に緊張の汗が伝う。

「キーラ。貴女は優しい。そういうところは好きだけど、この件は危険な綱渡りだよ。キーラの身に危険が及ぶ……必ずだ」

「もちろん、キーラ嬢には専属の護衛をつけますよ」

「それは当然だし、そういう問題じゃないだろう」

　エドワールの言葉にぴしゃりと言い返し、フランチェスコはキーラに向き直った。

「キーラ。気持ちは嬉しいけど、この話はなかったことに――」

「いいえ！　フランチェスコ様、これは大切な機会です。本来のお姿を国民にお披露目するためには通らなければいけない道なのではありませんか？」

「性別の公表はいつでもできる。結局のところ、そんなのは今までもそうだった。権力争いの道具に利用されるだのなんだの……そんなものは、私たち王家の人間がきっぱりと跳ねのければいい話。それをしてこなかったツケをキーラに払わせるなんて、それこそおかしな話だよ」

「では、言い方を変えます！　私は不正をしている人々を許せません。国の政治を正すための協力は、民の上に立つ者の責務として当然のことです。この問題を解決することでフランチェスコ様が王子だと公表しやすくなるのは、おまけのようなものです。ただの一石二鳥です！」

　これ以上の自己犠牲は必要ない。

　王子として生きたいというフランチェスコの望みを叶えるための近道が、グラツィアーニ公爵家を糾弾することならば、やるべきだ。

　それ以前に、不正を続ける人々を許すわけにはいかない。アレッシオとフランチェスコが受け継ぐこの国を腐敗させる芽は、小さいうちに摘んでおくほうがいいのだから。

　自分にその手伝いができるというのなら、喜んで引き受ける。

（フランチェスコ様の……）

　理解者として。

　絶対に引かないキーラの意志が伝わったのか、フランチェスコは口を引き結んだままだ。二人はしばらく動かなかった。

「……わかったよ」

　折れたのは、フランチェスコだ。

　安堵と嬉しさでぱぁっと顔を輝かせるキーラに、彼は恨めしそうな目を向ける。

「そんなに嬉しいの？　アレッシオの婚約者になることが」

「何をおっしゃって……！　違いますよ。婚約者のふりですよ、ふり」

「ふりでも私は傷つく。そうだよ！　問題はまだある。キーラがアレッシオといちゃいちゃするなんて耐えられない！」

「フランチェスコ様、落ち着いてください」

　膝から崩れ落ちた彼に驚いて、キーラは慌てて彼に近づいた。その大きな背を撫でていると、エドワールがため息をつく。

「それならば、フランチェスコ様がアレッシオ様になりすましてキーラ嬢といちゃいちゃしてください。同じ顔なのですから、気づかれないでしょう。相当な下手を打たない限り……たとえば、そのように感情を表に出さない限りですが」

「その手があった……！」

　キーラは「同じ顔なのだから」というエドワールの投げやりな言い方に目を丸くし、それを聞いてがばっと顔を上げた王子にさらに驚いた。

「私がアレッシオのふりをすれば、その問題は解決する」

「ええ？」

　キーラがアレッシオの婚約者のふりをして、フランチェスコがアレッシオのふりをする。どんどん話がややこしくなるではないか。

「では、そういうことで準備を進めます。キーラ嬢、本日のお帰りの際は私もご一緒させていただきます。フェルレッティ伯に説明し、許可をいただかなくてはなりませんから」

　エドワールはうまくフランチェスコを説得できただけで満足らしく、話を進めていく。

　キーラは「はぁ」と頷くことしかできない。

　父だってそうだろう。エドワールがいくら「許可をもらう」と言っても、これは決定事項だ。

「大丈夫だよ、キーラ。私が全力で貴女を守るから。キーラの王子様のポジションはアレッシオにも譲れない」

「えぇと、ありがとうございます……？」

　なんだか気合いの入った様子のフランチェスコに、キーラはよくわからないまま礼を言う。

　大変なことになった――それが、彼女の正直な感想だった。
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　一週間後。

　キーラは城の客室を与えられ、長期滞在の特別扱いを受けていた。

　フェルレッティ伯爵邸から城に移って数日、至れり尽くせりの慣れない環境には正直疲れ気味だ。そんな中、一回目の作戦決行日を迎え、不安が募る。

　キーラが部屋の中をそわそわと行き来していると、扉がノックされた。

「キーラ、入るぞ」

「はい！」

　部屋の前で待機していた護衛が開けた扉から、アレッシオとフランチェスカ王女、それにエドワールが入ってくる。

（あれ……？）

　てっきりアレッシオに扮するフランチェスコとエドワールの二人だと思っていたので、驚いた。

　今から入れ替わるつもりなのかと首を傾げ、なにやら違和感に気づく。

　王子と王女を見比べて、キーラは目をぱちぱちさせた。

　キーラを見つめる視線を受け止めて、彼女は首を捻る。

（何かしら？　何かが違う……ような……？）

　無表情のアレッシオは腕を組み、キーラの不思議そうな顔を見て微妙に片眉を上げた。

　感情をあまり表に出さない彼らしいが、立ち方と腕の組み方がいつもよりしなやかな気がする。

　アレッシオとて王子だ。所作は綺麗で丁寧なのだけれど、やはり細かい動作には粗さというか男性らしい豪快さのようなものがあった。

　対して、今のアレッシオには柔らかさが備わっている。

「フランチェスコ様……ですよね？」

「もう気づかれたのか。お前の笑顔が引き攣っているからだぞ、フランチェスカ」

　フランチェスコはすでに役に入り込んでいるらしく、その口調を崩すことはしない。

　キーラが王女――のふりをしたアレッシオに目を向けると、確かに彼（女）は見たこともないくらい引き攣った顔をしていた。

　フランチェスコは「笑顔」と言ったけれど、こめかみがピクピクと痙攣し、笑顔を飛び越えて怒りの表情である。

「当たり前だ。ふざけるな。なんで俺までこんな格好をしなければならない？　お前が俺のふりをするだけで十分だろう」

「フランチェスカが城のどこにもいなかったら困る」

「いつも通り、お前専用の別館にでも引きこもっている設定でいいだろうが！」

　兄妹がどちらもアレッシオの声で喧嘩している妙な光景――キーラは感心してしまい、ほうっと息をつく。

「アレッシオ様、お静かに。あまり大きな声を出されますと、さすがに外に漏れてしまいます」

　エドワールが注意すると、アレッシオは苦々しい表情で舌打ちする。

　フランチェスカ王女がアレッシオと呼ばれるのも変な感じだ。

　キーラはこんがらがってきた頭をトントンと拳で軽く叩いた。

「とにかく、万が一のことを考えてこうなった。キーラ、さっそく中庭にでも行くか」

「あ！　はい」

　フランチェスコに手を差し出され、キーラはホッとしてその手に自分のそれを重ねた。

「手短に済ませろよ。俺はこんな姿に耐えられない。なんなんだ、この重たいスカートは。長い髪の毛も鬱陶しい。さっさとキスでもして噂になってくれ」

　アレッシオが嫌そうに長い金髪――おそらくウィッグだ――を払いのける。

　その乱雑な仕草をエドワールが咎めるのを眺め、フランチェスコはちょっとだけ肩を震わせた。

「笑ってはいけませんよ。というか、髪……切ってしまわれたのですか？」

「ああ。この件が片付けば、必要なくなるしな。それまではウィッグで誤魔化せる」

「そうですけれど……フラ――あ、えと、アレッシオ様の髪はとても綺麗だったので、もったいないと思ってしまいます」

　すると、フランチェスコがキーラの唇に人差し指を押し付ける。

「キーラ」

「！」

　いつもより低い声で名を呼ばれるとドキッとして頬が熱くなった。

「俺のことは『殿下』と呼ぶように」

「あ、はい、わかりました。殿下」

　言い間違えは疑われるきっかけになる。気をつけなければならない。「殿下」ならば、フランチェスコもアレッシオもそうなので、少し気が楽だ。

「では、行くぞ」

　開けられた扉から廊下に出た瞬間、手足の先が冷たくなった気がした。

　廊下を歩くだけなのにドキドキするのは、自分が重大な任務遂行中だからだろうか。

　キーラは時折振られる他愛ない会話になんとか相槌を打ちつつ、一生懸命足を動かした。

　しばらく歩いていくと、向かい側から身分の高そうな中年男性とその部下らしき二人組が歩いてくる。

　中年の男性は、キーラたちを見て一瞬驚いたように立ち止まったが、すぐに端に寄って頭を下げる。

「ルケッティ公、収支報告か？　ああ、そうだ。今回の治水事業への協力、感謝する」

「とんでもございません。作業は順調に進んでおります。仕事が増え、国民たちも喜んでおります」

「そうか。成果が出ているようで何よりだ」

「はい」

　ルケッティ公は一瞬キーラに視線を向けた。

　すぐに笑みを浮かべてフランチェスコに視線を戻すが、王子はここぞとばかりにキーラの腰を引き寄せる。

「ああ……彼女はキーラだ。フェルレッティ伯爵の一人娘で、気立てがいい」

「は……本日はお出かけでございますか？」

　王子から彼女を紹介され、ルケッティ公はやや狼狽した様子だ。触れないよう気遣っていたのに、逆に話題を振られてしまったので、慌てて当たり障りのないよう会話を広げる一言を探し出したらしい。

「いや、休憩時間に少し中庭を案内してやろうと思っただけだ。昨日から城に滞在させている。公務が忙しく、なかなかゆっくり話す時間が作れずにいたんだが……それでは一向に話が進まないからな」

「そうでしたか……」

　ルケッティ公は明らかに反応に困っている。

　パーティでの出来事は知っているはずだし、最近の噂ももちろん耳に入れているだろう。自分たちの予想とは違っているらしい二人の関係を呑み込めていないようだ。

　王子の婚約者候補を本人の前で悪く言えるわけもなく、焦りが伝わってくる。だが、彼からキーラに対する敵意や嫌悪などは感じられなかった。

　ルケッティ公爵家には息子しかいないので、アレッシオの婚約者の座を争うつもりはもともとないのだろう。

　そういえば、現当主は先代と違って強引な政策を嫌っているとエドワールも言っていた。他人を利用したり、蹴落としたりすることはしない人のようだ。

　とはいえ、立場的に伯爵令嬢が王子を射止めたことを手放しで喜べるわけでもない……といったところだろうか。

　微妙な立場に置かれたルケッティ公を見ていると、なんだか申し訳ない気持ちになった。

　これ以上会話を広げるのは無理だ。ルケッティ公がこの場を早く切り上げたがっているのは、キーラにもなんとなくわかる。

「あの……殿下……」

　キーラはか細い声で呼びかけながらフランチェスコの袖を引っ張った。

「ああ、すまない。早く行こう。ルケッティ公も足止めをして悪かったな」

「いいえ。では、私たちはこれで」

　深く頭を下げてその場を辞したルケッティ公が遠ざかっていくのを確認し、キーラはホッと息をついた。

　彼がこの気まずさから逃れられたことと、入れ替わりにも気づかれずに済んだという安心を強く感じ、自分が思った以上に緊張してきたことに気づく。

「キーラ、硬くなりすぎだ」

「う……申し訳ありません」

　そうは言っても変装や演技に慣れているフランチェスコとは経験値が違うのだ。

　これくらいは大目に見てほしいと思いつつも、気を取り直して廊下を進んでいく。

　中庭へ行く途中の曲がり角でエドワールとアレッシオとは別れることになっている。そこで少し会話をして、フランチェスコとキーラは中庭へ向かった。

　中庭では護衛に少し距離を取ってもらう。

「ルケッティ公に会えたのはラッキーだったね」

　フランチェスコとキーラは腕を組んで密着しているので、大きな声を出さずとも会話ができる。外の広い空間であることも相まって、離れた場所から二人を見守る護衛にも聞こえない。

「はぁ……ドキドキしました……」

「うん。でも、キーラは公爵の前で緊張するのが普通だと思うし、よかったんじゃないかな？」

　確かに、変に落ち着いた態度でいるよりは自然だったとは思う。

「それより、ドキドキしたのはさっきだけ？」

「へ……っ!?」

　力強く腰を引き寄せられてさらに密着する体勢になり、キーラは言葉を詰まらせた。

　両手を彼の胸板につき、何事かと上目遣いでフランチェスコの様子を確認すると、真剣な顔が間近にあって頬が熱くなる。

　綺麗な青い瞳に自分が映っているのがわかるくらいの至近距離で、呼吸が乱れた。

「今はどうだ？　ドキドキしているか？」

「あっ、あの、あのっ！」

　誰にも聞かれていないのに、フランチェスコの口調はアレッシオ寄りになっている。

　キーラはいつもと違うフランチェスコに翻弄されっぱなしだ。

「確かめてみようか？」

「え！　あ――っ」

　フランチェスコはフッと笑みを零し、キーラの腰を両手でしっかり掴む。そのまま軽々と彼女の身体を持ち上げたことに驚いたのも束の間、彼がキーラの左胸に頬を寄せた。

「ふ、わっ！　殿下!?」

　地に足がつかず、キーラは不安定な体勢を支えるために彼の肩に手をつく。

　ドレスの薄い布一枚しか隔てずに肌を合わせたら、キーラの心臓が壊れそうなほど高鳴っているのが知られてしまう。

　いっそこのまま心臓が口から飛び出てくれれば、鼓動の速さを悟られずに済むだろう。そんなおかしなことを考えてしまうほど、キーラの脳内は大混乱中だ。

　キーラが顔を真っ赤にして羞恥に耐えていると、フランチェスコが満足そうに微笑む。

「ドキドキしているね」

　そう言いながら、彼はキーラを地面に下ろしてくれた。

　キーラはホッと息をつくが、フランチェスコはそう簡単に逃げ道を用意してくれるわけではないらしい。

「じゃあ、次の質問。俺と……私と……どちらにドキドキしている？」

「そんなの、フランチェスコ様に決まっているではありませんか」

　思わず本当の名を呼んでしまい、キーラは慌てて口を押さえた。

「ふふ。大丈夫、ここなら誰にも聞こえないよ」

「意地悪な質問しないでください……」

　むぅと頬を膨らませて、楽しそうな王子をじとりと睨む。

　王子に向かっての態度としては不適切だろうが、これだけからかわれているのだ。少しくらいは仕返ししても罰は当たらないはず……

「ごめん」

　フランチェスコは眉を下げて困り笑いをし、キーラの頭にそっと手を置いた。

「いつもと違う呼ばれ方をしているせいかな……キーラの反応も普段と違う気がして、不安になったんだ」

「……いつもと、同じですよ。私はいつも……フランチェスコ様にドキドキさせられています」

　キーラはずっとフランチェスコと一緒にいる。他の誰かが入り込む隙などない。

　彼女の視線の先で嬉しそうに細められた目――その瞳の色は変わらず澄んだ青だ。キーラとともに映る感情が彼女の心を震わせる。

（あ……瞳が、違うんだ……）

　それに気づいたとき、引っかかっていた何かが心にストンと落ちた気がした。

　微妙な仕草の違いもあるが、アレッシオとフランチェスコの最大の違いはキーラを見つめる瞳だ。

「キーラ？」

　そんなことを考えていたら、キーラは無意識にフランチェスコの目元に手を伸ばしていた。

　背伸びをしてフランチェスコの目元に触れる。

「目が……」

「目？」

　フランチェスコは首を傾げて視線を上に向けた。そんなことをしても、自分の目は見えないというのに……

　キーラはおかしくて、くすくすと笑う。

「わかりました。私がすぐに〝殿下〟に気づいた理由……瞳が違います。仕草も女性らしさが出てしまっているので直してください」

　小さな発見がとても特別に思えて、キーラは得意げにフランチェスコに助言する。

　王子は驚いた表情をしていたが、すぐに彼女を優しく抱きしめた。

「なるほどね……つまり、キーラを好きな気持ちは隠しきれないってことだ。キーラはそれをちゃんと見つけてくれて……嬉しく思ってくれている？」

「えっと……」

　知らないうちに自分が好かれていると自信満々に答えたことになっている。

　色も形もそっくりな瞳の違いは、そこに宿る王子の感情や雰囲気で感じ取るしかない。

　キーラはその違いを発見したことが嬉しかった。だが、彼女の感じるフランチェスコの瞳の奥の優しさや柔らかな雰囲気が〝キーラを好きな気持ち〟だと言われると恥ずかしい。

「嬉しくない？」

「う、それは……」

　キーラを見つめる真剣な瞳の奥の感情が兄王子とは異なると感じた――その発見が嬉しくて仕方ないということは、キーラはフランチェスコの好意を喜んでいるということだ。

（やだ……そんなの、当たり前でしょう？　王子様に好意を寄せられて悪い気分になる人なんて、見つけるほうが難しいわ）

　きゅうっと胸に響く甘い疼きを誤魔化すように心の中で言い訳する。

　フランチェスコはキーラの頭をそっと抱え、自分の左胸に寄せた。

　トクン、トクン、と聴こえる鼓動は、キーラが感じる疼きと共鳴しているかのようだ。

「ドキドキしているのがわかる？」

　その答えを言葉にできなくて、キーラは唾を呑み込んだ。

　すると、密着しているフランチェスコはそれを感じて肯定と受け取ったらしい。

「私がドキドキしているのは、キーラのことが好きだからだよ。キーラは？　キーラがドキドキしている理由は？」

　追及するような言い方ではあるが、彼の口調は優しい。

　王子にときめいて速まる鼓動を聞かれた上、キーラは「フランチェスコ様にドキドキしている」とも言った。

　そんな彼女の気持ちに、フランチェスコはすでに気づいているだろう。

　それでもキーラ自身が答えてくれるのを待っていて、すべてを受け止めようとしている。

（正直に言っても……いいの？）

　以前、フランチェスコは素直なキーラが好きだと言ってくれた。

　言い訳をしたり、嘘をついたりする必要はどこにもない。

「それは……好き、だからです」

　消え入るような声でなんとかそう言うと、フランチェスコは嬉しそうにくすっと笑った。

「うん。私も……キーラのことが好きだ」

　近づいてきた唇を、瞼を閉じて受け入れる。

　ふわりと優しく重なったそれは、すぐに離れ、キーラはおそるおそる目を開けた。だが、すぐにまた柔らかな感触が押し付けられて、息を止める。

　今度はなかなか離れてくれない唇を受け止めつつ、キーラはぎゅっと目を瞑った。

　キスというのはどれくらいの長さをするのが普通なのだろう。

　一度目も二度目もほんの少し触れただけだったので、平均がわからない。

　ただわかるのは、三度目がすぐに終わらないらしいということだけだ。

（どうしよう……！　目、は……まだ開けたらダメ？　でも、息が苦しくなって……）

　頭の中では初めての経験で慌てる小さなキーラが同じ場所をぐるぐると駆け回っている。

　そのせい……ではないのだが、王子と唇を合わせている実際のキーラの呼吸もつらくなっていく。

　キーラは無意識にフランチェスコから逃れようと片足を後ろへ引いた。

「……っ！」

　だが、いち早く彼女の逃げの姿勢を察知したフランチェスコの腕が腰に回る。グッと身体を引き寄せられ、さらにもう片手が後頭部を抱え込み、逃げられなくなった。

（う、苦しい……でも、鼻息がかかっちゃうから！）

　もう少しの我慢だ。

　フランチェスコだって、同じ時間息を止めているはずなのだから。

　きっと、そろそろ……もうすぐ……あと、少し……

（む、り……！）

　ところが、キーラの思う「もう少し」はまったく訪れる気配がない。

　彼女は王子の胸板をポカポカと叩いて限界を伝えつつ、空気を取り込むために口を開けた。

　さすがに解放されるかと思ったのも束の間、フランチェスコは「息はしていいんだよ」と言うが早いか……再び唇を塞ぐ。

「ん、むぅ!?」

　その瞬間、脳内で走り回っていたチビキーラの頭がボンッと煙を噴いた。

（ええ！　何、これ……大人の階段……っ!?）

　心の声での慌てぶりは父親を彷彿とさせ、戸惑いつつもやはり親子だと変に冷静に突っ込みを入れてしまう自分もいる。

　王子の胸にしがみつき、されるがままになるしかない。

　脳内のキーラはすでに昇天した。

　現実の自分もすぐにそうなる……その予感は正しいだろう。

　甘くて濃厚なチョコレートのようなキスは、キーラが求めてやまなかった〝大人〟というものを教えてくれた。
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　――そうして、どれくらい経ったのか。

　キーラはついに腰を抜かし、青々とした芝生の上に座り込んでしまった。そんな彼女の前に跪き、フランチェスコが顔を覗き込む。

「キーラ、大丈夫？」

　その問いに、キーラは緩く首を横に振った。

　大丈夫ではない。

「ごめん……キーラが『好き』って言ってくれて嬉しくなっちゃって……これ以上はしないよ」

「当たり前です……！」

　大人の階段は一段昇るのも一苦労だ。

　少しずつもっと時間をかけていただきたい。

　キーラがむくれて言うのがおかしかったのか、フランチェスコはくすくす笑って彼女の髪を指で梳く。

「でも、これからはもっと素直に気持ちを伝えてほしいな」

「それは、恥ずかしい……です」

「そう？　でも、もうみんなにも見られちゃったと思うし、これ以上恥ずかしいこともないと思うけど」

　キーラがハッとして城のほうへ視線を向けると、中庭に面した廊下を行き来するメイドや貴族たちが見えた。

　仕事で城にやってきたであろう貴族たちがこちらをチラチラと気にしつつ通り過ぎていく。

　メイドたちは普段と変わらないように見えるが、内心はこのゴシップに浮き足立っていると思われる。主に対して不躾な視線を送らないよう厳しく教育されているから、表に出さないだけだ。

　木陰や花壇の花に隠れていたわけでもない二人の長い口付けを目撃した人間は多いだろう。

「ひぇっ、なんてことを……」

　キーラが引き攣った顔になると、フランチェスコは城を背にして彼女にいたずらっ子のような笑みを向けた。

「だって、それが目的でしょう？」

「そうですけれど……」

　キスまで見せつける必要はなかったはずだ。

「まぁ、アレッシオといちゃいちゃしていたと勘違いされるのは癪だけど……」

　問題はそこではない。

　フランチェスコが的外れな不満を漏らすので、キーラは頭を垂れた。

「なにはともあれ、ルケッティ公にはっきりとキーラを城に囲っていると伝えたし、噂はすぐに広まるよ。それじゃあ、最後の仕上げといこうか」

「えっ、きゃ！」

　急に身体が浮いて、キーラは短く悲鳴を上げた。

　フランチェスコに横抱きにされたのだ。不安定な体勢が怖くて、王子の胸に縋りつく。

「落としたりしないから安心しろ」

　すると、フランチェスコは真面目な表情を作り、歩き出した。

　そうしてキーラを横抱きにしたまま廊下を歩けば、当然注目を集める。

（うう……嫌がったりしたら怪しまれるわ）

　素直に運ばれるしかない。

　それでも、キーラは周囲の視線に耐えられず、せめてもの抵抗として客室につくまで両手で顔を覆うのだった。
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　数週間後。

　初日にこれでもかとアピールしたため、アレッシオとキーラの婚約の噂は瞬く間に広まった。

　あの後も、フランチェスコはできる限りキーラと一緒に過ごしたし、過剰と言ってもいいほどのスキンシップを見せつけたのだ。

　騎士団の訓練を見学させられて、「キーラがそこにいるだけで場が華やぐ」とか「癒やしの女神だ」とか言われたときは、卒倒しそうになった。

　騎士たちも王子の甘い台詞にかなり驚いていたようだ。普段の姿からは想像しがたいのだろう。

　屈強な男たちは揃って目をまん丸にして、ぽかんと口を開けていた。

　彼が別人だとは知る由もない騎士たちは、戸惑うに決まっている。

　そうして、すべてが順調に進んでいると思われたのだけれど……

「……なかなかうまくいかないねぇ」

　向かいで紅茶を啜っていたフランチェスコが呑気な声を出す。

　今日はアレッシオが一日公務で城を空けるため、キーラたちはサロンでお忍び茶会中だ。

「そうですね……私が城に住み始めて、もうだいぶ経ちますけれど……」

　肝心のグラツィアーニ公の反応が薄い。

　一度、廊下ですれ違ったときも軽く会釈をされただけだった。嫌味を言われることもなければ、睨まれることもなく、待てど暮らせどキーラの身には何も起こらない。

　こう言うと襲われるのを期待しているようだが……

（ううん、実際に待っているのよ。あちらから行動を起こしてくれないと、こちらも下手に踏み込めないもの）

　言いがかりだとしらを切られたら、フランチェスコたちの立場が悪くなる。

　エドワールもなかなかグラツィアーニ邸に忍び込む隙が見つからないと困っていた。

　素人のキーラですら、この作戦は失敗なのではないかと感じている。二人はすでに他の方法を考えているかもしれない。

　そうなると、キーラの役目も終わりということになる。

「あの、フランチェスコ様。一つ、お願いがあるのですが……」

「うん、なあに？　何でも言ってよ」

「一度、フェルレッティの屋敷に戻ってはいけませんか？」

　すでに数週間が立ち、キーラは自分が城にいる意味を疑問視していた。

　両親は事情を知っているものの、こんなに長い間、娘が家を空けることは初めてで心配しているだろう。

　フランチェスコに気に入られたとはいえ、正式な婚約発表もないのだ。

　アレッシオ王子と婚約するのではないかという噂も立っている。娘の将来がどうなってしまうのか、不安に思っているはずだ。

　正式にお役御免になったわけではないが、一度顔を出すだけでも安心させることができるのではないか。

「諸手を挙げて賛成はできない……かな。でも、反対する理由も薄れてきちゃって……キーラはご両親のことが心配でそうしたいのだろうし」

　珍しく迷いを見せるフランチェスコは、顎を擦って考え込む。

　グラツィアーニ公がここまで動かないとなると、狙われる可能性は低いかもしれない。だが、完全に可能性がゼロになったわけでもない。

　キーラの気持ちは理解しつつも、彼女を危険には晒せないと思っているのだろう。

「護衛の方もつけていただいていますし、一日だけでも……ダメでしょうか？」

「いいのではありませんか？」

　そこへ、トレーを持って入ってきたのはエドワールだ。

　テーブルに置かれた小さなカップには、アイスクリームとフルーツが盛りつけられている。

「グラツィアーニ公爵家はアレッシオ様とキーラ嬢の婚約に食いつかなかった……フェルレッティ伯爵邸の警備は強化済みですし、専属の護衛を伴えば移動の際のリスクも抑えられます。何かあった場合の連絡手段も手配しましょう」

　側近の意見を聞いても、フランチェスコはしばらく黙ったままでいた。

「エドワール。お前の考えていることくらい、私にもわかる」

「……と、言いますと？」

　あまり納得のいかない表情の王子に、エドワールは片眉を上げて首を傾げた。

「これ以上キーラを巻き込むなと言っている」

「そう言われましても……キーラ嬢はすでにアレッシオ様の婚約者として囮になっています。その危険性は彼女も承知の上ではありませんか。私は彼女を守るために、万全の警備体制を用意すると申し上げているまでです」

　フランチェスコとエドワールが厳しい声で言い合い、キーラは二人の間の張り詰めた空気にハラハラしてしまう。

「あの……無理ならいいのです。私のわがままでご迷惑をおかけするわけには……」

「わがままなんかじゃないし、迷惑じゃないよ。ただ、私にはキーラを守る義務がある」

　キーラが遠慮しようとするのを片手で制し、フランチェスコは首を横に振った。その視線はエドワールを真っすぐに捉えたままだ。

「とにかく、余計なことはしないで。わかったら、すぐに準備を」

「かしこまりました」

　エドワールはすぐにサロンを後にした。

　彼の姿が見えなくなってから、フランチェスコはキーラに向き直る。

「キーラ。こちらも万全の体制をとるけど、気をつけて行くんだよ。身の危険を感じたら助けを求めてほしい。必ず、私が駆けつけると約束する」

「そんなに心配しないでください。実家に帰るだけですし……でも、ありがとうございます。フランチェスコ様」

「礼なんていらない……でも、本当に注意してね。城の内と外では状況も変わるから」

　フランチェスコはキーラの身に危険が及ぶことをかなり心配しているようだ。

　だが、エドワールの言った通り、アレッシオの婚約者のふりを引き受けた時点からそんなことは承知している。彼らはしっかり護衛をつけてくれているし、フランチェスコが必要以上に気にすることはない。

「大丈夫ですよ。気をつけます」

　フランチェスコを心配させないよう、キーラは両拳を握って見せた。
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　翌日。

　さっそく実家に帰ることになったキーラは、馬車に揺られていた。

　見送りの際、アレッシオになりすましたフランチェスコにはだいぶ渋られたが……それは、周囲への「キーラと離れたくない」アピールもあったようだ。

　昼間の明るい街中で人を襲ったり攫ったりするのは簡単ではない。

　今のキーラは馬車に乗っている。それを止めるとなるとかなり目立つ行為だし、必ず目撃者が現れる。

　警戒するに越したことはないが、過度に怖がることもないだろう。

（お父様、大丈夫かしら？）

　フェルレッティ伯爵家はよく理解できないまま国家機密に巻き込まれ、これまたよくわからないまま娘を城に上げることになった。

　あの頼りない父には抱えきれない出来事の連続だ。慌てふためくだけならばいいが、胃痛を訴えたりしていないか……

（何か、美味しいものでも買っていったほうがいいかしら？　緊張をほぐすハーブティーでもいいわね）

　フランチェスコとの茶会で、キーラは茶の種類に少し詳しくなった。城下町ならば、茶葉を豊富に扱う店もある。

　心配をかけている父に、手土産くらい贈りたい。キーラはそう思いついて、御者に声をかけた。

　少し買い物をしたいと申し出ると、城下町の近くで馬車を止めてくれる。

「キーラ様」

「フーゴさん、ごめんなさい。茶葉を少し買いたいんですが、ついてきていただけますか？」

　城に上がってから、ずっとキーラについてくれている護衛は、フーゴという名の青年だ。

　まだ騎士団に入って数年だが、腕は一流で真面目な性格だとフランチェスコが信頼を置いている。

　王子は彼に経験が少ないことを心配していたけれど、田舎出身で貴族同士の派閥争いに無縁である点を何事にも代えられないと判断したらしい。

　長く伯爵家の当主を務めている父の有様を見ているキーラからしたら、必ずしも経験がものを言うとは思わない。

　それに、若い彼はこれから任務をこなすことで経験を積むのだ。王子の命でキーラの警護をすれば、彼の経歴にも少しは役に立つ。

「ついていくのはかまいませんが……寄り道は危険度が高くなります。もちろん最善を尽くしてお守りしますが、キーラ様もご覚悟のうえでご判断をお願いいたします」

　フーゴはキーラの希望を否定はしないが、いい顔もしない。

　キーラがどうしてもと言うならば任務はまっとうするということなのだろう。

　こういう柔軟なところも、フランチェスコに信頼されるのかもしれない。

「手短に済ませますから……お願いします」

「かしこまりました」

　キーラが両手を合わせると、フーゴは納得してくれた。

　二人は足早に茶葉専門店に向かい、目的のものを購入する。

　キーラも周囲に気を配りつつ慎重に移動はしていたが、彼女を気にかける人間はいなかった。ホッとしつつ、馬車へ戻る途中――

「あら？　貴女」

「え？」

「そう、貴女よ。キーラとか言ったかしら？」

　目元の黒子が印象的な赤髪の女性――今度はすぐにスザンナだと気づく。

「あ……スザンナ様」

「こんなところで一人ふらふらと……不用心じゃなくて？」

　スザンナは相変わらずの高圧的な物言いで顔を顰めた。

　だが、不用心だというのは否定もできず、キーラはいたずらが見つかった子どものような気持ちになる。

「それは……申し訳、ありません」

「私に謝ってどうするのよ。貴女、いくら伯爵家の娘だからといっても、その振る舞いはいかがなものかしら？　アレッシオ様の顔に泥を塗るつもり？」

「いえ……そんなことは……」

　痛いところを突かれ、キーラはたじたじだ。

　アレッシオの婚約者に一番近いと噂になった以上、それ相応の振る舞いがあることは、もっとしっかり頭に叩き込むべきだった。

　どこかで〝婚約者のふりだから〟という油断があったし、グラツィアーニ公爵家が介入してこないので気が緩んでいる。

「まぁでも、装いはだいぶ見られるものになったわね。アレッシオ様に見立てていただいているのなら当然だけれど……それにしても、城下町に買いにきたのが茶葉って……」

　キーラが抱える紙袋を見て、スザンナは呆れたように肩を竦めた。

「もっと他に行くべきところがあるのではなくて？　殿下の隣に立つのなら、ふさわしい身なりというものがあるの。ドレスはギリギリ及第点だけれど、その地味なアクセサリーはいただけないわ。髪の手入れや肌の手入れは？　どちらの方にお任せしているの？」

「えぇと……そういったことは、その……フランチェスカ様にご教示いただいていて……」

　矢継ぎ早に質問されても、キーラにはさっぱりわからない。

　とにかく美容に関することはフランチェスコに任せっぱなしなので、そのように答えたら、スザンナが目を吊り上げて怒り出した。

「貴女、フランチェスカ様の手を煩わせているの？　なんて図々しい方。いい？　まだ正式に婚約者でもないくせに、そんな甘えは許されませんわ。もっとご自分で努力なさるべきです。ああ、まったく……イヤリングもブレスレットもしていないじゃない。そのネックレスも貧相ですわ。すべてを揃えるのは無理でも、それはないでしょうに」

　伯爵家の貴女にはそれほどの金はないだろう……そんなふうに聞こえるのは、キーラの気のせいだろうか。

　グラツィアーニ公爵家に比べたら、どの家も〝金がない〟だろうに。

（そのお金も、どこからもらっているのかしらね！）

　思わずムッとして心の中で叫ぶ。

　言えるものなら言ってやりたい嫌味だが、グッと堪えた。

「そうだわ。香水くらいなら、貴女の手持ちでも買えるのではなくて？」

「はぁ……でも、私、もう戻らないと……」

　彼女といても不快な気持ちになるだけだし、これ以上馬車を待たせると心配をかける。

　それに、後ろで控えているフーゴが「早く帰りましょう」と念を送ってきている気がした。

「少しくらい大丈夫でしょう？　女性の買い物が長引くことくらい、御者ならわかっているわ」

「大変失礼ですが、キーラ様はフェルレッティ伯爵との約束がありますので……」

「何よ、それくらい適当に理由を作りなさい。私が直々に淑女の嗜みを教えて差し上げるのよ？　アレッシオ様の隣に立てるようにしてあげると言っているのよ」

　フーゴが止めに入ると、スザンナは不愉快だと言わんばかりに彼を睨みつけた。

　ただの護衛に口出しされたのが気に食わなかったのだろう。

　とはいえ、スザンナは先ほどからキーラの身なりを気にしているらしい。かなりの上から目線ではあるが、要するにキーラを王子にふさわしい人間にしたいということなのだろうか。

　キーラはスザンナの強引さに困惑しつつも、もしかしたら彼女なりの親切心なのかもしれないと思い始める。

（言動には問題があるけれど……）

　しかも、キーラが行くまで引きそうにない。

　ここで押し問答するよりも素直についていったほうが、逆に早く帰れる気がする。

「わかりました。では、香水選びをお願いします」

「キーラ様……！」

「フーゴさん、スザンナ様はお付きの人と二人のようですし、店には店主さんや他のお客さんもいると思います。ここで時間を食うより従ってしまいましょう。それとも、周囲に怪しい人が？」

　キーラがフーゴに耳打ちすると、彼は観念したらしく短くため息を吐く。

　ここまでで怪しい人影は確認できていないということだ。

「かしこまりました。私もご同行させていただきます」

「もちろんよ。さ、行きましょう」

　キーラがフーゴを説得したところ、なぜかスザンナが得意げな顔をする。

　そうしてキーラはスザンナが贔屓にしているという香水店へと向かった。

　上客らしく店の奥の個室へ案内され、キーラは緊張に身体を強張らせる。

　部屋にはスザンナと彼女の付き人である老齢の執事、キーラとフーゴの四人だ。誰かが隠れるような場所もない……と思われる。

（大丈夫よね？　フーゴさんだっているのに……この二人では乱暴なことはできないはずよ）

　いくら二人がかりとはいえ、公爵令嬢と老執事が体格のいい訓練された男性に敵うとは思えない。

　店主がスザンナに頼まれた香水をトレーに載せて入ってくると、部屋には五人になる。

　スザンナは自分のお気に入りだという香水や、店で一番人気の香水をはじめ、いろいろな香りを試すよう勧めてくる。

「まずは、この紙で匂いを試してみなさいな」

「はい……」

　予め香水を沁み込ませている試香紙を次々に手渡され、キーラは匂いを嗅いでいく。

「どう？　気に入った香りがあれば肌で試しなさい。紙とは香りの立ち方が違うのよ。時間が経っても香りが変わるから、じっくり選ばないとね」

「そうなんですか……」

　それぞれ甘い匂いや苦手な匂いだという大雑把な感想は出てくるものの、正直違いがよくわからない。立て続けに様々な匂いを嗅いだので、鼻がおかしくなりそうだ。

「どれも素敵でしょう？　私はこれがいいと思うけれど……男性を虜にする香りって評判なのよ。きっとアレッシオ様も気に入るわ」

「そうですね……それが一番いい香りだったかも……」

　スザンナが持っているボトルの香水がどんな匂いだったかなど、もはや覚えていない。

　しかし、ここで「わからない」とか「どれも同じに思える」などとは口が裂けても言えず、キーラはなんとか笑顔を作った。

　もうそれでいい。どうせ、スザンナの気に入った物を買わされるのだ。

　とにかく早く帰りたくて彼女の意見に賛成すると、スザンナは満足げに笑う。

「それなら、今日はこれをつけて帰りなさいな。そうだわ。せっかくだし、護衛の貴方もどう？　強い男性騎士にぴったりの香水があるわ」

「いえ、私は――ッ」

　フーゴが首を振るのを見て、キーラは自分の頭とどちらが揺れているのかわからなくなった。

（あれ……？）

　だから、スザンナが彼の顔に香水を吹きかけたのも見間違いかと思う。

　ズキズキする頭――キーラはこめかみに手を当てて、ぐにゃりと曲がる視界をどうにかしようと息を吸いこんだ。

「あらあら、貴女は匂いだけで――のね。大丈夫――よくない――から心配しないで。少し眠――」

　だんだんとスザンナの声が遠くなる。

　重くなった瞼が閉じてしまう寸前、フーゴが床に倒れているのを見た気がした――
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「――様！　キーラ様！」

「ん……」

　自分を呼ぶ声に目を開けると、キーラの視界は真っ暗だった。

（ここ、どこ……？）

　目をぱちぱちさせていくうちに、少しずつ慣れてきて周囲の様子がぼんやりとわかるようになる。

　まず、冷たい石のような床に転がっている自分が認識できた。手足が動かないのは縛られているからのようだ。

　そして、そんなキーラを心配そうに見つめるフーゴ。

「フーゴさん……？」

「ああ、よかった。気がつかれましたね。申し訳ありません。私がついていながら、こんなことに……」

「いいえ、フーゴさんのせいではありません」

　キーラはなんとか身体を捩りながら起き上がり、座ってフーゴと向かい合った。

　身体を動かしたからか、頭もだんだんとはっきりしてくる。

　キーラはスザンナと一緒に香水を選びに行って、匂いを試しているうちに意識がなくなったのだった。

「フーゴさんこそ大丈夫ですか？　顔に吹きかけられていたものは香水……ではないですよね」

　香水だったとしても、顔に吹きかけるのは問題行為だが。

「強力な眠り薬のようでしたね。おそらく、キーラ様が試されていた香水にも、少量ずつ混ぜていたのではないでしょうか。気がつかなかった私の責任です」

「では、やはりスザンナ様が……？」

「そうでしょうね。店主には金を握らせたのかと」

　悔しそうに顔を歪めるフーゴに、キーラは罪悪感を覚える。

　軽率な行動で、彼に迷惑をかけてしまった。フーゴはスザンナを警戒していたし、早く馬車に戻るように言っていた。それを素人の判断で大丈夫だとしてしまったのはキーラだ。

「あれからどれくらいの時間が経ったかわかりませんが、キーラ様が馬車に戻らなければ、アレッシオ様やエドワール様に伝わるようになっています。できれば、外に出たほうが発見してもらいやすくはなりますが……」

「ここは、牢屋……ですか？」

　キーラは扉の隙間から漏れ出る微かな光を頼りに辺りを見た。あからさまな鉄格子などはないが、窓がなく石壁で四方を囲まれている。小さな扉は木でできているようだが、かなり重そうだ。

「そうですね。地下室……本来は食糧庫などにする場所だと思いますが。とにかくここから脱出しましょう」

「でも、どうやって……」

　見たところ、フーゴも手足を縛られている。

　まず歩くことさえも困難なのに、脱出なんて無理だ――と思ったら、彼が両手を挙げ、縄が床に落ちた。

　驚いているキーラの前で、彼は足の縄もするすると解く。

「簡単な縄抜けくらいなら、訓練されています」

　そう言いながら、フーゴはキーラのことも解放し、すぐに扉に近づいた。

「フーゴさん」

　キーラが後を追うと、彼は人差し指を唇に当てる。

　彼女はハッとして頷き、そっと歩いた。

「……外に人の気配はないですね。見張りもつけずに、いったいどういうつもりでしょう」

　フーゴは訝しげな表情になったが、扉が開かないことを確認し、制服の内ポケットを弄る。

　針金のようなものがたくさんついた輪を取り出し、そのうちの一つをノブの隙間に差し込んだ。

　ぐりぐりと木製の扉との境を開くようにしていくと、ノブが外れた。

「……すごい！」

「古いようなので、もしかしたらと思いましたが……よかった」

　フーゴはノブの穴から手を入れた。

　どうやら針金の一つを鍵穴に差し込んで開けるつもりらしい。

　しばらくカチャカチャと金属のぶつかる小さな音が続いた後、カチッと明確な音が響いた。少しずつ扉が開き、奥に階段が現れる。

「これって……」

　見上げると階段の上にも扉があり、そこも閉じられている。だが、上の扉からは光が漏れていて、地下室の中よりも明るい。

「なるほど……あちらには確実に見張りがいるでしょうね。私たちを攫ったのはスザンナ様で間違いないでしょうから、ここは公爵家の屋敷である可能性が高いでしょう。香水店のある城下町からも近いので、わざわざ他へ運ぶことも考えにくい……」

　そう言いながら、フーゴは逃走経路を考えているようだ。

「いいですか、キーラ様。私が先に出て、邸内を探ります。脱出路が見つかったら、私が注意を引きつけるので逃げてください。窓でも、裏口でも、どこからでもかまいません。貴女はとにかく屋敷の外に出ることを優先してください。屋敷の敷地から出て、公爵家以外の人間に助けを求めるのです」

「……わかりました」

　キーラは頷いたものの、実際はフーゴの説明をほとんど聞いていなかった。

（ここがグラツィアーニ公の屋敷なら……不正取引の証拠があるはず）

　これは絶好の機会だ。

　なかなかキーラに近づいてこなかったグラツィアーニ公の隙をつける。

　キーラはフーゴの後ろについていきつつ、不正の証拠が隠されていそうな場所はどこかと考えた。

（書斎……？　寝室？　人に見せたくないものなのだから……人払いしている場所よね）

　人気のない場所を探すしかない。

（輸入品が、って言っていたわ）

　エドワールはグラツィアーニ公爵家が統轄する貿易経路が不正に使用されていると言っていた。

　密輸品を隠すとなれば、調度品などのコレクションを飾る部屋が怪しい。

　高価なものだからと誰も入らないよう言うこともできるだろう。

　そうなると、この地下室に近い場所のような気がする。

（ここだって、こんな変な使い方をするのだから……何か後ろめたいことがあるのかもしれないわ）

　そうやって予想をつけている間に、フーゴは階段上の扉のノブに手をかけた。

「キーラ様、準備はいいですか？」

「はい」

　キーラは走りやすいようにと、ドレスのスカートを膝の辺りで縛って気合いを入れる。

　フーゴはキーラと視線を合わせてお互いに頷くのを合図に、ノブをガチャガチャと回した。

「おい、なんだ？」

「なんで中から……下の扉は？　壊れた音なんか聞こえなかったぞ」

　外から二人の男性の声が聞こえる。

　焦ったらしい彼らは、すぐに扉を開けてくれた。

　すかさずフーゴが外に出て二人を気絶させる。彼らが悲鳴を上げる間もない早業だ。

「キーラ様」

　フーゴに手を引かれ、キーラも外に出る。

　眩しくて一瞬足が止まったが、彼に引っ張られてなんとか足を動かした。

「この辺りはおそらく立ち入り禁止なんですね……公爵家の屋敷でここまで人がいないのは変です。先ほどの二人も、使用人とは思えない雰囲気でしたが……」

　フーゴは外にいたのが執事や警備兵ではなさそうだったことに首を傾げている。

　一方のキーラはすぐに地下室とは別の扉を見つけて足を踏ん張った。

「それなら、そこの部屋に！」

「え？　ちょ、キーラ様!?」

　それまで黙って自分についてきていたキーラが急に立ち止まったので、フーゴが驚く。

　しかも躊躇なくよくわからない部屋の扉を開けて入っていくのだ。

「キーラ様、何を……！」

　部屋の中には数多もの異国の調度品が飾られていた。数が多いせいか無造作に置いてあるといったほうが正しいようなものもある。

　大きな彫刻品や絵画もあれば、小さな陶器まで種類も様々だ。

（数が多い……片っ端から調べるしかないわ！）

　その量の多さに呆気に取られたキーラだったが、すぐにそう思い直し、手当たり次第に調度品に手をつけた。

　普段だったら恐れ多くてこんな乱暴な触れ方はできないだろう。

　だが、今は時間がない。

　とにかく何かしらの手がかりを探さなければならないのだ。

　ティーカップの中や彫刻の裏などを見つつ、何か仕掛けが施されていないか触ってみる。

「キーラ様！」

　キーラの突飛な行動にぎょっとして、フーゴが彼女に駆け寄ってくる。

「証拠を探さないといけないの！　手伝ってください！」

「証拠？　何の証拠です？　貴女を攫ったことなら私が証人ですし、御者も――」

「私のことはどうでもいいんです！」

「どうでもいい!?」

　またもフーゴが目を剥く。

　それもそうだ。攫われて怖い思いをした本人が「どうでもいい」とは、気が触れてしまったと思われてもおかしくはない。

「なんでもいいから、怪しいものがないか調べてください。それを殿下に渡すんです」

「怪しいものと言われましても……」

　フーゴは困惑しつつも、キーラにならって近くの棚に飾ってあるアクセサリーを調べ始めた。

　それを見て、キーラは自分の手元に集中する。

　初めこそ焦りが強かったけれど、夢中になって部屋を調べているうちに急いでいることも忘れていった。

（この数字……何かしら？）

　ふと、小さな皿に施された模様の中に数字のように見える部分があることに気づく。

　あまり芸術には詳しくないので、偶然そのように見えるだけかもしれないが……

（でも、これも……〝２〟と書いていない？）

　そう思うと、他の皿やカップにも〝１〟があるように思えてくる。

　しかし、ただの縦線と言われればそうだ。

「キーラ様、これ……」

　キーラが悩んでいたそのとき、フーゴに声をかけられた。

　顔を上げると、彼はタンスの引き出しから布地を取り出しかけている。その表情は硬い。

　キーラが近づくと、何枚もの布が重ねてしまわれている中の一つ――フーゴが掴んでいる布に、文字が書かれていた。

（日付、と……また数字？）

　高級な布にそんなものを書くのはおかしな話だが、キーラにはその意味がよくわからない。

　だが、フーゴは手を震わせている。彼はさらに布を引っ張り出して、その全体の文字を確認した。数字だけではなく、外国の名も記されている。

「周辺諸国との貿易記録です……」

「では、この数字が示すのはその日に輸入した品の数ですか？」

「そう……ですね」

「いち、に、いち、いち……調度品の数字も一か二ばかりだったけれど」

　リストでは、ほとんどが数個ずつの取り引きになっている。

　グラツィアーニ公爵家が管轄するような貿易路でこんなちまちましたやりとりが日常化しているというのは……違和感がある。

　港にやってくる船の大半が大きな商船であることは、キーラでも知っている。

　その積み荷が一、二個というのは相当大きな品物ということになるが……

「調度品の数字？」

「はい。ただの模様かとも思いましたが……」

　キーラはちょうど手に持っていたカップの縁を指差しながらフーゴに見えるように傾ける。

「なるほど……この品に描かれている数字と照らし合わせて、やりとりを……」

「フーゴさん？」

　フーゴの顔色が悪くなっていくのを見て、キーラはこれがよくないものだということを悟った。

　つまり、彼女が探していた証拠だ。

「これだけでも証拠になりますか？」

「なります。必ず」

　フーゴの力強い頷きに、キーラは広げてしまった布を急いで巻いて握りしめる。

「窓から逃げられます。さすがに外には警備がいますよね……？」

「はい。私が相手をしますから、キーラ様はとにかく捕まらないように走ってください」

　フーゴはそう言いながら周りを見渡して、近くに転がっていた剣を手に取った。捕らわれたときに没収された剣の代わりに、それで応戦するつもりのようだ。

　そうして二人が窓へ向かおうとしたときだ。

「その必要はない」

　と、しゃがれた低い声が響き、キーラとフーゴは驚いて振り返った。

　部屋の入り口にグラツィアーニ公が嫌な笑みを浮かべて立っている。腰が丸まっていて杖をついているというのに、威圧感のある出で立ちだ。

　フーゴはすぐにキーラの前に立ち、剣を抜いた。

「ほう……この私に剣を向けると？」

「私の任務はキーラ様を守ることですので」

　公爵家に逆らうのか、というグラツィアーニ公の威嚇にもひるむことなく、フーゴは剣を収めようとはしない。

「忠実な部下は嫌いじゃない。だが、私はお前たちを傷つけるつもりはないさ」

　気味が悪いほど穏やかなグラツィアーニ公は、その顔に刻まれた皺をさらに深くして一歩前に出た。

「キーラ嬢はスザンナとともに香水店で買い物をしていたが、途中で気分が悪くなった。そこで、スザンナがうちで休ませることにした……」

　手足を縛って閉じ込めておいて、そんな言い訳は通用しない。

　キーラは怒りを通り越して呆気に取られてしまい、言葉が出てこなかった。

「キーラ嬢、私は君がスザンナと仲良くしてくれることを大変喜ばしいと思っている。ぜひ、フェルレッティ伯とも懇意にしたい。どうだろうか？」

　いったい何が目的でそんなことを言い出したのかがわからず、嫌な汗が背を伝う。

　どのように対応するのが最善なのだろうか。

　キーラはごくりと唾を呑み込んだ。

「フェルレッティ伯とは一度ゆっくり話がしたかったんだよ。領民にも親しみやすい振る舞い……素晴らしい。頭のいい人なんだろうね。きっと私の事業に理解を示してくれるだろう。手伝ってもらえるのならば、もちろん報酬を差し上げる」

「人身売買に理解を示すわけがない。手伝うなんてもってのほかだ」

　それまで黙っていたフーゴが耐えられないと言わんばかりに叫ぶ。

「人身、売買？」

　キーラはあまりにも衝撃的な言葉に慄いた。

　思わず手に握っているリストを見て、その数字の意味を悟る。

（商品じゃない……人、だから……）

　他の商品に紛れて数人ずつ取り引きをしていた。

　キーラたちが閉じ込められていた地下室も、彼らを隠すための場所なのかもしれない。

「誤解しないでおくれ。これは人助けだよ。人手が欲しい人間と金が欲しい人間、双方の希望が一致しているんだ。私はその仲介――貿易のついでに、輸送手段を提供しているだけだ」

　あくまでも自分は当事者ではないという言い分のようだ。

「それが違法だと知っているから、こんな隠し部屋を作っているのでしょう？」

「キーラ嬢、法というのはね……変えることができるんだ。今はみんながこの有益性を理解していないだけで、認められるときがくる。たとえば……殿下の寵愛を受ける貴女が助言をするとね」

　笑みを深めるグラツィアーニ公に、キーラは腹から何かがせり上がってくるのを感じた。

　フランチェスコは国民のために自分を犠牲にすることはあっても、国民を犠牲にすることはない。アレッシオだってきっとそうだ。

　国の王子を、そしてキーラを〝簡単に言うことを聞かせられる人物〟だと思っているグラツィアーニ公には腹が立った。

「殿下が私を愛してくださるのは私がかわいいからであって、政治的な助言をさせるつもりなどないでしょう。もちろん、私も貴方に屈して政治に介入するなど愚かな真似はしません。私は頭がいいので！」

　父に対する嫌味を嫌味で返してやり、思わずしたり顔で胸を張る。

　だが、グラツィアーニ公は怒る素振りは見せず、相変わらず余裕の笑みを浮かべたままだ。

「そうかい。それならば仕方ない……キーラ嬢はスザンナの好意を無下にしたあげく、公爵家の調度品を盗もうとして捕らえられた。護衛も共犯だ」

　グラツィアーニ公が杖で軽く床を叩く。

　その音とともに、部屋の外に待機していたらしい男たちが数人中へ入ってきた。先ほどフーゴにやられた二人もいる。

「キーラ様、逃げてください！」

　フーゴが叫ぶやいなや、キーラは窓へ向かって走った。

　調度品が倒れたり割れたりする音を聞きながら、なんとか窓の施錠を外す。ちらりと背後を確認すると、フーゴは男たちがキーラに近づけないように部屋を荒らしつつ彼らを蹴散らしていた。

　だが、そのうちの一人がフーゴの視界の外から突破してくる。

（間に合う？　早く、早く！）

　男との距離はすぐに縮まってしまう。自分を鼓舞しながらキーラは窓枠によじ登った。

「女を捕らえろ！」

　太くてすごみのある声は、グラツィアーニ公だ。先ほどまでの穏やかさなど微塵もない。

　恐怖で動けなくなりそうだが、彼がここまで必死なのはキーラの持っている布が確固たる証拠になってしまうからだ。

（もう少し！　早く！）

　キーラがようやく窓を越えようとしたとき、窓の横から何かが出てきて視界にぬっと大きな影がかかった。

「――っ！」

　まさか、外にも待ち伏せしている者がいたのか。

　部屋の中へ引き返すこともできず、まさに窓から飛び出ようとしていたキーラはそのまま外へ出てしまい、影の胸にすっぽりと収まった。

　ああ、もう終わりだ――

「捕まえたぞ」

　観念して目を瞑ったキーラだったが、その声と覚えのある温もりにハッと顔を上げる。

「殿下！」

　そこにいたのは、フランチェスコだった。無論、キーラ以外の者はアレッシオだと認識する。

「殿下？　こんなところに、なぜ……？」

「私のキーラが城下町で行方不明になったと知らせを受けてな。どうやらスザンナ嬢と一緒にいたらしいと言うので、訪ねたが……何かタイミングが悪かったか？」

　こんな屋敷の隅の部屋の窓から訪ねたというのもおかしな話だが、グラツィアーニ公にそれを訝しむ余裕はないらしい。

「とんでもございません。キーラ、様は……香水の匂いにあてられてしまい、休んでいただいていたのですが……その、どうにも、手癖がよろしくないようですな」

　グラツィアーニ公は顎を擦りながら、荒れた部屋を見回して迷惑そうな顔をする。

　堂々としているようにも見えるが、杖がカタカタと震えている。

「そうか。それは悪かった。しかし、この布はどこの国から仕入れたんだ？」

「それは――！」

　フランチェスコはキーラの握りしめている布をひょいっと取り上げ、端を摘まむ。

　すると、丸まっていた布がひらひらと広がった。

「ずいぶんと趣味が悪いな」

「私の趣味ではございません。そちらはキーラ様がお持ちになったものでは？　私のコレクションを見たいというので案内したら、その怪しい布をタンスに入れようと……」

「なんて嘘を言うのですか！」

　苦しい言い訳ばかりだ。とにかく何もかもを他人のせいにしようとする公爵は許せない。

「ああ、まったく、おかしいと思ったんだ。身分もわきまえず、アレッシオ様に取り入るなんて。私に濡れ衣を着せるつもりだったんだろう？」

　グラツィアーニ公はわざとらしく首を横に振ると、フランチェスコに視線を戻した。

「殿下！　貴方様がお幸せならばよいと黙っておりましたが、この娘はいけません。殿下を謀り、国を混乱に陥れようとする悪女ですぞ！　やはり、我がグラツィアーニ公爵家のスザンナを妃に――」

　ところが、フランチェスコは彼にも彼の言葉にも興味を示さず、キーラの前に跪く。

「キーラ、怪我は？　危険なことはしないでって言ったのに」

「私は何も……フーゴさんが、たくさんの人に襲われて……」

「フーゴは大丈夫だよ。あんな素人、何人いたって彼には敵わない」

　フランチェスコの言う通り、彼はすでに男たちを倒し拘束していた。キーラに向かってきていた男は、王子の登場に驚き立ち尽くしている。

　敵が戦意喪失したことはよかったものの、キーラはフランチェスコの口調が戻り始めていることが気になってしまう。彼が来てくれてもう安心できたはずなのに、まだハラハラするとは……

「殿下！」

　一方、グラツィアーニ公は自分が無視されていることに気を取られ、王子の口調の違和感には気づいていないようだ。

「なんだ、グラツィアーニ公。先ほどから殿下、殿下と……俺のことか？」

「は？　え……？」

　そこへ、本物のアレッシオが現れた。

　屋敷の周りを捜索していたのだろうか、エドワールや他の部下たちは全身葉っぱまみれだ。

　アレッシオはキーラの前で立ち止まり、頭をポンと優しく叩く。

「キーラ、よくやった」

「あ……はい。ありがとうございます、アレッシオ様」

　グラツィアーニ公はまぬけな顔で二人の王子を交互に見つめている。

　アレッシオはそんな彼に向き直り、口を開いた。

「双子の兄弟の区別もつかないとは、その目には権力と富しか見えていないのだな。それも、人身売買とは……グラツィアーニ公爵家も堕ちたものだ」

「どういうことだ？　双子……？　フランチェスカ王女……？」

　どちらがどちらかはわかっていないのだろう。グラツィアーニ公は未だに顔を左右に振りながら呟く。

「ふふ。ご名答。私がフランチェスカ……本当の名はフランチェスコ。つまり男。王子！　貴方のような悪～い貴族に利用されないように王女のふりをしていただけ。二十年も騙されるなんて、案外その目も節穴なんだね」

「己の利しか見えないだけだろう」

　フランチェスコが軽々とひどいことを言うと、アレッシオがそれにかぶせて呆れた声を出す。

「グラツィアーニ公、この件はしかるべき場で裁きを受けてもらう。エドワール、このまま屋敷を捜索しろ。フランチェスコはキーラと城へ戻れ」

「はーい」

　アレッシオの指揮で部下たちがサッと行動に移っていく中、フランチェスコの呑気な返事が響く。

　グラツィアーニ公は膝からその場に崩れ落ちた。
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「待ってくれ。スザンナは……孫は何も知らない。あの子はただ、私にアレッシオ様との婚約を求められていたから――」

　縋るようにフランチェスコの足に手を伸ばすグラツィアーニ公。

　その骨ばった手を除け、フランチェスコはすっかり小さくなった彼を見下ろした。

「スザンナがどのような理由でキーラを攫ったのかは知らないけど、陰湿な娘は嫌いだよ。キーラのように人のために行動できる娘こそ私が望む伴侶だ」

　そう言い放ち、フランチェスコはキーラの腰を抱いて歩き始める。

　キーラが気になって首を捻ると、視線の先の公爵は抵抗することなくアレッシオの部下に拘束されていた。

　彼のやっていたことを思うと、簡単に「よかった」とは片付けられない事件だ。

　それでも、孫を庇う心が残っていたことだけは救いだと思った。

















第四章　王子のプロポーズ












　グラツィアーニ公爵家の不正摘発から数日。

　フェルレッティの屋敷に戻ったキーラのもとに、フランチェスコが訪ねてきた。

「ごめんね、キーラ。すぐに会いにこられなくて」

　キーラの私室に入り申し訳なさそうにする王子に、彼女は首を横に振る。

　フランチェスコにソファに座るよう勧め、自分も向かいに腰を下ろした。

「謝らないでください。わざわざこうして会いにきてくださって嬉しいです。まだお忙しいのでは？」

　グラツィアーニ公爵家の不正は前代未聞の大スキャンダルである。

　社交界の話題はそれで持ち切りだ。

　そういった噂に疎いオリンドでさえ、彼らの爵位がはく奪されることはいち早く聞きつけた。さらに、彼らの貿易路の管轄がルケッティ公爵に移るのではないか、スザンナが修道院に入るのではないか、などという不確かな憶測まで届いているくらいだ。

「まぁ、忙しいのは忙しい。でも、私はまだ王女ってことになっているからね」

　裏でアレッシオの政務を手伝ったり、グラツィアーニ公爵家の処遇について立案検討したりはできるが、表舞台には立てないのだと言う。

「そうですよね……でも、もうフランチェスカ様の格好はなさらないのですね？」

　グラツィアーニ公爵家の一件で暴露してしまったので、あの場にいたアレッシオの部下や公爵家の関係者は彼女の正体を知ったはずだ。

　とはいえ、公爵家の不正の噂のほうが大々的に広まっているので、フランチェスコのことはうやむやになっているのかもしれない。

　フェルレッティ家の使用人たちは何の疑いもなく、訪ねてきたフランチェスコを「アレッシオ」として通した。

「その言い方だとフランチェスカ王女を待っていたように聞こえる……」

「そんなことはありません！」

　フランチェスコが唇を尖らせるので、キーラは慌てて否定した。

「そうではなくて、嬉しいのです。やっとフランチェスコ様が本来のお姿を披露できること。フランチェスコ様の努力がようやく報われたこと……」

　国の安定のために犠牲になってきたフランチェスコが自由になる日は、もうすぐだ。

「ねぇ、キーラ。ずっと思っていたんだけど、キーラは勘違いしているよね」

「……勘違い？」

　いったい何を勘違いしているというのか。

　まったく心当たりがなくて、キーラは首を捻って考えた。

（あ、もしかして……）

　確かに王子の妃の座を狙う人々の対立は避けられたかもしれないが、グラツィアーニ公はそれ以上の大罪を犯したと言える。

　国のためにと女装をしてきたのに、結末としては手放しで喜べるものではない。

　それを努力が報われたなどと呑気なことを言ってしまった。

「申し訳ありません。でも、今回の件はフランチェスコ様のせいではありません。王女のふりをしていなくても、グラツィアーニ公はいずれ人身売買に手を出したのではないですか？」

　グラツィアーニ公の不正は別の話である。

　王女のふりをすることでアレッシオとの王位争いを避けられた。決して無駄な努力ではなかったはずだ。

「それはそうだよ。公爵家が極悪非道なのは私のせいじゃない」

「もちろんです」

　キーラは頷きながらフランチェスコの話を聞く。

　王子が落ち込む必要はない。もし心に引っかかっていることがあるのなら、キーラが寄り添って励ましたい。

「もう一つ重要なのは、私は女装が好きだってことだ」

「ええ、そうです。もちろんです！」

　キーラはさらに首を縦に動かし、賛同の意を示す。

　そうだ。

　フランチェスコは女装が好きなのだ。

「ん……？」

　縦に振っていたはずの首が横に動く。

　頷きすぎて首がおかしくなってしまったようだ。

「そうなんだよ。私は嫌々やっていたわけではない。楽しんでいた。女装は私が好きで続けていたんだ」

「そうで……す？　え!?」

　今度は首が後ろに仰け反る。

　ソファの背もたれにガッと引っかかってしまい、キーラは手で頭を元に戻し、ぶつけたうなじを擦った。

「好きで……女装を……？」

　国のためを思って王女になりきっていたフランチェスコ。

　彼は本当の自分を見失わないよう努力し、女装は「楽しんでいる」と笑って周囲に心配をかけまいとしていた。

　ドレスや化粧品に詳しくなって、キーラを着飾らせてくれて、いつだって優しい人だ。そんな彼は本心を見せないよう周囲を気遣っているのだと思っていたけれど……

「うん。好きなの。私はかわいいものが大好きだし、女装も心から楽しんでいる。それが国のためになるのはよかったと思う。こういうふうに言うと、王子としてどうかと思うけど……つまるところ、利害の一致ってやつだよ」

「利害の、一致……」

　呆然とオウム返しするキーラを見つめ、フランチェスコが苦笑いする。

　キーラの反応に傷つかないように、笑顔で武装しているかのような表情が、彼女の胸をぎゅっと鷲掴みにする。

（嫌じゃないのに、どうしてそんな顔を……）

　好きでやっていたのなら、もっと楽しそうな表情になっていいはずだ。

「幻滅した？」

　そう問われ、キーラはフランチェスコが何を不安に思っているかに気づく。

　エドワールは「女装をやめて、元の王子に戻ってほしい」と言っていた。国王もそう望んでいると。

　自分たちの蒔いた種とはいえ、フランチェスコに重責を負わせたことを後悔しているようだった。彼が女装趣味に走っていることを危惧していた――つまり、王子が「道を踏み外した」と思っている節があるのだ。

　たまに彼が見せていた寂しげな表情は、もっと単純に……自分の趣味に悩んでいたからなのかもしれない。

（道……？　そんなものはいくらでもあるわ）

　どの道を選ぶかなど、好きにすればいい。

　大切なのは、きちんと自分でその道を歩むことだ。

「なんだ……よかった」

「え？」

　キーラの答えが意外だったのか、フランチェスコは眉を上げる。

「幻滅なんてしません。フランチェスコ様がご自分を犠牲にするばかりでなく、楽しんで暮らしていらっしゃることが嬉しいです」

　彼には王子としての道が用意されていた。そこに〝王女〟という道を無理やり作ったのは父王だったけれど、フランチェスコは納得して進んできた。

　もしも、与えられた道に不満があったなら……

（きっと、フランチェスコ様はご自分で他の道を切り開いたわ）

　キーラに出会い、王子に戻ると言ったのもフランチェスコの意志だ。そのために、グラツィアーニ公爵家の不正を糾弾することを決め、実際にやって見せた。

「……敵わない。キーラはかわいいだけじゃない。心が広くて優しい女性だ」

「教えてくださったのは、フランチェスコ様ですよ。好きなものを我慢する必要はないって」

「そうだけど……人に認められないと、難しいこともある」

　フランチェスコの言いたいことはわかる。

　誰だって、多かれ少なかれ周囲の目は気になるものだ。特に彼のような立場ならば、みんなに認められなければならないと気を張るのが常だろう。

「では、私が認めます。好きならば、貫いていいんですよ」

「ありがとう」

　フランチェスコがようやくホッと安堵の表情を見せ、キーラは頬を緩めた。

　王妃も彼の味方だと聞いているが、寄り添う人は少しでも多いほうがいい。

「では、フランチェスコ様は王女のふりを続けるのですか？」

「いや……それはやめるよ。やっぱり、国民に嘘をつくのはいけないと思う。今までは大義名分があったけど、公爵家の問題は一応解決したわけだし……アレッシオも私も、貴族たちに振り回されるような年齢でもないからね」

　彼は〝王女〟にこだわっているわけではないらしい。

　あくまでも女装が楽しくて好きだということなのだろう。

　特に周囲に迷惑をかけることもない。

「そこで、もう一つ……キーラに伝えたいことがあるんだ。一週間後、国中に私の秘密を告白することになった。できれば、そのときに……キーラのことも婚約者として紹介したい」

　そう言うと、フランチェスコは立ち上がってキーラの座っているほうへやってきた。

　彼はキーラの前に跪き、彼女の手を取る。

「キーラ。私は貴女のことが好きだ。私と……結婚してほしい」

　真剣にキーラを見上げる王子の青い瞳に、頬を染める自分が映っているのが見えた。

「返事を聞かせて？」

「……っ、はい。私も、フランチェスコ様のことが好きです」

　キーラが頷いてすぐ、フランチェスコはソファに膝をついて彼女を抱きしめる。

　王子の体重でキーラがソファに倒れ込み、彼女はフランチェスコに押し倒される体勢になった。

「嬉しい。ありがとう、キーラ」

　額に、頬に、そして唇に……ちゅっ、ちゅっとキスをされて、キーラは身体を捩る。

　柔らかな彼の唇が胸元に下りてきたときには、感じたことのない疼きに身体が痺れた。

「ひゃっ、ちょっと、待って……フランチェスコ様……」

「ねぇ、キーラ。大人の階段、昇っておく？」

「う、ええっ!?」

　先日一段昇ったはずなのだが、これ以上はどうなのか。

　すでに頭の中の小さなキーラは目をぐるぐるさせて突っ伏している。

「ごめん。ちょっと、嬉しすぎて止まりそうにないかも」

「あ、わわわ……！」

　慌てふためくキーラをよそに、フランチェスコのキスの雨は止まない。

　結局、キーラは次の階段に片足をかける……くらいには大人の道を進んだのだった。






　　　＊＊＊






　一週間後。

　アレッシオの婚約発表という名目で開かれたパーティには、国の貴族が全員招かれた。

　国民たちへの説明は後日改めて行う予定だ。

「アレッシオ様のご婚約にも、皆さん驚かれるでしょうね」

「そうだね～。今までよく噂が立たなかったと思うよ」

　フランチェスコとともに会場の外から中の様子をうかがいつつ、キーラが呟くと、彼はいつも通り軽く返事をする。

　二人の視線の先にいるのは、アレッシオとクラリッサ――ここ数年、兄王子がちゃっかりお付き合いしていた婚約者の侯爵令嬢だ。

　思い返せば、フランチェスコに求婚されたとき、アレッシオは「自分にはクラリッサがいる」と言っていた気がする。

　キーラは王子からの求婚に狼狽していて、城に滞在している間もアレッシオと会う機会がほとんどなく、すっかり失念していたのだが、今日本人に会って王子の発言に納得がいった。

　だが、一度は婚約者の存在を耳にしたことのあるキーラでさえ、クラリッサが控え室に現れたときは腰を抜かすかと思ったのだ。

　そんな噂すら聞いたことがなく、まさに「寝耳に水」状態の貴族たちは、急に出てきた新たな人物を前に祝いどころではないらしい。

　みんな揃って目を剥いて、会場はなんとも言えない空気に包まれている。てっきりキーラとの婚約の話だと思っていたのだから当然だ。

（お気持ち、わかります……）

　それはさておき、クラリッサは、ほんわかとした雰囲気の美しい女性である。キーラに会えたことを喜び、フランチェスコとの婚約も祝ってくれた。

　さらにアレッシオの婚約者のふりをして攫われたキーラを気遣い、謝罪までするしっかり者。おっとりした雰囲気とは対照的で意外だったけれど、だからこそアレッシオが惹かれたのだろうと思われた。

「――もう一つ、今日は重要な発表がある」

　お似合いの二人をぼーっと見つめているうちに、アレッシオは話を進めていく。

「さぁ、私たちの番だよ。キーラ」

「はい！」

　フランチェスコに手を引かれ、キーラは背筋を伸ばした。

　壇上に向かって歩き始めると、二人に気づいた人々のざわめきが大きくなる。

　アレッシオと瓜二つの男性に驚いているのか、はたまた彼がキーラを伴っていることに驚いているのか……あるいは、その両方か。

　アレッシオとクラリッサの隣に立ち、会場の貴族たちに顔を向ける。

　こんな大勢の人の前に立ったことのないキーラは膝が震えてしまう。

「皆、すでに承知しているかもしれないけれど……二十年前、リベラリア王国に誕生した双子はどちらも男。私の本当の名はフランチェスコ・デ・リベラリア。今までフランチェスカと名乗り、王女のふりをしていた」

　すでに噂を耳に入れていた者たちは、驚きつつも「やはりそうだったのか」と納得した様子を見せる。

　まったく何も知らなかった者たちは、アレッシオたちの婚約発表のときよりも衝撃を受けたようだ。周囲をきょろきょろ見たり、水を飲んだり、卒倒しそうになっていたり……何人か本当に倒れ込んだ者もいる。

「長い間、騙していて申し訳ない」

　深く頭を下げるフランチェスコにならい、キーラも腰を折った。きっと、アレッシオとクラリッサも同じようにしているだろう。

　会場がさらに騒がしくなり、王族が頭を下げたことに困惑している様子がよくわかった。

「アレッシオ、フランチェスコ。みんなも……頭を上げなさい。詳しい説明は私がする」

　そこへ国王ステファノの声が響き、会場が静まり返る。

「見ての通り、私の子どもは二人とも男子だ。二十年前、今よりも貴族院が荒れていた頃……私はこの子たちを巡ってさらに議会が不安定になることを恐れた。そして、嘘をついた。すべては私の責任だ。すまなかった……」

「おやめください！」

　ステファノが頭を下げようとしたのを止めた大きな声は、ルケッティ公爵だった。

　壇上を見ていた彼は、会場の皆のほうへ向き直り、頭を下げる。まるで、ステファノの代わりといわんばかりの行動だ。

「陛下が嘘をつかなければならなかったのは……陛下をそこまで追い詰めていたのは、私たち公爵家が原因です。ご迷惑をおかけしたことは、父について政治を学んでいた私がよく理解しております。今回のグラツィアーニ公爵の件も……我々の対立の延長にあると考えます。陛下に責任はありません」

　ルケッティ公がそう言うと、静寂に包まれていた会場が徐々にざわめき出す。

　権力を競い合い、財力を求め……そうやって争ってきた結果は、すでに皆が知っている。

　年のいった貴族たちは苦虫を噛み潰したような表情で視線を彷徨わせていた。若者たちは隣の両親に厳しい目を向けたり、同情的な視線を双子王子に送ったり様々だが、王家が隠していた秘密を怒っている者はいないようだ。

「ルケッティ公、頭を上げて。私たちのためにありがとう。過ぎたことは仕方ないし、誰かを責めたくて公表したわけではない。でも、今日このときから、私は正式にリベラリア王国の第二王子として皆の前に立つ。念のため言っておくけれど、国王の座には興味がない。私は今まで通りアレッシオの補佐に務める」

　フランチェスコが問うと、会場から拍手が起こる。

　キーラはホッとして涙が出そうになった。

　無事に、フランチェスコは自分を取り戻すことができたのだ。

「ありがとう。では、私の婚約者も紹介する。皆知っての通り、キーラ・フェルレッティ嬢だ」

　気品のある口調で皆に語りかけていたフランチェスコは、キーラを見つめてふにゃりと破顔した。

　それまでの凛とした王子から、普段キーラと接するときと同じ茶目っ気たっぷりの表情に戻る。

「実は、アレッシオと噂になっていたのは、私がこの姿で彼女といちゃいちゃしたからなんだよね」

　軽い口調は、フランチェスコらしいと言えばらしい。だが、こんな軽い感じで報告しても大丈夫なのだろうか。

　キーラは引き攣りそうになりながら壇上で礼をする。

　だが、彼女の心配をよそに、貴族たちの反応は肯定的なものばかりだ。拍手に「おめでとうございます」という声もちらほらと。

　すべての噂の真偽が明らかになり、納得している者が大半なのだろう。

　その後は大きな問題もなく、キーラはフランチェスコとともに貴族たちへの挨拶に奔走するのだった。






　数時間後。

「俺とクラリッサの婚約がなかったことになっていないか？」

　控え室に戻って不満そうな声を上げたのはアレッシオだ。

「私とキーラの話をしている人もあんまりいなかったよねぇ」

　それに同意するフランチェスコは、それでも嬉しそうである。

　クラリッサとキーラは二人の似ているようで似ていない反応が面白くて、互いに目を合わせて肩を震わせた。

　王女が男だったというカミングアウトに比べたら、どんな話題も霞んでしまうのは仕方がない。

「いやいや、しかし、ようやくフランチェスコ様が王子に戻られて……嬉しい限りです」

　珍しくエドワールが興奮した様子で人数分の紅茶を淹れている。すでに嬉し泣きをした後なのか、目元を真っ赤にして喜びを隠しきれないようだ。

「女装も必要なくなりましたし、ドレスはすべて処分させていただきますね。ああ、本当に……ようやくフランチェスコ様が女装をやめられるときが……」

「え？　女装をやめるとは言っていないけど？」

　その瞬間、ピシッと何かが割れる音がした気がした。

　キーラが驚いてエドワールを見ると、彼は「あはは」と乾いた笑いを漏らしながら両手で支えていたティーポットをカートに置く。

（取っ手が……！）

　カランと外れた取っ手――どのようにしたらあんなに綺麗に割れるのだろうか。

「申し訳ありません。女装をやめると聞けたことに感動してしまい、つい力が……」

「やめるとは言っていないってば」

　聞き間違いで済ませようとするエドワールに、フランチェスコは最後の一撃を食らわせた。

　側近はカッと目を見開いて王子に迫る。

「な、な、なぜですか！　もう必要はないでしょう！　殿下は王子に戻ったのです。キーラ嬢という素晴らしい婚約者も得ました。これ以上、女装にこだわる必要などどこにもありません！」

　先ほどは感動して赤らめていたはずの目が血走っている。

　だが、その恐怖すら覚える形相ももろともせず、フランチェスコは肩を竦めた。

「女装は趣味だから。好きだからやめないよ」

「キーラ嬢！」

　エドワールがぐるんと勢いよく身体を反転させ、今度はキーラに迫ってくる。

　はっきりと宣言する王子を説得することはできないと判断し、キーラから懐柔させようということらしい。

　思わず「ひっ」と声を出してしまったキーラは、隣に立っていたクラリッサの背に隠れた。

「貴女はフランチェスコ様の妃になるのですよね？　夫が女装をすることなど望みませんよね？　フランチェスコ様は男ですよね!?」

「あの、えっと……フランチェスコ様は男性です。でも、好きだとおっしゃっているのですから、女装はやめなくてもいいのではありませんか？　ほら、城下町に出かけるときにも便利だと思います！」

　それを聞き、エドワールは胸に手を当ててよろめく。

「それは楽しそうですね。私にも化粧の仕方を教えてくださいませ」

「まぁ、女装ではなくとも変装は役に立ちそうだ。俺の補佐をするならば、密偵というのもいい」

　クラリッサもアレッシオもフランチェスコの女装に前向きな発言をするので、エドワールがとうとう膝をつく。

「そうだね。せっかく集めたドレスを捨てるのはもったいないし、身につけた技術も役立てたいな」

「ドレスは私も着たいです！」

　キーラは食い気味に言いつつ、彼のドレスコレクションを思い出す。まだ試せていないものもたくさんあったのだ。

　これから城で暮らすことになるのだから、もっとフランチェスコにお洒落を学びたい。

「なんてこと……私の努力が……フランチェスコ様！　約束が違うではありませんか！」

　エドワールが涙を流しながら訴える。

　頭を抱えてしまった側近を見て、キーラはどうかその手を握らないでほしいと祈った。この上ごっそり髪の毛が抜けてしまったら、目も当てられない。

「約束ねぇ……王子に戻るとは言ったよ。その約束は果たした」

「そんな屁理屈……！」

「エドワール。今回の件、キーラが無事だったから不問にしているだけだってわかっているよね？」

　急に部屋の温度が下がった気がして、キーラは両手で身体を抱きしめる。

　フランチェスコの笑顔が怖い。その隣ではアレッシオが呆れた顔で頬杖をつき、クラリッサを見れば困った顔で曖昧に微笑まれた。

「そういうことだ、エドワール。お前はよくやったが……次はない。まぁ、キーラも王子妃となるわけだから、お前もわきまえるだろうがな」

　アレッシオにそう言われ、エドワールはがっくりと床に手をついた。

　キーラが話題の中心になっているはずなのに、肝心の本人は蚊帳の外だ。

　しかし、あまりにも落ち込んでいる側近を放っておくことはできず、キーラはおろおろと彼に近づいてその背を擦さすった。

「あの……よくわかりませんが、大丈夫ですよ。フランチェスコ様はきちんと自分のお立場を理解しておられます。皆さんにご迷惑がかかるようなことはしませんし……外見はそんなに重要ではありませんから！」

「……申し訳、ありません……」

　エドワールが小さく呟く。

「どうして謝るのですか？」

　キーラはどうしたらいいのかわからず、助けを求めてフランチェスコに視線を向けた。

　すると、王子はため息をついて立ち上がる。

「わわ、フランチェスコ様!?」

　キーラに歩み寄ってきた彼は、しゃがみ込んでいる彼女の脇に両手を入れる。そうして立たされたキーラの腰をグッと引き寄せ、扉へと向かう。

「え？　え？　ちょっ、フランチェスコ様、エドワールさんが……」

「放っておいていいよ。すぐに立ち直るから……じゃあね、アレッシオ、クラリッサ」

「ええ!?　あ、おやすみなさい！」

　慌てて振り返って挨拶をしたものの、キーラはすでに廊下に押し出されていたので三人に聞こえたかは定かではない。

「フランチェスコ様、いったい何のお話をなさっていたのですか？　私に関係があることなのですよね？　教えてください」

「う～ん……キーラは許しちゃうからダメ」

「ええ？　許したらダメなのですか？」

　聞けば聞くほど話が見えなくなるようだ。

「ダメ。私にも許すようにとかわいく頼みそうだから」

「では、許しませんから教えてください！」

　なんだか仲間外れのようで、少し意地になって頼み込む。

　クラリッサだって事情を知っていたようなのに……

　すると、フランチェスコは突然歩みを止めて、廊下の壁にキーラを囲い込んだ。

「な、どうしたのです？」

「じゃあ、途中だったこの前の大人の階段……昇れたら教えてあげるっていうのはどう？」

「――もうっ！」

　なんという意地悪だ。

　キーラは先日のことを思い出して真っ赤になり、彼の胸板をポカポカと叩いた。

　それを楽しそうに受けつつ、フランチェスコはキーラの頭を撫でる。

「どうする？　キーラ」

「いいですよ！　昇ります！」

「ギブアップはなしだよ？」

　くすっと笑ったフランチェスコの唇が、キーラのそれに重なる。

　誰かが通るかもしれないと思うと恥ずかしくて抵抗したくなったけれど、グッと耐えて自ら王子の背に手を回し、彼のキスに応えた。

（ギブアップはなしだもの）

　とはいえ、フランチェスコは容赦がない。

　羞恥など気にならなくなるくらいに求められた後、王子はキーラを寝室へ連れていく。

　そうしてキーラは昇りかけだった階段どころか、二段も三段も大人の階段を駆け上がってしまうのだった――
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Copyright © 2020 Momo Satsuki All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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